


















































ワンワン物語３




～金持ちの犬にしてとは言ったが、フェンリルにしろとは言ってねえ！～

【電子特別版】
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「食客剣士という名のニート、ゼノビアの朝は早い」
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「見よ、ロウタ。この美しい剣を。この剣はだな、かの大鍛冶師ゲンゴウ・キサラギ。その直系の子孫が鍛えた、素晴らしい名剣なのだぞ」

「わ、わふ（お、おう、そうか）」

　どうしよう。俺がこの世界に転生して三ヶ月、これまでで一番興味のない話題を持ってこられた。

　嬉き々きとして剣の良さを熱弁するこの残念美人は、ゼノビアちゃん。当家に招かれ、食しよつ客かくとして滞在している女剣士だ。

　燃えるような赤い髪に、意志の強そうな鋭い瞳。男にも女にもモテそうなクールビューティだが、中身のポンコツ具合がそれを裏切っている。

　平和なお屋敷では、鍛錬以外にやることがないのか、ちょくちょく俺のところへ来ては、こうやって絡んでくるのだ。

「わふ……（うぅ、眠い……）」

　庭の木陰で昼寝していたところを起こされたので、まるで頭が回らない。

　嬉うれしそうに語られる武器自慢も、右から左へと流れていくだけだ。

　マジでこれっぽっちも興味がないので、眠気がすごい。

「おい、聞いているのかロウタよ？」

「わふわふ……（はいはい、聞いてますよー……ぐう……）」

　うとうとしながら答える。

「それでだな、この剣は本当に見事なのだ。使い手のことを考えて鍛え続けると、ここへ行き着くのかと、いたく感激したものだ。この刃紋を見よ。金剛鋼をふんだんに使わねば、この独特な美しい模様は出ないのだぞ」

「わふー……（へー……）」

　生返事を返しながら、耳の裏を後ろ足で搔かく。あー、かゆかゆ。

　これだけ興味がないという態度を取っているのに、ゼノビアちゃんは気にもとめない。

　おもちゃを自慢する子供のように、掲げた剣の素晴らしさを語ってくる。

「計算し尽くされた刀身の反り、繊細な柄つかの細工。どれを取っても極上の逸品だ。分かるだろう？」

「わふわふ……（いや、分からんですが……）」

　武器の善し悪しなんか、元社畜で現ペットの俺に分かるはずもない。昨日の天気よりどうでもいい話だ。

　どうでもいいついでに言うけど、独りで犬に語りかけてるゼノビアちゃんの姿って、かなり寂しい人に見えると思うんですけど、大丈夫？

　ほら、メイドさんたちが窓からこっち見てヒソヒソしてる。

「ふふ……ああ、素晴らしい……。なんて素晴らしい剣なんだ……」

　誰かに見られていることなど気にした様子もなく、頰ほおずりするようにゼノビアちゃんは剣を鑑定する。

　まるで宝石を見つめるようなうっとりとした視線だが、その先にあるのは鋭利な刃だ。おっかないことこの上ない。

「手に入れるには苦労したのだぞ。噂うわさを頼りにあちこちの武具屋を訪ね回り、購入には冒険者時代の稼ぎを三年分はつぎ込んだのだ」

　それは大きい買い物をしたなぁ。

　ゼノビアちゃんがどれくらい稼いでたのかは知らないけど、元は名の通った冒険者だったらしいし、すごい額なんだろうな。

　ところで質問なんですけど、なんでその剣を構えてこちらを向いてるんですかね？

「……かつての勝負では、私は二度、貴様に敗れた」

　勝負って言うか、ゼノビアちゃんが俺の正体を疑って、勝手に斬りかかってきただけですよね。

　俺、なんにもしてないよ。ビビっておちょこ一杯くらい漏らしちゃっただけだよ。

　あのとき折れた剣は、実はまだそこの茂みに隠してあったりする。

「だが、今日の私は違う。気力は充実し、未いまだかつてないほど研ぎ澄まされている。あのときのような不覚はもう取らない」

　お、おう。元気なのは良いことだけど、なんで剣を振りかぶるのかな？

　ゼノビアちゃん、俺に害意がないことは分かってるって、前に言ってましたよね？　斬られる理由が見当たらないんですけど!?

「二度の敗北を経て、ついに開眼した！　今日こそは私が勝つ！」

「わ、わふー!?（しゅ、趣旨が変わっとるー!?）」

　勝負とかじゃないから！　害獣じゃないって分かってるなら、駆除する必要ないでしょーっ！

「案ずるな！　殺す気はない！　皮一枚。そう皮一枚斬るだけだ！」

　そんな先っちょだけ、みたいなこと言われても困る！　試し切りに俺を使おうとしてるのが丸分かりだぞ！

「行くぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「わふぅぅぅぅぅぅぅっ!?（いやあああああああああああっ!?）」

　ゼノビアちゃんは一瞬で間合いを詰めてくると、流れるような動きで剣を振る。

　目にも止まらぬ斬撃に、避けようと思う暇もなく、あわれ真っ二つとなってしまった。

　剣が。

「うにゃああああああああああああああああああっ!?」

　ゼノビアちゃんが面白い声で絶叫する。

　いい音で折れたなぁ。お高い剣だからなのか、折れるときの音色は楽器のように涼やかだった。

　折れた剣は空を高く舞っていく。そして回転しながら茂みの中へ消えていった。

「わ、私の剣が……さ、三年分の収入が……」

「わふぅ……（あー、怖かった……。何度やっても慣れんな、これ……）」

　例によって俺は無傷。まったくのノーダメージだ。

　薄々気づいてたが、この体ってめちゃめちゃ頑丈なんじゃなかろうか。

　最初はゼノビアちゃんの剣が偽物なのかと思ってたが、斬れないどころか打撃の痛みすらないもんな。

　こんなにモフモフの毛皮なのに、どういう仕組みをしているのか、まったく痛くない。

　よほどフェンリルボディの防御力がずば抜けているのだろう。

　あれ？　でもレンに嚙かまれるのはめっちゃ痛いような……。

「わふ……（やべえ、ネズミの歯、恐るべし……）」

「ちゅー……（わしはドラゴンじゃと言うとろうが……。ドラゴンの牙恐るべしと言い直すのじゃ……）」

　俺のたてがみの中で昼寝中のレンが、寝ぼけた様子で言い返してくる。

「わふわふ（はいはい、ごいすー、ごいすー）」

　何はともあれ、ゼノビアちゃんの三年分の収入に南無。

「あうあう……剣……私の剣……」

　口をぽかんと開けて、ゼノビアちゃんが空を見上げている。

　見事に放心状態だ。自業自得とは言え、可哀かわい想そうである。

「わふっ（これに懲りたら、危ないことはやめるんやで）」

　折れた剣を握ってへたり込んでいるゼノビアちゃんを、前足でポフポフしてやる。

「な、なにをする……？」

「わふわふ（まあまあ）」

　頭をポフポフされて困惑するゼノビアちゃん。肉球の気持ちよさで、ナデポされてもええんやで。

「くっ、屈辱だ……！」

　これぞ勝者の特権。ゼノビアちゃんは顔を真っ赤にして震えている。

　ふふふ、この顔が見たかった。ペロペロしたい。

　ゼノビアちゃんの悔しがる顔が可愛かわいいので、もっとポフポフしてやろう。

　ポフポフポフポフ。あ、ポフポフポフポフポフポフ。

「も、もうやめろ！　ば、馬鹿にするのも大概にしろ！」

　おっと、振り払われてしまった。

「今日のところは引き下がるが、次は負けんのだからなっ!!」

　まだやる気なんかい。

　この調子だと、破産するまで挑んできそうだ。

　そのうち折れた剣が茂みから溢あふれ出だしちゃうぞ。

「絶対負けんのだからなぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「わふわふ（はいはい）」

　捨すて台詞ぜりふを吐いて走り去っていくゼノビアちゃんを見送り、俺は木陰で昼寝を再開するのだった。
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「こうして勇者ロウタは七人の仲間と旅立ち、悪い悪い魔王を倒しに魔界へと向かうのでした」

「わふー（勇者は八人パーティか。多分戦闘に出れるのは四人で、残りは馬車で待機組だな。魔法使いの爺じじいとかおっさん戦士が放り込まれていたんだろう）」

　お嬢様が音読する本の内容に耳を傾ける。

　勇者が仲間を集めて、魔王軍の幹部である五大魔将をひとりずつ倒していき、最後には魔王との最終決戦を経て勝利する。

　子供向けの分かりやすい英えい雄ゆう譚たんだ。

　男の子が好むような内容だが、お嬢様はこの物語が大層お気に入りのようで、こうやってよく読み聞かせてくれる。

「くわぁぁぁふ……（内容自体は聞き飽きてはいるんだが、お嬢様の可愛い声が聞けるので問題ない。何回だって聞いちゃうよ）」

　本を読み上げながら、お嬢様の細い指が俺の首回りをくすぐるように撫なでる。

　うへへ、超気持ちいい。もっと撫でて。

「ちゅー（ぐぬぬ、だらしのない顔をしおってからに……）」

　レンが苛いら立だった様子で頭を出した。

　こいつ、お嬢様と仲良くしてるとすぐ出てくるな。お嬢様は優しいから良いけど、他の人に見つかったらどうするんだ。ネズミだぞお前。コックやメイドさんの怨敵だぞ。

　かといって、正体であるドラゴンになられても困るんだけど。

「ちゅちゅー（こんな小娘のどこが良いんじゃ……。かと言ってわしが人に化けたら幼すぎるとケチを付ける……。ぬし様の変態っぷりは手に負えぬ……）」

　失礼な。変態じゃないよ、極めて正常だよ。ショタケモスキーの喪女ドラゴンにだけは言われたくないよ。

「あっ、ネズミさん。おはようございますっ」

「ちゅ！（ふんっ！）」

　レンが敵意のこもった瞳でお嬢様を睨にらむが、お嬢様はきょとんとして微笑ほほえむばかりだ。

「ネズミさんも、撫なでて良いですか？」

　嬢様の指先はターゲットを変え、レンの頭をこしょこしょとくすぐる。

「ちゅ、ちゅー……（あっ、そ、それはやめいと、やめいと言うたじゃろうがぁぁふわぁぁぁぁぁ……!?）」

「ここですか？　それともこっちですか？」

　なんというテクニシャン。巧みな指さばきでレンが溶けた餅みたいになっていく。

「ちゅー……（やめるのじゃぁぁぁぁぁ……やめるのじゃぁぁぁぁぁぁぁぁ……あふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……）」

　当家で最強の戦力って、俺でもレンでもなくお嬢様な気がするわ。
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「わっふ、わっふ（めっし、めっし。今日の晩ご飯は何かなー）」

「おうおう、測ったようにぴったり来やがるなぁ」

　忙しい時間帯を終えて、一息ついたジェイムズのおっさんが振り返る。

　ふふふ、お嬢様たちの料理がキッチンから運び出されるタイミングで来れば、作りたてがもらえるって知ってるからな。

　ていうか、キッチンから漂ってくる美お味いしそうな匂いに、待機するのがつらすぎた。もはや我慢の限界よ。

「わんわん！（おっさん！　今日のメニューは!?）」

「ちょっと待ってな。順番に取り出さないと崩れやすいんでな」

　そう言って、おっさんは大きめのトングで深鍋から料理を取りだしていく。

　じっくり煮込んだ肉とソーセージ、そしてゴロゴロと大きく切られた野菜が皿にたくさん盛られる。

　その上から、旨うま味みのたっぷり染み出したスープをかけて、完成だ。

「ポトフっつーんだ。簡単に作れるんだが、なかなか奥が深い料理なんだぜ」

　分かるぞポトフ。作ったことはないが。ファミレスで食ったことはある。

「わふわふ！（さっそく頂きまーす！）」

　う、うんまーい！　前世で食べたものと全然違う食べ物じゃないですかこれ。

　煮崩れしてないのに、ジャガイモはホコホコで、にんじんはとろけるように柔らかい。

　ソーセージからでた塩気が、スープと混じり合って、なんだかほっとする味だ。

　そしてこのドカンとメインに置かれた塊肉。口に入れた瞬間ホロホロと崩れるのに、嚙めば嚙むほど旨味が溢あふれてきますよ。

「猪いのししのバラ肉を塩とワインビネガーで一晩漬けたんだが、気に入ったみたいだな。肉を柔らかくする方法としては、他にも炭酸水を使うやり方があってな。肉がしっとり仕上がるんで好みの仕込みなんだが、入手が難しくてなぁ。運ぶ手段さえあれば良いところがあるんだが……」

　俺は食う専門なので、調理法に興味はないんだけども。おっさんが楽しそうだから良いか。ゼノビアちゃんの武器蘊うん蓄ちくと一緒だ。聞き流すに限る。

　おっさんが話している隙をついて、こっそりレンに分け前をくれてやる。

「ちゅーちゅちゅー（ほほう、これは良い。肉は狩りたてに限ると思っておったが、こちらのほうが格段に美味うまいのじゃ。調理というのは面白いものじゃな。こんなにも味が変わるとは……）」

　ふんふんと頷うなずきながら咀そ嚼しやくするレン。俺よりこいつの方が、よっぽど面白そうにおっさんの話を聞いている。

　夢中になるのは良いが、見つからないようにしてくれよ。

　コックとネズミは相あい容いれぬ運命なのだ。

「あの、ミランダ先輩、玄関の扉にこんなものが挟まっていたんですけど……」

「あら、何かしら？」

　キッチンのすぐ外で、当家のメイドであるミランダさんとトアちゃんが話をしている。

　おっぱい大きくてメガネっ娘このメイドさんがミランダさんで、おっぱい小さくて背も小さいのがトアちゃんだ。

「宛名も、送り主の名前もないわね」

「はい、郵便の配達は来てませんし、このお屋敷まで誰かが届けに来たのなら、門を抜けて庭へ入ってきたはずです。でもそんな人は誰も見ていないと」

　このお屋敷は田舎を越えて森に建てられている。近所の村へ行くにも馬車で何時間もかかるような場所だ。

　わざわざこんな辺へん鄙ぴなとこまで来て、イタズラしていくやつもいないだろう。

「旦那様にお渡しして良いものでしょうか」

「そうね、見たところ封筒一枚で危険性はなさそうだし。お食事のあとお渡ししましょう」

　ふーん、送り主不明の手紙か……。ちょっと気になるな。俺もついて行ってみよっと。

「わふわふ！（その前に、まずは目の前の食事に集中だ！）」

　俺は心ゆくまでポトフを味わい、深鍋をすっかり空にしたのだった。
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「ふむ、手紙。宛名も何も書いてないようだが、とにかく見てみようか。」

　食事を終え、居間でくつろぐパパさんが、ミランダさんから手紙を受け取る。

　ペーパーナイフを手に取り、封筒の隙間に差し入れる。

「お待ちを!!」

　あまりの大声にパパさんが驚いて動きを止める。俺もびくっとなってしまった。

　そこには片手をまっすぐ突き出し、パパさんを制止するゼノビアちゃんの姿があった。

「な、なにかねゼノビア君？」

「ご当主、油断してはなりませぬぞ。誰から送られたかも分からぬものを、不用意に開封してはなりませぬ。中には毒、はたまた呪いの魔術がかけられているやも知れません」

「う、うむ？　そ、それは流石さすがに無いと思うが……」

　まぁ、パパさんってすごいお金持ちだし、辺境伯というお偉い貴族でもあるらしいので、ゼノビアちゃんの言っていることはあながち間違ってないと思う。

「私が開き、検分させて頂きます。よろしいですね？」

「きみの心配を無む下げにするわけにもいかないな。頼むよ、ゼノビア君」

「はっ、では承ります」

　ゼノビアちゃんはパパさんから手紙を受け取ると、それを無造作に放り捨てた。

　ちょ、何してますのん。

　俺がそう思ったときには、腰に帯びたおニューの剣が抜き放たれていた。

　紫電一いつ閃せん。一瞬で封筒だけが細切れになり、中の手紙がひらひらと舞い落ちてきて、ゼノビアちゃんの手に収まった。

「ふむ、危険性はなさそうですな……」

　注意深く観察し、安全性を確認してから、パパさんに手紙を渡す。

「相変わらず見事な剣の冴さえだね。私には抜き手も見えなかったよ」

　おかしい。ゼノビアちゃんがちゃんと剣士っぽいムーブをしている。

　ポンコツじゃないゼノビアちゃんなんてゼノビアちゃんじゃないのに。熱でもあるのだろうか。心配だ。

　食しよつ客かくとして招いた剣士の腕を見られて、パパさんは機嫌が良さそうだ。

　三つ折りになった手紙を開き、その顔が凍り付く。

「な、なんと……!?」

「どうしたんですか、お父様？」

　お嬢様がパパさんに駆け寄り、椅子の後ろから手紙をのぞき込む。

「『予告状。悪鬼非道の行いにより、放ほう蕩とうに耽ふける悪徳貴族よ。貴殿の屋敷の宝を、今こ宵よいいただきに参上する。　銀翼盗賊団』？」

　読み上げた内容が理解出来ず、その場の全員が固まる。

　予告状って言った今？　なにそれ、ルパン的な怪盗が送ってくるという噂うわさのあれのこと？

「予告状！　すごいです！　本のお話みたい！」

「お、お嬢様、喜んでいる場合ではありません。それも今夜なんて……」

　はしゃぐお嬢様の肩に手を置いて、ミランダさんが青い顔になっている。

「銀翼盗賊団……。聞いたことのない犯罪組織だね。わざわざ盗む前に予告してくるとは、大胆不敵なことだ。それとも他に何か別の意図があるのか……」

　パパさんは革張りのソファにもたれて思案する。

　さすがは大会社を経営し、辺境伯という地位も持つパパさんだ。

　突然の犯罪予告にも動じた様子がない。かっちょいいぜ。

「しかし、私の宝か……。具体的なことが書かれていないので、何を狙っているのかも分からないな」

　調度品一つ取っても高級品だしね。

　漠然とお宝と言われても、このお屋敷にあるものは大体お宝だ。

「私にとって最も大切な宝とは、もちろんメアリのことだがね」

　パパさんがダンディにウインクするが、お嬢様はどんな怪盗がやってくるかを楽しそうに予想していて聞いていない。

「め、メアリぃ……」

　パパさんあわれ。

　で、二番はもちろん俺ですよね！　俺って言って！

「慰めてくれるのかい？　ありがとうな、ロウタ」

　パパさんにすり寄ると、頭をよしよしされる。満足した。

「それはさておき、どう対策したものかな。あまりに曖昧な指定だ。何を狙っているかが分かるのなら、それを渡して帰って貰もらうのが一番なのだがね」

　無用な争いを好まないパパさんらしい考え方だ。

　しかし、甘い。

　一つ奪えばもう一つ、二つ奪えばもう三つ。となるのが人の心理だ。

　もっと寄よ越こせという相手の要求を際限なく聞いているうちに、気がつけばキッチンの食材はすべて食べ尽くされているのだ。

　……おかしいな、いつの間にか俺の話になってる。

「ご当主。お任せください！　このような時のために、私はいるのです！」

　ゼノビアちゃんが、むふーっと得意げに胸を張った。

「日頃から食客としてお世話になっているご恩、わずかでも返させて頂きたい！」

「おお、さすがはゼノビア君だ」

　パパさんが顔を明るくさせる。

「実のところ、きみに頼むしか無いと思っていたところだった。今晩すぐとなれば、ギルドに連絡を入れて警備を雇うことも出来ない。すまないが、頼まれてくれるかな」

「無論です！　悪逆非道に放蕩三昧などと、ご当主にいわれのない悪罵を浴びせかけ、あげく盗みを働こうなど！　そのような不届き者は、この剣の錆さびにしてくれましょう！」

「むむ、そこまで私や当家のことを大事に思ってくれるのはありがたいが、なるべく穏便に頼むよ。人死になど以もつての外ほかだ」

　張り切るゼノビアちゃんを、パパさんが慌てて制止する。

「では峰打ちで！」

「う、うむ、峰打ちなら……。いや、しかしその剣は両刃なのでは……？」

　ていうか、ゼノビアちゃんのゴリラパワーで殴ったら、何使っても撲殺しちゃうんじゃないですかね。

　このゴリビアちゃんに、手加減なんて難しいことが出来るんだろうか。

「では、早速見回りに！　各おの々おの方がたは戸締まりをしっかりして、今晩は絶対に部屋を出ないよう、お願いいたしますぞ！」

　ゼノビアちゃんったら、久々の活躍の場に張り切っちゃって。

　普段のゼノビアちゃんは、ペットの俺より働いてないもんね。仕方ないね。

　頑張れニート剣士。穀ごく潰つぶしの汚名を返上するのだ。

　俺はベッドの中から応援してるからな。

「わふわふ（さぁ、お嬢様。盗賊怖いし、早く寝ましょう。俺が添い寝しますから）」

　お嬢様の背中を頭で押して、部屋を出る。

　その首をむんずと摑つかまれた。

「何をしている。貴様も来るのだ」

「わふっ!?（へっ!?　なんで!?）」

「当家の番犬だろうが、貴様は！　こんな時ぐらい働かなくてどうする！」

「わふわふぅー！（働いていますぅー！　愛らしいペットとして、お屋敷のみんなを癒してますぅー！）」

「抵抗するなぁぁ……！」

「わぐうう……！（い、や、だぁぁぁぁぁぁぁ……！）」

　首輪を引っ張るゼノビアちゃんと、必死に抵抗する俺。

　やめてよゼノビアちゃん！　首の皮が前に引っ張られて、面白い顔になっちゃうでしょ！

「ぷっ……く、く……」

　ほら、壁際で待機してるトアちゃんが必死で笑いを堪こらえてる。可哀かわい想そうでしょ！

　誰か、誰か助け船を出してくれる人はいないのか。

　あっ、お嬢様。お嬢様がこっちをじっと見てる。

　ここは助けを求めるしかない。

「わふわふ！（お嬢様！　助けてお嬢様！　あなたの可愛かわいいペットが虐待されてますよ！）」

「ゼノビアさん！　ロウタばっかりずるいです！　わたしも一緒に夜の警備をしてみたいですっ！」
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　ええっ、そっち!?

　当家のお嬢様は、流石のおてんばだわ。

「い、いけません、お嬢様。さぁ、就寝の準備をしましょう。トア、戸締まりをもう一度確認するよう、使用人全員に伝えてきてちょうだい」

「は、はい先輩っ！」

　お嬢様はミランダさんに連れられて、居間を出て行ってしまった。

「私も部屋へ戻ろう。今晩は仕事どころではなさそうだからね」

　ああ、パパさんまで行ってしまった。

　残ったのは、変顔の俺とゼノビアちゃんだけ。

「……まだ抵抗するか？」

「わふん……（お供させて頂きますぅ……）」
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「私は二階を中心に回る。お前は一階を巡回しろ。一周回ったら大広間の階段で集合だ」

「わふぅ……（へーい……）」

　鼻息荒く階段を上っていくゼノビアちゃんに、尻尾を一振りして答え、俺はお屋敷の警備を開始する。

「わふわふ（なんか、流れでついて来ちゃったけど、盗賊団とか普通に怖いんですけど）」

　見つかって逆上した盗賊に襲われたらどうしよう。当家のペットに何かあったら大損害ですよ。

「ちゅー（ぬし様を傷つけられる存在など、この世に数えるほどもおらんじゃろ）」

　ばっきゃろう。絶対の安全が担保されても、怖いものは怖い。めっちゃ怖い。それが俺という犬なのだ。

「ちゅー（ぬし様のそういった用心深いところは好ましく思うがな。……ふふ、好ましいとか言ってしまったのじゃ。恥ずかしや恥ずかしや）」

　頰ほおを染めて照れられても、まったく可愛くない。なぜならお前はネズミでドラゴンだから。

　人に化けてるときなら、まだかわいげもあるが、それでも幼女だしな。どっちにしろストライクゾーンの遥はるか外だわ。

「わふわふ（やっぱ俺の体って、結構強いのか？）」

　ビーム吐いたり、剣へし折ったり、ペット生活を送るのには何の役にも立たないが、それで助かっている場面もあるような。

　あのゆるふわ女神に感謝すべきなのだろうか。

　いや待て。そもそも俺が魔物じゃなければ起きてない問題がほとんどな気もするぞ。

　くっ、何という二律背反。

「ちゅー（魔ま狼ろう王フェンリルが何を寝ぼけたことを言うとるのじゃ。このレンヲヴルムを下しておいて、弱いわけがあるまい。これでまだ産まれたばかりというのじゃから、末恐ろしいにもほどがあるのじゃ。やはりおぬしこそ、わしの婿に相応ふさわしいのじゃ）」

　全力でノーセンキューです。

　美お味いしいご飯が出てきて、好きなときに寝て、好きなときに遊んで、毎日怠惰に暮らせる今が最高に幸せ。結婚なんて御免こうむりますわ。

　俺の幸せペットライフを邪魔する悪い盗賊なんて、このフェンリルボディで返り討ちですよ。シュッシュッ。

　後ろ足で立ち上がってシャドウボクシングをしてみるが、犬の体なので間抜けなよちよち歩きにしかならなかった。

　あと、やっぱ戦うのとか怖いんで。もし盗賊を見つけたら、速攻で逃げ出してゼノビアちゃんを呼ぼう。うん、そうしよう。

　そう心に決めて、ひっそりと静まりかえった廊下を巡回する。

「わふわふ（メイドさんたちも早めに休んでるから、静かなもんだなぁ）」

　ゼノビアちゃんの指示で、屋敷の人間はみんな鍵をかけて、部屋から出ないようにしている。素人が下手に歩き回って、盗賊に捕まって人質にされるのを防ぐためだろう。

　ゼノビアちゃんのくせに考えてやがる。

　警備がたった二人というのは心こころ許もとないが、まぁ、元凄すご腕うで冒険者の肩書きが伊だ達てじゃなければ、ゼノビアちゃんがなんとかしてくれるだろう。

　……してくれるよね？　今だけはポンコツを発揮しなくて良いんだよ？

「にゃーん（ロウタさーん。お夜食食べに行きましょうよ、お夜食ー）」

　鳴き声とともに、空中に穴が空いて、赤い猫が落ちてくる。

　ナフラめ、今日も来やがったか。見た目は珍しい毛の色をした猫だが、その正体は高度な魔法を操る魔女の使い魔だ。

　しかし、その魔法を使って働くこともなく、腹が空すけばこうやってメシをたかりに来る。何という空間魔法の無駄遣い。

「わんわん（飼い猫でもないくせに、図ずう々ずうしいぞ）」

「ちゅー（そうじゃそうじゃ。許可なくぬし様の背中に乗るでない。図々しいのじゃ）」

　人の毛皮に隠れ住んでるやつが言ってはいけないと思う。

「にゃーん（まぁまぁ、今更じゃないですか）」

　前足を顔に添えて、にゃふにゃふと動かすナフラ。くっ、可愛い。

　二匹を頭と背中に乗せて、俺は夜の廊下を歩く。

「にゃー？（今日はなんだか静かですねえ）」

「わんわん（あー、なんか泥棒が来るらしいんだよ、今日）」

「にゃー!?（泥棒!?　……あら？　なんで泥棒が今日来るって分かるんです？）」

「ちゅー（予告状が来たからなのじゃ）」

「にゃー？（予告状って、わざわざ泥棒するのに予告するんですか？　なんのために？）」

「わふん？（俺も分からん。何のためなんだろうな）」

　パパさんもその辺りを不思議がってたけど。

　予想としては、屋敷の人間を怖がらせる愉快犯的な思考か。

　それとも、怪盗らしいゲーム感覚なのだろうか。

「わふ（あとは、注意を一点に向けることで、別の目的を果たすため、とか）」

　普通に予告状のメリットを考えたら、そうなるよな。

　そこを狙うと言われたら、どうしてもその場所を守らざるを得なくなる。実際、二人しかいない警備は屋敷を守るのに集中してるし、外にはまったく人員を割いていない。

　盗賊の狙いは、実は屋敷内の宝ではなく、屋敷の近くにある何かだったりしないだろうか。

「にゃ、にゃー!?（ろ、ロウタさんがなんだか賢いことをしゃべってます!?）」

「ちゅ、ちゅー!?（ぬ、ぬし様、大丈夫か!?　変なものを食べたのではないのか!?）」

「わふ……（お前らなぁ……）」

　ひどい言い様の二匹に反論しようとして、お腹なかがぐうと鳴った。

「……わふ（……先になんか食べに行くか）」

「「にゃちゅー！（賛成ー！）」」

　所詮三馬鹿の知能など、この程度であった。

　一階にある調理場へ向かって、とことこと歩く。

「にゃー（今日は何にしますー？　ハムはこの間食べましたし、新しい燻くん製せいって何かありました？）」

「わふわふ（そういや、おっさんがポトフのときに余ったバラ肉でベーコン作るって言ってたな……）」

「にゃー！（ベーコン良いですねー！　ナフラ、ベーコン大好きー！）」

「わふん（そんなすぐに出来るわけねーだろ）」

　調味液に漬けて熟成させたり、煙で燻製にしたり、あれは結構手間がかかるんだぞ。

　毎日失敬しているから、俺は詳しいんだ。

　今やお屋敷の人たちより、俺のために燻製を作ってる気配すらあるからな。

　おっさんすまん。そしていつもありがとう。

　感謝の気持ちと共に、今夜も盗み食いに参ります。じゅるり。

「わふ……？（あれ？　なんかキッチンの方から話し声がする……）」

　小声でヒソヒソやる女の子の声だ。

　メイドさんの中にもお腹が空いた人がいたのかな。今日は早く就寝になったから、晩ご飯食べ損ねた人がいたのかも知れない。

　言いつけを破ったりして、いけないメイドさんだ。これはお仕置きが必要ですぞ。

　具体的にはちょっと驚かせたあと、俺も夜食を分けて貰おう。

「わふー……（お前ら静かにしとけよ……）」

「ちゅー……（またぬし様がしょうもないことを思いついたぞ……）」

「にゃー……（ナフラ、イタズラも大好きー……）」

　俺は姿勢を低くして、キッチンに近づくと、中が見える窓に前足をかける。

　そーっと顔だけを出して中を覗のぞくと、そこには──
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「よし、開いたよ」

　鍵を開けるための細い金属棒を腰のポシェットにしまいながら、少女が仲間に伝える。

「静かに入るぞ。消灯はしてたが、警備がいないはずがないからな」

　背の高い少女が、髪飾りをつけ直す。

「わざわざ予告状を書いたのも、警備を要所に集中させて、忍び込む隙を作るためですもんね」

　背の低い少女が眼鏡を押し上げて答える。

　鍵を開けた少女の後について、二人の少女も部屋に侵入する。

　顔立ちや体格の差はあるが、三人の少女にはある共通項があった。

　銀色の髪と、長い耳。そして人間離れした美しい容姿。長命種たるエルフの証あかしだ。

　今は動きやすい軽装に身を包み、真剣な面持ちで屋敷へと足を踏み入れる。

「どこから探す？」

「間取りがもっと詳しく分かれば良かったんだけど。調べてる時間がなかったしね」

「悠長に調べてて、その間に姉様たちがひどい目に遭ってたらどうするんですか。ここの悪い当主を締め上げて居場所を吐かせれば良いんですよ」

「エルルちゃんは、物騒なことを言うなぁ……」

「ウルルの言うとおりだ。私たちは本当に盗賊団になったわけじゃないぞ。姉様たちを助け出すためだ」

「ごめんなさいオルル。盗賊生活も長く続きすぎて、潜入もこんなに得意になっちゃいましたね……」

「まぁ、盗賊と言っても夜中にわずかな食料を盗む程度だからな。名前も売れていないし、問題ないだろう。こんな生活も姉様を助け出すまでだ、そうしたら落ち着ける森を探して、散り散りになった仲間たちも呼び集めて村を再建しよう」

「だね。ずっと探し続けて、ようやく見つけた手がかりだもん。絶対成功させなきゃ」

「うむ、姉様たちを攫さらった奴隷商が、モーガン商事を経由してファルクス商会と接触したという情報は確かなはずだ。姉様たちが買われていった可能性は高い」

「なんでもここの当主は、借金の形や行く当てのない少女をメイドとして雇い入れていると聞きました。あれやこれやといかがわしいことをさせているに違いありません」

「くっ、悪徳貴族許すまじだよ……！」

　まだ見ぬ辺境伯の悪行に、エルフたちは憤ふん怒ぬの感情を覚えた。

「ところで、ここは何の部屋だ。ずいぶん綺き麗れいにしてあるが……」

「ええと、調理器具もたくさんあるし、ここはキッチンですね」

「しまった。ついいつもの癖で、ご飯のある場所を侵入場所に選んじゃったよ……」

「ま、まぁいい。潜入できればどこでも同じだ」

「うわぁ、この小麦すごく良いやつです。さすがお貴族様、良いもの使ってるんですねえ」

「うわっ、ホントだ。これでパンを焼いたらすごく美味しいんだろうなぁ……」

「言っているそばから脱線するんじゃない。行くぞ」

　促されて、二人は名残惜しそうに小麦の入った袋から離れる。

「まずは私が廊下の様子を探る。合図したら付いてくるんだ」

　オルルと呼ばれた少女がそう確認したところで、二人がまた違うところへ興味が移っていることに気づいた。

　ぽかんと口を開けて、窓の方を見上げている。

「まったく……、真剣にやれと言っているだろう」

「オルル、オルル……！」

「はわわわ……！」

　何をそんなに驚いている。と二人の視線を追いかけたところで、『それ』と目が合った。

　高いところから見下ろしてくる、六つの光る眼め。

「な、あ……!?」

　その大きさは少女たちを遥はるかにしのぎ、尋常ではない威圧感を与えてくる。

　何な故ぜこんなところに怪物が。ここの貴族は怪物を部屋の中で放し飼いにしているのか。

　様々な思考が彼女たちの脳裏を駆け巡るが、恐怖で声が出ない。

　彼女たちはエルフだ。森に住む以上、魔物と出会うこともあったし、相手の戦力を測るすべにも長たけていた。だが、過去すべての記憶を掘り起こしても、これほど強力な力を持つ相手は存在しなかった。

　その勘が告げている。

　私たちはここで食われて死ぬ、と。

「ひ、い……」

　大きく裂けた口がよだれを垂らしながら開き──

「「「わんにゃーちゅー」」」
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　聞いたこともない鳴き声を浴びた瞬間、三人は悲鳴を上げることも出来ずに失神した。
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「わふ……（あれ？　労せずして泥棒ゲット？）」

　声が聞こえたので、窓から様子を窺うかがっていたのだが、何もしてないのに三人は勝手に驚いて気絶してしまった。

　窓から離れて、キッチンの中に入る。

「わふわふ（この女の子たちが泥棒ってことでいいのか？）」

　なんか想像してたのと違う。

　予告状とか送ってくるぐらいだから、ナイスミドルな怪盗的な奴が来るのかと。

　格好こそ盗賊っぽい軽装を身に付けているが、三人とも年若い少女だ。

　気になるのは、銀色の髪と長い耳だが。エルフってやつなのかな、この娘たち。

　知り合いの魔女の姿を思い出すが、整った顔立ちもあって同じ種族に見える。

「ちゅー（ぬし様ぬし様、よだれ垂れとるぞ）」

「わふっ（おっと失礼）」

　キッチンから漂ってくる美お味いしそうな匂いに、ついついよだれが出てしまった。この娘たちを見て美味しそうと思ったわけではないぞ。念のため。

「にゃーん（それで、どうしましょうか？　放っておくわけにもいきませんし）」

「わふわふ（しょうがない。ゼノビアちゃんを呼んでこよう）」

　と、振り返ったところで、そのゼノビアちゃんが扉の前に立っていた。

「集合が遅いから何かあったのかと来てみれば、き、貴様、ついに人喰くいを……!?」

「わんわんっ!?（激しく誤解!?　ていうか、状況を見たら分かるでしょ!?　この娘たちが泥棒っすよ！）」

「冗談だ。状況的にお前の姿を見て、驚きのあまり失神したといったところか」

　分かってるじゃん。心臓に悪い冗談やめてよ。

　ていうか、こんな可愛かわいいペットを見て失神とか、失礼しちゃうぜ。ぷんぷん。

「ある程度の技量を持つ者がお前を見たら、どれほどの化け物かすぐ分かるものなのだが。この者たちはエルフか。強い感受性を持つ彼らならこうなっても仕方がない。エルフが盗みを働くとは聞いたことがないが」

　ああ、やっぱ珍しいんだ。なんかエルフのイメージと違うもんな。

「ともかく旦那様にお知らせして、処遇を決めて頂かなければ。私はこの娘たちを拘束しておくから、呼んできてくれ」

「わふわふっ（へいへーい）」

　もう夜食タイムって感じでもなくなっちゃったけど、ご褒美になんか出るかもしれん。

　二階へ駆け上がって、パパさんの部屋の前で小さく吠ほえる。

「わふわふっ、わふわふっ（パパさーん、起きてー。泥棒捕まえたよー）」

「なんだね、ロウタ？　まさか、もう盗賊を捕まえたのかい？」

　パジャマにガウンを羽織ったパパさんが顔を出す。

「わふわふっ（そのまさかですぜ。捕まえたって言うか、向こうが勝手に気絶しちゃったんだけど）」

「ゼノビア君がいないところを見ると、彼女が捕まえたのかな？　そこでお前を呼びに来させたといったところかね？」

「わふわふっ（流石パパさん、その通り）」

「すぐに行こう。案内を頼むよ、ロウタ」

「わふわふ（お任せあれですぜ）」

　ゼノビアちゃんに三人まとめて縛り上げられたエルフの盗賊たちは、階段下の大広間に連れてこられていた。

「これは、まだ子供と言って良いような年齢の子たちばかりではないかね。本当にこの娘たちが予告状を？」

　エルフだから、見た目通りの年齢じゃないかも知れないけど、確かに盗賊なんて物騒な仕事をしてるようには見えないよなぁ。

「う、うう……」

　背の高いエルフの子が目を覚ましたようだ。

　焦点の定まらない瞳で、周囲を見渡した後、パパさんを見つけてハッとする。

「き、貴様はファルクス伯爵か!?」

「ああ、いかにもその通りだが、君たちが予告状の盗賊ということで良いのかな？」

「くっ、そのような怪物を屋敷で飼っているとは、思った通りの悪徳貴族のようだな……」

「怪物？　はて、ロウタはうちの飼い犬だが……」

　パパさんが隣に座った俺をしげしげと眺めてくる。

「そう言えば、最近また大きくなったなぁ。ちょっと食べ過ぎじゃないのかい、ロウタよ」

　そ、そうかな？　気のせいじゃないっすか？　ダイエットしたら小さくなるかな？

「食事量の問題では無いと思いますが……」

　ゼノビアちゃんが嘆息して、次の瞬間、剣を少女に突きつける。

「ひっ……!?」

「威勢が良いのは結構だが、当家へ盗みに入って、ただで済むと思わんことだな」

　ひえ、怖い。

　殺気に当てられて、残りの少女たちも目を覚ましたようだ。

「あ、あわわ……」

「あちゃー、捕まっちゃったよ……」

　観念した様子の二人と違って、剣を突きつけられた長身の少女は、まだパパさんに挑むような目を向けている。

「悪徳貴族ファルクスめ！　姉様たちを返せ！」

　誰だよ姉様。パパさんが悪徳貴族っていうのも全然当てはまってないし。

「はてさて、どうにも誤解が生まれているような気がするね。少し事情を聞かせて貰って良いだろうか」

　さすがパパさんだ。盗みに入った盗賊たちを相手に、落ち着いた様子で話を促している。

「……良いだろう」

　少女の口から語られたのは、彼女たちのこれまでの暮らしを含めたいきさつだった。

　森で平和に暮らしていた彼女たちエルフの村は、突然人間の集団に襲われたそうだ。

　王国の目が届かない辺境では、奴隷目当ての襲撃事件がまれに起こるらしい。

　大部分の者は村を捨てて上手うまく逃げ出したのだが、逃げ切れなかった数人が捕まってしまった。

　彼女たち盗賊三姉妹は元は五人姉妹で、上の姉二人に逃がして貰ったおかげで助かったが、代わりに姉たちが捕まってしまったそうだ。

　村人は人間たちの追っ手から逃げるために散り散りになってしまい、少女たちは三人だけで力を合わせて生きてきた。

　盗賊の真ま似ね事ごとをして、悪党から盗みを働き、日々をなんとか生き延びつつも、捕まった姉のことを探し続けていたらしい。

「うう、苦労したんだな……！」

　ゼノビアちゃんがもらい泣きしている。

　意外とよく泣くよねゼノビアちゃん。ペロペロしたい。

「そして、ついに姉様たちがいるという噂うわさを聞きつけたのだ」

　ファルクス家に売られてきたというその情報を頼りに、救助にやって来たと言う。

　噂によると、パパさんは金にものを言わせて見目麗しい少女を奴隷として集め、夜な夜な酒池肉林の騒ぎを繰り返しているとか。

　今回も王都で奴隷商と接触したという情報があり、姉たちもきっと買われていったに違いないと考え、ここまで追いかけてきたそうだ。

「わふー……（パパさん……）」

「う、うむむ。そんな噂が流れているのか……」

　パパさんががっくりと肩を落とす。

「事実無根です」

　そんなパパさんに助け船を出したのは、ランタンを片手に現れたミランダさんだ。

　ネグリジェの上にケープを羽織っていて、いつものメイド姿と違った色気がある。

「確かに私たちの中には、そういった不幸な境遇にいた者もいますが、みんな旦那様に救って頂いたのです。感謝している者はいても恨む者など一人もおりません。お屋敷でメイドとして働いているのは、私たちがそう望んでいるからです。商会を通して正式に雇用されていますし、お給金もしっかり頂いています。あなたたちが想像するようなことは一切ありません」

「な、なんだと……!?」

　よかった。ガセネタだった。

　ちょっとだけパパさんを羨まし──ゲフンゲフン、疑ってしまったことは心にしまっておこう。

「それでは、姉様たちはここにはいないというのか……!?」

「そんな、遠路はるばるここまで来たのに……」

「姉様たち、どこにいるんですかぁ……」

　涙を流す三姉妹に俺たちは困ってしまう。

「確かに、王都に滞在中、奴隷商を紹介されたのは事実だよ。私は奴隷制反対派で、現在の債務奴隷や刑罰奴隷もなくすべきだと考えている。そんな私に何な故ぜそんな者を紹介してくるのか不思議だったが、まさかそんな悪評が拡まっていたとは……」

「そ、その中にエルフはいなかったか!?」

「いや、早々にお引き取り願ったので、誰がいたかまでは分からないね。すまないが……」

「そうか……」

　うなだれる少女たちに、かける言葉が見つからない。

「ともかく、誤解は解けたようだ。ゼノビア君。彼女たちを解放してあげたまえ」

「よろしいのですか？」

　鼻をすすりながら、ゼノビアちゃんが訊たずねる。

　怪け訝げんな顔をしているのは解放すると言われた当人たちだ。

「わ、私たちを許すというのか……？」

「まだ、何を盗まれたわけでもないからね。近隣から被害届も出ていない以上、辺境伯として君たちを捕縛する理由も見当たらない。話を聞いた以上、君たちの親族も商会を使って捜索させて貰もらうよ。人狩りは王国憲法において重大な犯罪だ。時間はかかるかも知れないが、場当たり的に探すよりは良いはずだ」

「どうしてそこまで……？　私たちは見ず知らずの、それも他種族の夜盗だぞ……」

「困っている者を見捨てたら、娘に父として胸を張れないからね。私は娘にとって自慢の父でありたい、それだけの小さい人間なのだよ」

　まさに大岡裁きである。何というイケメン。パパさんかっこいい。

「生活にも不自由しているようだし、君たちさえ良ければ、うちの商会で雇用先を紹介することも出来るが」

「ありがとう……。だが、私たちは私たちで姉様を探す。その奴隷商のことを教えてもらえないか？　そこからまた探してみようと思う」

「一日でも早く助けてあげたいよね」

「右に同じです」

　三姉妹の意思は固いようだ。

「わふ……（なんとかしてやれないもんかねぇ……）」

　飼い犬の俺に出来ることなどなさそうだが、このまま放り出すのも具合が悪い。

「奴隷商とは本当に一瞬顔を合わせただけだったのでね。印象に残らないのが印象的な男だったと言えるくらいか……。役に立てなくてすまない。せめて、当面の路銀だけでも援助させてくれないか。ミランダ」

「はい、旦那様。そうおっしゃると思って、こちらに」

　銀盆に革袋を載せて、ミランダさんが戻ってくる。

「そ、そこまでしてもらうわけにはいかない！」

「いいから、受け取ってくれ。行き倒れでもされたら、そちらの方が困る。私の領内で盗みが起きても困るからね」

　いや、これは冗談。と言ってパパさんは笑うが、そのネタは笑えない。

「すまない。この恩は必ず返しに来る」

　長身のエルフ娘が革袋を受け取り、はたと気づく。

「そうだ、これは私たちの村を襲撃した者たちが使っていた道具なのだが、これは姉様を探す手がかりにならないだろうか？」

　そう言って、鞄かばんから取り出したのは丸い石の付いた首輪だった。

「わふ？（あれ？　俺それ見たことあるぞ？）」

　どこでだっけ？

「ちゅー（王都の派手な娘子のところじゃろ。ほら、ですわですわとやかましい……）」

　ああ、縦巻きロールがすごいドリ子様こと、エリザベスお嬢様か。

　レンの言うとおり、ドリ子様が飼ってた魔物たちが首に付けてたのを見たことがある。確か洗脳の魔法がかかってるんだっけ。

　ペット自慢してるときに首輪の魔法が解けて、大変なことになったんだ。

　あの事件でメアリお嬢様と仲良くなって、今もよく手紙でやりとりしてるみたいだけど、確かにこれはあそこで見た首輪と同じものだ。

「ふむ。いや、これも見覚えはないね。だが、手がかりにはなるかも知れない。預からせて貰って構わないかな？」

「ああ、よろしく頼む。……人間はみなひどい奴らかと思っていたが、あなたのような優しい人もいるのだな。名乗り遅れて申し訳ない。私はオルルという」

「エルルです。ありがとうございました」

「ウルルだよ。ありがとうございましたー」

　三姉妹は、夜も遅いから今日は泊まって行けというパパさんの申し出を固辞し、礼を述べてお屋敷を出て行く。

　その背中を痛ましげに見送るパパさんたちから離れると、俺はこっそり裏口から外へ出るのだった。
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「わんわんっ（おーい、待ってくれー、おーい）」

　俺の吠ほえ声ごえに、三姉妹がびくりとする。

「な、なんだ!?　やはり私たちを食う気か!?」

「お、美味しくないよー！　か、代わりにこの焼き菓子をあげるからー！」

「ま、魔物がそんなもの欲しがるわけないですよ！　に、逃げないと……！」

　ひどい怯おびえようだ。ここは必殺かわいいポーズで敵意がないことを伝えよう。

「はっはっはっ（どう？　どう？　怖くないよ？　あと、その焼き菓子はください）」

　お腹なかを見せながら体をくねくねさせる。

「わ、私たちを襲いに来たのではないのか……？」

「わふわふ（モフモフ、ボク悪い魔物じゃないよ。可愛かわいいペットの犬だよ。さっきの首輪、見たことあるから教えてあげようと思ってきただけだよ）」

　おかしいな。最高に可愛いわんこに見えるはずなんだが、三人ともなんだか引いているような。

　やっぱり言葉が通じないと、コミュニケーションを取るのが難しいぞ。

「こんな高位の魔物が、人間に飼われているという事実が信じられない」

「うーん、でも本人が犬って言ってるし……」

「それより、この自称ペットさん、重要なことを言った気がするんですけど。首輪について何か知ってるとか」

　あれ？　なんで俺の言ってることが分かったんだ？

「そうだ！　お前、何か知っているのか!?」

「わふっ!?（もしかして言葉通じてる!?）」

　オルルと名乗った長身のエルフが詰め寄ってくる。

　今のって俺の言葉が分かったからだよな。エルフには俺の言葉が通じるのか？

「通じるも何も、最初から魔力で直接話しかけてたよねー」

　ウルルと名乗った中くらいのエルフが脳天気に答えた。

「私たちのように魔力的感受性の強い種族なら、聞こえる人は多いと思いますよ」

　エルルと名乗った小柄な眼鏡エルフが、何を今更といった顔をする。

　あぶねえ。三人まとめてペロペロしたいとか、変なこと言わないで良かった。

　そう言えば、ヘカーテも普通にしゃべってたな。あれはあいつが特別なのかと思ってたが種族的な問題だったのか。

　ていうか、俺の言葉ってそんな仕組みで伝わってたのかよ。自分の体について知らないことが多すぎるぞ。

　あのゆるふわ女神が説明を端は折しよって転生させたのが悪い。

「それで、あの首輪をどこで見たんだ？」

「わふわふ（えーと、知り合いの家でなんだけど、詳しいことは俺もよく知らなくてな。多分本人に聞いたら教えてくれると思うんだけど）」

　どうやって聞こう。

　ドリ子様に俺の言葉は通じないし、レンに変身してもらって通訳を頼むとしても、初対面の幼女の言うことなんて信用して貰えないだろう。この三人娘も同じことだ。

「にゃーん（あ、じゃあじゃあ、ご主人様にお願いするのはどうです？）」

　ヘカーテに？　確かにこの中のメンツよりは頼りになりそうだが……。

　あいつにはいつも世話になりっぱなしだからなぁ。こんな頻繁に都合良く頼んで良いものか。

「にゃーん（ロウタさんロウタさん、ナフラとご主人様って感覚がつながってるんですけども）」

「わふ？（おう？）」

「にゃーん（ご主人様、ずっと工房から今か今かと出るタイミングを窺うかがってるんで、そろそろ呼んであげた方が良いんじゃないかなって──むぎゃ）」

「余計なことを言わないの……！」

　ナフラがヒールに踏んづけられる。

　宙から舞い降りてきた魔女が、焦った様子で着地した。

「わ、わふ（よ、よおヘカーテ、聞いてたのか）」

「ロウタくん、今ナフラが言っていたことは忘れてちょうだい」

「わふわふ（え、いや別に気にせんでも……）」

「あなたは何も聞かなかった。いいわね？」

「わ、わふ（あっ、はい）」

　圧がすごい。語尾を伸ばすのも忘れてるあたり、本気のようだ。怖いのでいじらないようにしよう。

「にゃ、にゃー（ご主人様は年長者ぶってますけど、かなりの寂さみしがり屋やなので、こういうときは呼んであげた方が喜びますよ──ぶぎゃ）」

　怖いもの知らずのナフラよ、安らかに眠れ。

「い、今どこから現れた……!?」

「そ、空から振ってきたよね……!?」

「ええと、そちらの方は？」

　唐突に現れた魔女に三姉妹は困惑するばかりだ。

「あら、ごめんなさい。ヘカーテ・ルルアルスと言うわぁ。以後よろしくねぇ」

　スカートと帽子をつまんで、芝居がかった様子でお辞儀するヘカーテに、三姉妹が飛び上がった。

「る、ルルアルス様!?」

「あの伝説の……!?」

　なんだ、ヘカーテってエルフの間じゃ有名人なのか？

「ルルアルス様と言えば、平均寿命三百歳と言われるエルフの中で、千歳を軽く超えているという、伝説の大長老！」

「私たちのお婆ちゃんが産まれる前からもう大長老！」

「ずーっと大長老のルルアルス様！」

　すごいすごいと騒いでいるが、それはヘカーテの逆げき鱗りんに触れるやつなのでは。

「……帰ろうかしらぁ？」

「わ、わっふわっふ！（待って待って！　帰らないで！）」

　年齢に触れるのはやめるんだ小娘ども。ヘカーテお婆ちゃんが怒って帰っちゃうから！

「し、失礼しました」

「ごめんなさーい」

「ごめんなさいです」

　大中小の三人が頭を下げる。

「それで、あのルルアルス様がなぜここへ……？」

「わふわふ（ヘカーテはここの近くの森に住んでるんだよ。でもって、当家の主治医だ）」

「同じエルフのよしみだしねぇ。少しだけ手伝ってあげるわぁ」

　ヘカーテなら、ドリ子様に事情を話して首輪のことを教えてもらえるかも知れないな。なんか王都でもギルドの創設者とかで地位のある人物らしいし。

「わんわん！（じゃあ、任せたぜヘカーテ！）」

　気をつけて行ってらっしゃい。

　ナフラと感覚がつながってるなら、ドリ子様の家も分かるだろうしな。

　一件落着ってことで、俺は帰ってお嬢様と寝てよーっと。

「待ちなさいな」

　あれー。歩いてるはずなのに前に進まないなー。足が空回りしてるのはなんでかなー。

「私は彼女と面識がないし、顔の知れたロウタくんがいた方が話が早いでしょう？」

　ですよねー。

　背中をつままれた猫みたいな状態で、俺はヘカーテの隣まで連れ戻される。

　ちくしょう、浮遊魔法は便利だなぁ。

「それじゃあ、早速行きましょうか。なるべく早く助けてあげたいでしょう？　理想は今晩中ねぇ」

「そんな無茶な。今晩中と言われても、王都へは馬車を乗り継いでも一ヶ月はかかりますが……」

　パパさんの豪華飛空客船でも一晩かかったもんなぁ。馬車だとそれくらいかかるか。

　だが、心配ご無用。この魔女様はどこでも魔法でひとっ飛びなのさ。

「お待ちを！」

　待ったをかけたのは、屋敷から出てきたゼノビアちゃんだ。

　話し声が聞こえていたのだろうか。

「ヘカーテ殿、ぜひ私もご同行させて頂きたい」

「あらぁ、何な故ぜかしら？」

「護衛です！　ご当主にもお許しを頂きました！」

「あら、護衛ならロウタくんがいるから大丈夫よぉ？　私にも心得があるし、必要は感じないわねぇ」

「それは……」

　ちらりとエルフ娘たちの方を見るゼノビアちゃん。

　身の上話を聞いてるとき、ゼノビアちゃんめっちゃ泣いてたもんな。情が移っちゃったのかも知れない。

　納得させられる答えを返せず、ゼノビアちゃんはもじもじしている。

　ヘカーテはじっとその様子を見つめ、ふっと表情を緩めた。

「なんてね。ゼノビアちゃんが来てくれると私も嬉うれしいわぁ」

「！　あ、ありがとうございます！」

　一回難色を示してみたのは、ゼノビアちゃんの本心を確認するためか。

　護衛というのは建前で、単に三姉妹の助けになってやりたかっただけだな。仮にも世話になってるファルクス家に盗みを働こうとした者を助けるとは言い出せないもんな。

　ゼノビアちゃん自身にも自覚させたかったのかね。

「わふー（損な性分だなあ）」

　こういうことするから、ヘカーテは怪しまれたり怖がられたりするんだよなぁ。

　だがヘカーテ、俺は分かってるぜ。お前が意地悪するときは相手のことを思って行動してるときだって。おめえはただの格好つけだってな！

「何か言いたいことでもあるのかしらぁ？」

「わ、わふっ（い、いえ、何でもないっす）」

　細めた目の奥が怖い。そんな笑顔で見つめてこないで。漏らしちゃうから。

「それじゃあ、行くわねぇ」

　ヘカーテが杖つえで地面を軽く突くと、白く輝く円が拡ひろがっていく。

　驚いた三姉妹が飛び退のこうとして、次の瞬間には、そこは夜の街中になっていた。

「!?　こ、ここは……!?」

「王都よぉ」

「お、王都ー!?」

「こんな一瞬で移動したんですか!?　まさか魔王大戦で遺失した空間魔法なのでは!?　すごい、この目で見られるなんて！」

　エルフ娘たちが目を丸くして驚いている。ついでに近くに座り込んでいた酔っ払いが、酒瓶を抱えてひっくり返っていた。

　この魔法ってそんなすごいものだったのか。俺たち普段からしょっちゅう利用してるんだが。

「人の少ない場所を選んだから、ここから少し歩くわね」

「どこへ向かうんですか？　まだ夜中だし、姉様のことを探すにも難しいと思いますけど」

「急がば回れって言うじゃない？　まずは食事からにしましょうか」

「「「食事？」」」

　そういや、俺も夜食食べ損ねてるじゃん。

　結構もう夜遅くなってると思うんだけど、開いている店があるのだろうか。

　ヘカーテは当てがあるのかどんどん先に進んで行ってしまう。

「お待ちくださいヘカーテ殿！　夜道は危険です！　先導は私が！」

　ゼノビアちゃんが追い抜こうとするが、その肩をヘカーテがガッとつかむ。

「大丈夫よぉ。ゼノビアちゃんは、後ろをお願いねぇ」

「は、で、ですが……」

「大、丈、夫。ね？」

　有無を言わせぬ迫力だ。ヘカーテはゼノビアちゃんのことをよく分かっている。

　この女剣士はどこまでも自信満々で、俺たちを間違った場所へ案内するだろう。

　筋金入りの方向音痴に先導などさせて良いはずがない。黙って最後尾をついてくるのだ。

　というわけで、ヘカーテの隣を俺が歩き、その後ろをおっかなびっくりな三人娘、最後にしゅーんとしているゼノビアちゃんという並びで夜の街を進むことになった。

「わふわふ（なぁ、ヘカーテ。首輪のことは本当に調べなくて良いのか？）」

　今晩中に片を付けるとか言ってたから、てっきりドリ子様の家へ突撃して、首輪の情報を聞き出すのかと思ってたんだが。

「大丈夫よぉ。向こうから来るから」

　向こうからって、なんでそんなことが分かるんだろう。

　ヘカーテの行動は時々よく分からんな。まぁ、悪い状況になったことがないから、今回も何か考えがあるんだろうけど。

「わんわん（ちなみにここってどの辺なんだ？　前に旅行で来たとこに比べるとあんまり綺麗じゃないな）」

「下街にほど近い中街よぉ。治安が悪いというほどじゃないけど、一人で出歩くのはおすすめ出来ない場所ねえ」
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　そんなところを女子供で出歩いて大丈夫なのだろうか。

「だから、ロウタくんがいるんじゃない。護衛よろしくねぇ。期待してるわぁ」

「わふわふっ（はっはっは、よせやい）」

　いや、マジで期待しないでね。当家の犬はペットであって番犬ではなくてよ。

　暴力装置の座はゼノビアちゃんに譲っているから、チンピラに絡まれたときは任せよう。ペットの俺は尻尾を巻いて後ろに隠れるぜ。

　そんなこんなで街灯が照らすだけの道を歩き続けて数分。

「わふわふ（なんか良い匂いがしてきたぞ）」

　暗かった街並みが進むほどに明るくなっていき、道行く人も増えていく。

　料理の香りを乗せた蒸気が夜気に溶け、喝采と共にアルコールのしぶきが飛ぶ。

「全部酒場か、これ？」

「色々かしらねぇ。夜に賑にぎわう場所もあるということよ」

　なんだか色っぽいお姉さんが道行く男に手招きしていたり、いかがわしいお店もありそうだ。

　そんなお姉さんたちよりエロスを振りまいている魔女が、俺の隣にいるわけですが。

「うお、すげえ美人が歩いてるぞ」

「連れてる魔物は何だあれ!?　首輪を付けているが、使い魔ってやつか……!?」

「魔術師に剣士、斥候が三人？　妙な組み合わせの冒険者だな。ボルドフの酒場へ向かってるみたいだし、近寄らない方が良い」

　案の定、俺たちの集団は目を惹ひくのか、ヒソヒソと噂うわさ話ばなしをされているようだ。

「ここよぉ。入りましょうか」

　とある酒場の前でヘカーテが足を止める。

「わふわふ（俺とか入っても良いのか？）」

　この身は動物なので、衛生面的に店の人に追い出されたりしないんだろうか。

　いや、俺は毎日風呂に入ってるから、そこらを歩いてるおっさんより遥はるかに綺麗ですけども。

「大丈夫よぉ、知り合いのお店だから」

　そう言うと、ヘカーテはスイングドアを開けてさっさと入ってしまう。

「わふわふ（どうする？）」

「ちゅー（魔女殿が大丈夫と言っとるんじゃから大丈夫じゃろ）」

「にゃーん（それよりナフラはお腹なかが空すきましたー）」

　実を言うと俺も腹が減っている。後ろで三人固まっているエルフ娘たちのせいで、夜食を食べられなかったからな。

　酒場から肉の焼ける香ばしい匂いがしてきて、さっきから口の中がよだれで一杯だ。

　よし、もう入ろう。驚かれたり怖がられたりしたらその時はその時だ。テーブルから肉の一つでもゲットして逃げてやろう。

「わふー……（どうもー……）」

　ずいぶんと繁盛している店のようだ。広いホールにいくつもの円テーブルが並び、みんな酒杯を片手に、楽しそうに騒いでいる。

　店員の数も多い。娘たちが慌ただしく客の間を通り抜けて、酒と料理を手際よく運んでいく。みんな笑顔で雰囲気の良い店だ。

「わふ（ヘカーテはどこに……と、いた）」

　俺たちがもたくさしている間に、カウンターのマッチョなおっさんと会話している。

　雰囲気からしてこの酒場の店長っぽいな。白髪を後ろに撫なでつけて、海賊のような眼帯をしている。当家のおっさんとは筋肉量が全然違う、厳いかつい初老のおっさんだ。

「まさか生きている間にまたあんたと会えるとは思わなかったよ」

「あなたがバーテンダーの見習いをしてた頃の話をするのも楽しそうだけど、今日は別用があるの。二階席を借りて良いかしらぁ？」

「やめてくれよ。ガキの頃の恥なんざ、掘り返されたくないね。予約客が一件入ってるが、隣の席で良けりゃ空いてるぜ」

「ありがとう。今度はエメラダを連れてくるから、三人で飲みましょう」

「……勘弁してくれ。店の酒をスッカラカンにされそうだ。……それで？　入り口にいるのは、ありゃ、あんたの連れか？」

　白髪のおっさんがヘカーテ越しに入ってきた俺を見てくる。

「ええ、お友達よ、とても大切な」

「あんたは変なやつばっかり連れてきやがるな……。病気とか蚤のみとか持ってないだろうな、あの……なんだ、オオカミ？　魔物？　みたいな？」

「わんわん（犬だよ、失礼な）」

　めちゃめちゃ綺き麗れいにしてるわ。主にお嬢様とメイドさんが。

「……まぁ、あんたの連れって言うなら文句はねえ。適当に持って行ってやるから、上がって待ってな」

　ぶっきらぼうに言って、眼帯のおっさんは厨ちゆう房ぼうにメニューを伝えに奥へ引っ込んでしまう。

　俺たちは言われたとおり、階段を上って二階のロフト席へ向かった。

　一階は混雑しているが、ここは俺たちだけのようだ。ＶＩＰ席みたいで気分が良いな。ふはは、見ろ。酔っ払いがゴミのようだ。

　優雅にくつろぐヘカーテ、その隣に俺、緊張した様子の三人娘が並び、ゼノビアちゃんが一周回った形でヘカーテの右隣に座る。

「わふわふ（ゼノビアちゃん、さっきからなんで俯うつむいてるのん？　道案内できなかったのがそんなに残念だったのん？）」

「うるさいっ、今声をかけるんじゃないっ……！」

　一階から見えないように、姿勢を低くするゼノビアちゃん。

　会いたくない知り合いでもいるのだろうか。武器を持った冒険者っぽい格好の客が多かったし、そうなのかも。

　そう言えば、前に王都へ来たときも、ギルド前で俺の背中に隠れてたな。……後ろめたいことでもやってるんじゃなかろうか。

「な、なんだその目は……。別にやましいところなどないぞっ。ちゃんと冒険者ギルドも正式に抜けたのだっ」

　その割にはめっちゃ顔隠そうとしてますけど。

　そっぽを向くゼノビアちゃんと、半はん眼がんでじとりと見つめる俺。

　ヘカーテはその様子を楽しそうに眺めている。

　そうこうしているうちに、料理が運ばれてきた。

「わふわふ！（うひょー！　美味うまそう！）」

　お屋敷で食べるような上品な盛り付けはないが、『食らえこの野郎』という雄々しいハイカロリーメニューが所狭しと並んでいる。

　まだジュウジュウと音を立てる小エビの唐揚げ。

　背脂の塩漬けが乗ったガーリックトースト。

　カリカリに焼いたベーコンを、葉野菜で巻いて食べる瑞みず々みずしいサラダ。

　串に刺された柔らかそうな鶏肉の照り焼き。

　見た目も音も匂いも、最高に美味そうだ。

　あまりに食欲を誘うので、盛大に腹の音が鳴った。

「わふっ!?（って、あれ、今のは俺じゃないぞ!?）」

「「「………………」」」

　エルフの三人娘が顔を赤くして俯いていた。

「それじゃあ、早速いただききましょうか。各々に神が居る人は勝手に祈ってね」

　ヘカーテには祈る神はいないのか、ベーコンサラダに早速手を付け始める。

「わふっわふっ！（俺も！　俺も！）」

「はい、どうぞぉ」

「わふー（いただきまーす！）」

　ヘカーテの巻いてくれたサラダにかぶりつく。

　葉野菜とベーコンのザクザクとした食感が堪たまらない。ベーコンの塩気と油を吸って、葉野菜の旨うま味みも倍増だ。

「わふわふー!!（超美味ーい!!）」

　特に手の込んでないお手軽酒場メニューなのに、この美味さは何なのか。

「ビールによく合うのよねぇ」

　おいおい、これからエルフ娘の姉ちゃんを助けようってときに、お酒飲んで良いと思ってるのか、まったくけしからん。俺にもください。

「げふー!!（ビールも爽やかで、うんまーい!!）」

　無む濾ろ過かなのか白く濁っているが、それがまろやかに口に残った油分を洗い流してくれる。こりゃヘカーテがおすすめするだけあるわー。良い店だわー。

「「「ごくり……」」」

　そんな俺たちの様子を見て限界が来たのか、三人娘は手を繫つないで手早く祈ると、猛獣のように食事に取りかかった。

　ろくに食べてこなかったのだろうか。欠食児童さながらの食いっぷりである。

「慌てて食べるな。喉を詰まらせるぞ」

　一番最初にお祈りを始めていたゼノビアちゃんが最後にお祈りを終え、胸を叩たたいて苦しむウルルに水を差しだしてやる。

　ゼノビアちゃんって脳筋のくせに、マナーはしっかりしてるんだよな。食事の仕方もお嬢様と同じように上品な食べ方だ。ナイフとフォークを使って少しずつ食べている。

「久しぶりだけど、味は変わってないわねえ。美お味いしいわぁ」

　背脂がトロトロに溶けたトーストを食べた後、ヘカーテは指についたパンくずをしゃぶったりしてマナーが悪い。マナーは悪いがめっちゃエロい。

「にゃふー！（鶏肉美味しいですー！　タレが甘辛くて身はしっとり柔らかですー！）」

「ちゅちゅー！（このエビも美味いのじゃ！　殻がサクサクいうのじゃ！）」

　レンたちにも好評のようだ。でも俺の背中に食べかすこぼさないでね。毛皮に入り込むと取れにくいんだから。

「美味しいよう美味しいよう」

「こんなまともな食事はいつぶりだろう」

「姉様たちはちゃんと食べてるでしょうか」

　三人娘は料理を搔き込んでは、喉を詰まらせてゼノビアちゃんに世話をされている。

「ゆっくり食べろ。誰も取りはしない。姉を助けたいのだろう。ならばまずはお前たちが元気でなければな」

　背中をさすってやりながら、ゼノビアちゃんは三人を諭す。

　ああ見えてゼノビアちゃんは面倒見が良いのだ。心優しいゴリラなのだ。

　ゴリビアとか呼んでることを知られたら、どんなことをしても討伐されそうなので、心の中にしまっておく。

「あ、あの！」

　一番背が低いメガネっ娘こ、えーと、エルルだったか。居たたまれなくなったという様子で声をかけてきた。

「どうして、そんなに良くしてくれるんですか!?　わたしたちは今日会っただけの他人で、しかも盗みまで働こうとしたのに！」

「わふっ（ふっ、誰かを助けるのに、理由がいるかい？）」

「にゃー（そんな口いっぱいにご飯を頰ほお張ばりながら言われても、全然キマってないですー）」

「ちゅー（しかもおぬし、一度他人任せにして帰ろうとしたじゃろうが）」

　ひどい、ちょっと格好つけてみたかっただけなのに。

　俺の言葉はなかったことにされ、三姉妹はゼノビアちゃんに向かって問うている。

「先ほどの伯爵も同じだ。私たちのことを許しただけでなく、姉様たちを探す手伝いまでしてくれると言う」

「そこまでして貰もらう理由が本当にないから、不安になるよー」

　村を襲われて、姉たちを連れ去られたエルフたちにとって、人間とはこのように優しい存在ではない。お屋敷の人たちの柔らかな態度が、ことさら不安にさせるのだろう。

　疑問を口にする三人を、ゼノビアちゃんはまっすぐ見据えて答えた。

「私もまた、あのお屋敷の方たちに救われた人間だからだ」

　ゼノビアちゃんって食しよつ客かくになる前は、冒険者やってたって言ってたな。

「冒険者という仕事に嫌気が差して、流れるようにしてやって来た私を、あの人たちは疑いもせず受け入れてくれた。誰のことも信用できなくなっていた私を、救ってくださったのだ」

　最初の頃、俺を敵視してたのも、お屋敷の人たちを守ろうとしてたからだもんな。ゼノビアちゃんがみんなを思う気持ちがとても強いのは俺も知ってる。

「そしてご当主もまた、救われた人間だと言っていた。人は繫がっていくものだと。助け、助けられ、ファルクスの家の者たちはそうやって繫がってきたのだと」

　そうか。お屋敷がとても居心地が良くて暖かいのは、みんなが思い合っているからなんだな。当たり前のように住んでいたから分からなかった。

「私がやろうとしていることは、ファルクスの方々がしてくださったことの真ま似ね事ごとだ。だから、私に恩など感じなくても良い。私がそうしたいから。お前たちを助けたい理由はそれだけだ」

　ゼノビアちゃんがまた格かつ好こいいこと言ってる……！

　やっぱり熱でもあるんじゃないだろうか。すごく心配なんだけど。

　ウホウホ言わないゼノビアちゃんなんて、ゼノビアちゃんじゃない。

「お、お姉様……」

「素敵です……」

「かっこいいよー」

　三人娘が頰を染めてゼノビアちゃんに見とれている。

　あれあれ？　俺もさっき同じようなことを言ったはずなんだけど、この扱いの差はなんだろう？

「行動の差、かしらねぇ」

　うわーん。ヘカーテがとどめ刺してくるー。

「まぁ、その、なんだ。たくさん食べろ。そうしたら次はお前たちの姉を助けに行こう。ヘカーテ殿は素晴らしい智ち慧え者しやだし、私も腕にはそれなりに覚えがある。……そこの犬もどきもあれで頼りになるやつだ」

　お、ゼノビアちゃんがちょっとデレてる。

　だがその情報は少し間違いだ。俺は役に立たんし、立つ気もない。

　癒やし系ペット枠が活躍しちゃったら駄目でしょ！
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　食事をすべて平らげて、食後のお茶を飲みつつまったりしていると、ヘカーテが階段に目を向けた。

「そろそろかしらねぇ……」

　ヘカーテのつぶやきが聞こえた直後、階段を登る軽い足音が聞こえてきた。

　新しい客が入ってきたようだ。二階へやって来た客は俺たちには目もくれず、さっさと自分の席へ向かっていく。

　さっき店長が言っていた予約客だろうか。

　このロフト席は基本的に予約席だけなのか、俺たち以外はこの客だけだ。

「……………」

　フードを目深に被かぶっているが、背はかなり低いし、すいぶんと細身だ。

　女の子だろうか。いやでも、こんな夜中にひとりで来るようなところじゃないと思うんだが。

「ふぅ……まだ来てないようですわね。向こうから呼びつけておいて、商人としての礼儀がなっていませんわ」

　席に腰掛け、フードをとる。

　見事な縦巻きの金髪がふわりとひろがった。

「わふん!?（って、ドリ子様じゃん!?）」

　あのお騒がせな魔物大好き娘、ドリ子様ことエリザベスお嬢様が、何な故ぜかそこに座っていた。

「時間通りねぇ」

　時間通りって、なんでヘカーテはドリ子様が来ることを知ってたんだ？

　いぶかしげな視線を向けても、ヘカーテはワインのグラスを揺らして微笑ほほえむばかりだ。

「ちゅー（ふーむ、やはり魔女殿は怪しいのう）」

「にゃーん（まぁ、ご主人様のそういう態度は見た目だけですから。格好つけなだけで、中身はたいした悪事なんて考えてないですよ──むぎゅ）」

　ナフラは余計なこと言わないと死ぬ病気にでもかかっているのだろうか。

「ぎにゃー（ご主人様ー、ご勘弁をー、ご勘弁をー）」

　テーブルの下で踏み転がされているナフラに南無南無と念を送る。

「ちょっと、そこの貴方あなたたち、静かにするのですわ。これから大事な会談が……」

　騒がしくしている俺たちを注意しようとしたドリ子様が、固まる。

「あ、貴方、まさかあの時の美しい犬!?」

「わふわふ（そうです、私が美しい犬です）」

　そんなこと言ってくれるのドリ子様だけだよ。そういうところ好きだよ。ペットになるのはごめんだけども。いつまでもフシアナアイなキミでいて。

「ど、どうしてここへ？　メアリも一緒ですの？」

　いないんだなこれが。まぁ、連れてきてたらめちゃくちゃ喜んだろうけど。

　予定だとこの後エルフのお姉さんを助けるらしいから、危ないところへ連れてくるのはちょっとな。

　というか、ドリ子様はこんなところへ一人で何をしにやって来たのだろう。このあたりも治安が良いとは言えないと思うんだけど。

　ドラゴンのクリスティーナを連れてきていれば、あれ以上の護衛はいないだろうけど、今日はいないみたいだな。

　連れてきていたなら、この酒場周辺が大騒ぎになっているはずだ。お金パワーで衛兵は黙らせられても、町人の騒ぎを抑えるのは無理だしな。

「貴方はメアリの主治医の方でしたわね。そちらの剣士の方もメアリを見送るときに見た覚えがありますわ。そこの三人は存じ上げませんわね……」

　さすがは大商人の娘といったところか、物もの怖おじせずに俺たちのテーブルへやって来て話しかけてくる。

「何故ここにいますの？　また旅行といった様子ではなさそうですわね」

「そうねぇ。説明したいのだけれど、あちらの方とのお話は良いのかしらぁ？」

　ヘカーテが指さした方向を振り返る。ちょうど男たちが階段を上ってくるところだった。

「っ！　話は後ですわ。まずはあちらと話をつけなければなりませんわ」

　ドリ子様は真剣な面持ちで、席に戻っていく。

　ヘカーテはその様子を見送りながら、人差し指を軽く振った。

　空中に文字を書き込むようなその動作に何の意味があるのか分からないが、ドリ子様が驚いた顔をする。

「わふわふ（ヘカーテ、なんかしたのか？）」

「ふふ、すぐ分かるわぁ」

　ヘカーテのそういう思わせぶりなところ、エロいと思うわ。

　そうしている間に男たちが階段を上がってくる。

　先頭を歩くのは、シルクハットをかぶり紳士服に身を包んだ小男だ。胡う散さん臭くさい笑みを貼り付けて、ドリ子様の座る席へ向かっていく。

「やあやあ、お待たせして申し訳ありません。お約束通り、ひとりで来て頂けたようですな」

　ん？　こいつ何言ってるんだ？　すぐ隣の席で俺たちがガン見してるのに。

「ちゅー（姿隠しの魔法じゃ。金髪の小娘が下がる前に、魔女殿がこのテーブルの周囲にかけておった）」

　さっき人差し指を動かしてたのは魔法を使ってたからか。

　ドリ子様が一瞬だけ驚いたのは、俺たちの姿が急に見えなくなって、すぐに状況を飲み込んだからだな。

　くっ、ドリ子様、確実に俺より賢い。高いところが好きな時点で俺の仲間だと思っていたのにっ。

　シルクハットの男の後ろには屈強な男が五人。揃そろいの長袖のコートを纏まとっているが、暑くないのだろうか。

　男たちは席には座らず、護衛対象を守るようにテーブルを半円に囲む。やはりこいつらも俺たちに気づいている様子はない。

「この男たちが姉様を……!?」

「しっ、待て。様子を見る」

　ゼノビアちゃんは魔法に気づいているのか、三人娘を制止してドリ子様の様子を窺うかがっている。

「前に会ったときより、羽振りが良さそうですわね」

「それはもう、お嬢様にご愛顧いただいたおかげです」

　うわあ、揉もみ手でがめっちゃ怪しい。ニヤニヤとした笑顔と相まって、胡う散さん臭くささ倍増だ。

　よくこいつから買おうと思えるな。絶対こいつ商人に向いてないぞ。

「何かお飲み物でも頼みましょうか？　それとも食事を楽しみながらなどいかがでしょう。場末の酒場ですが、味は悪くないそうですよ」

「結構ですわ。早く本題に入ってくださる？」

　素っ気なく断るドリ子様に、商人はパンと手の平を叩たたいて大仰に広げる。

「それでは早速。今回もお嬢様のために、たくさんの珍しい動物を仕入れることに成功いたしまして。ペットとして市場に卸す前に、ぜひお嬢様にお見せしたいとお呼びだてした次第でございます」

　珍しい動物っていうか、魔物だけどな。

　ドリ子様の家で飼われていた動物は、全部もれなく魔物だった。今は魔ま狼ろう族が守る森の住人として暮らしているが、本来人に飼われるような存在じゃない。

　ドリ子様は最後まで魔物たちを動物だと思い込んでいたみたいだけど、まだ懲りてないのだろうか。

　クリスティーナのような例外を除き、魔物が人になつくのは難しいと思うのだが。

　また首輪の力に頼ったところで、そのうち壊れて暴走することになるだけだぞ。

　両親が不仲で、独りぼっちだったドリ子様が寂しい思いをしてきたのは知ってる。

　ペットを買い集めていたのも寂しさを埋めるためだ。

　しかし、もうその必要はなくなったと思っていた。

　メアリお嬢様という親友ができて、ペットにした魔物たちが去った後もひとり残ったクリスティーナとの絆きずなが、ドリ子様を変えたと思っていた。

　ドリ子様の寂しさを癒やすには、お嬢様やクリスティーナじゃ足りなかったのだろうか。

　だとしたら、少し悲しいなぁ。

「よろしければ、この後すぐにでもご案内いたします」

「いいえ、必要ありませんわ」

　ドリ子様の答えは、俺の予想とは違っていた。

　ペットの話を断り、革袋を商人の前に放り投げる。

「前回購入したときの倍額ありますわ。これで動物たちを元の場所で解放することを依頼しますわ」

「解放、ですか？　……何かお心変わりするようなことでも、おありでしたかな？」

　商人は金の入った革袋ではなく、探るようにドリ子様を見つめる。

「わたくしのしていたことは、間違いだったと分かったからですわ。寂しいのなら逃げずにお父様お母様と向き合うべきだと、そう気づかされたからですわ」

　ちらりと、ドリ子様が見えないはずの俺の方を見る。

「それを教えてくれたのは大切な友人たちでしたわ。動物たちを閉じ込めてまで慰めの相手とすることに意味などないのですわ」

　ドリ子様はちゃんと成長していた。周りの迷惑も顧みず、好き放題に振る舞って高笑いしていた面影はどこにもない。

「おや、父君母君と向き合うというのであれば、私との関係もお話になるのですかな？」

　決別の意思を示すドリ子様に、商人はいやらしい笑みを浮かべる。

「私が堅気の商人でないことは薄々勘づいておられるのでは？　娘がいかがわしい商人と関係を持っていたと公になれば、お父君のお仕事に差し障りが出るのではないのですか？」

「……わたくしを脅すつもりですの？」

　不穏な空気になってきたな。ドリ子様は気丈に振る舞っているが、気け圧おされている様子がいなめない。

「いえいえ、脅すつもりなどありませんとも。お嬢様のお考えはよく分かりました。大変聡そう明めいなご判断だと思います。……ところで、以前お買い上げ頂いたペットたちはどういたしましたか？」

「それは……、……みんな逃げてしまいましたわ」

「ほう、逃げた！　そんなことが起きれば、街中が大変な騒ぎになると思うのですが。そのような話は聞きませんねえ」

　まぁ、みんなナフラに森へ転送して貰ったからな。ドリ子様から見たら一瞬で逃げ去ったように思えるだろうな。

「わたくしが噓うそを言っているとでも？」

「ふーむ、そうは見えないので困っているのですよ」

　商人はあごを指でさすりながら眉をひそめる。

「いえね、正直に告白させて頂きますと、あなた様が魔物に襲われて生きているとは思わなかったのですよ」

「えっ？」

　あの時俺たちがいなかったら魔物たちはドリ子様に襲いかかってただろうな。クリスティーナがとっさに守ったと言っても、いずれはまとめて殺されていただろう。

　だが、問題はそこじゃない。こいつの発言は最初から首輪が不良品だと知っていたことになる。いや、もしかしたら最初から壊れるように細工してあったのかも知れない。

「予定では狂わせた魔物に家人ごと皆殺しにさせるはずだったのですが、いったいどのような奇跡が起きたのか、皆さんご無事なご様子で」

　どんぴしゃで正解しちゃった。

「モーガン商事を衰退させる良い機会だと思ったのですがねえ。それどころかあのファルクス商会と取引までするようになってしまって、なかなか上手うまく行かないものです」

「あ、あなた、いったい何を言っていますの!?」

「ですから、失敗の尻拭いですよ。本日は人ひと気けのないところへ連れ出して殺すつもりだったのですが、この調子だと素直について来てはもらえないようですね」

　商人がシルクハットを被かぶって後ろに下がると、男たちがドリ子様の逃げ道を塞ぐ。

「少し目立ってしまいますが、ここで始末させて頂きましょう」

　その言葉を合図に、男の一人が腕を振り上げる。長袖のコートに仕込まれていたのは長いかぎ爪だ。

　鋭くきらめくその刃が、ドリ子様の顔を切り裂くべく振り下ろされる。

「わふー（はいだめー）」

　割り込んだ俺の背中に当たったかぎ爪は、いともたやすくへし折れた。

　こちとらゼノビアちゃんの剛剣を食らいまくってるんだ。今更そんなヘナチョコな攻撃怖かないぜ。

「……わふぅ（……ごめんウソ、ちょっとちびった）」

　痛くないって分かってても、怖いものは怖いんだよ。飛び出した勇気を評価して！

「なっ!?　この魔物、どこから!?」

「こんな魔物をお売りした覚えはありませんよ!?」

　俺も売られた覚えはないな。ちゃんと正規のペットショップで購入された、由緒正しいペットなので！

　かぎ爪を折られた男が信じられないといった顔をする。男たちからは突然俺が現れたように見えただろう。実は鼻息がかかるくらい近くにいたのだよ。

「くっ、まとめて殺しなさい！」

　商人が悲鳴じみた声を上げる。しかし男たちは、一人たりともその声に応えることはなかった。

「よくぞ止めた、ロウタ」

　ゼノビアちゃんの声が聞こえたと思ったら、護衛の男たちがバタバタと倒れ伏す。

　俺がドリ子様を守って注意を引き、その間にゼノビアちゃんが敵を倒す。見事なコンビネーションだろう？

　小声で『行け』って言うだけでこれをやらせるゼノビアちゃん、マジ怖い。ミスったらどうするんだ。俺を信頼するのはやめて下さい。

「ご当主から人死には避けるように言われている。貴様らのような外道でも、峰打ちにしておいてやった」

　峰打ちって言うか、素手でぶん殴っただけですよね。仮にも剣士なんだから、剣使おうよ。当家の暴力担当はゴリラより脳筋だぜ。

「貴様らは斬るにも値せん。一晩昏こん倒とうしていろ。薄汚れた血で名工の素晴らしい作品を錆さびさせたくはないからな」

　俺で試し切りするのは良いんですかね。お前は斬るに値するとか、そんな高評価いらないんですが。

「くっ、役に立たない連中だ……！」

　商人が後ずさるが、その背後に三人娘が立ち塞がる。

「逃がさないぞ！」

「姉様たちの居場所を教えて貰わないとねー」

「拷問？　拷問ですか？」

　首輪のことも知っていたし、こいつが関係者なのは間違いない。

　拷問はともかく、こいつら普通に殺人未遂だし、衛兵に突き出すのは確定だな。その前に色々話を聞きたいところだけど。

「で、ですわわわわわ……！」

　おっと、ドリ子様を忘れていた。いきなり斬りかかられてパニックになっている。

　特別サービスだ。俺をモフモフして心を落ち着けるが良い。

　商人が捕まるのは時間の問題だろう。ゼノビアちゃんが前を塞ぎ、背後を三人娘が塞ぐ。護衛は全員気絶していて味方はいない。ついでに犯行現場を見ていた証人もバッチリいる。

　完全に詰みだ。

　だというのに、商人は降参する気がないのか。憎々しげにこちらの様子を窺うかがっている。

「──おい、おめえら！　俺の酒場でなにガチャガチャやってやがる！　揉もめ事ごとならよそでやれ、よそで！」

　騒ぎを聞きつけた店長が、のっしのっしと階段を上がってくる。

　今取り込み中だから、上がってこない方が良いぞ。

「ちっ！」

　商人の舌打ちが聞こえたと思ったら、窓が割れる音が響き渡る。一瞬の隙を突いて、二階の窓が破られていた。

「わふっ!?（飛び降りた!?）」

　飛び降り自殺は下にいる人が巻き添えになるから悪手だぞ。ブラック企業勤めの頃に色々調べたから、俺は詳しいんだ。

　などと、ふざけたことを考えている場合ではない。急いで窓枠から下をのぞき込む。

「わふっ!?（うお、すげえ!?）」

　窓から飛び出した商人は、向かいの建物の壁を蹴って屋根へと駆け上がり、そのまま逃げ去っていく。

　太った小男の動きではない。

「わふ？（ニンジャか何かかな？）」

「あの身のこなし、ただの商人ではないな……！　だがその程度の脚力で、私から逃げられると思わぬことだ！」

　窓枠に足をかけて、ゼノビアちゃんが夜の街へと飛ひ翔しようする。

　ひとっ飛びで向かいの屋根に飛び乗ると、エセ商人を追いかけて行ってしまった。

「わんっ!?（えっ、これ、俺もついて行った方が良いの!?）」

　ゼノビアちゃんを一人で行かせるのは心配だ。方向音痴的な意味で。

「待って、ロウタくん」

　窓枠に前足をかけて迷う俺を、ヘカーテが止めてくる。

「わふ？（追いかけなくて良いのか？）」

「そちらは大丈夫。いま捕まえるより、このまま泳がせましょう」

　ヘカーテには何か考えがあるようだ。この騒ぎの中、ひとり優雅にワインを嗜たしなんでいる。

「ったく、問題は起こすなって言ったろうが」

　苦々しい顔で店長がやって来る。

「言ってないわよぅ」

「そうだったか？　まぁ、酒代に窓の弁償も上乗せで許してやるよ」

　口を尖とがらせるヘカーテに、店長は苦笑しながら片付けを始める。こちらの事情には興味がないようだ。

「ああ、嬢ちゃんたちはガラスに触るな。俺が片付ける」

　ガラスより気絶してる男たちをどうにかして欲しいんだけども。縛ったりしないで良いのだろうか。

　まぁ、馬鹿力のゼノビアちゃんにぶん殴られてるし、目を覚ますこともないか。

　こういう騒ぎは日常茶飯事なのか、一階の客も慌てた様子がない。静かだったのは少しの間だけで、喧けん噪そうがすぐに戻ってくる。

「そちらの方たちの支払いは、私に回してくださる？」

　落ち着きを取り戻したドリ子様が店長に告げる。

　肩をすくめるのを了承と受け取り、ドリ子様はヘカーテの座る向かいに腰掛けた。

「改めて名乗らせていただきますわ。わたくしはエリザベス・モーガン。先ほどは命を助けていただき、ありがとうございました。このお礼は必ずいたしますわ」

　かつての高慢ちきな態度が噓のように、深々と頭を下げるドリ子様。

「その上で、そちらの事情を聞かせて欲しいですわ。わたくしも無関係ではなさそうですの」

「ご馳ち走そうになっちゃったし、断れないわねぇ。じゃあ、歩きながらお話ししましょうか。ごちそうさま、ボルドフ」

「おう、ギルドから人を呼んどくからここはもう良いぞ。支払いも期待できそうだしな」

「わふー！（ドリ子様、ゴチになりやす！）」

　おごり飯、美お味いしいです。

　階段を降りていくヘカーテに、店長は投げやりに手を振り、俺たちも後に続く。

　会計を済ませ、外に出た頃には夜もすっかり深まって、少し肌寒いくらいだった。

「わふわふ（やっぱクリスティーナは来てないのか）」

　どこへ行くにもドラゴンで乗り付けていた非常識なお嬢様は、もういないらしい。

「おい、人間」

　背の高いエルフ娘オルルが、ドリ子様を呼び止める。

「なんですの？」

「この子が、クリスティーナはどうしたのって聞いてるよー」

「クリスティーナって誰でしょう？　お友達ですか？」

　味覚が死んでる地竜だよ。というか、通訳とか別に頼んでないっすよ。

「クリスティーナはお留守番ですわ。元々散歩が好きな子ではなかったですし、街の人に見せびらかすのはもうやめましたの」

　自分の過去の行いを恥じるように言って、ドリ子様がはたと気づく。

「!!　あ、貴方あなたたち！」

　ドリ子様はがばっとエルフ娘たちに詰め寄った。

「貴方たち、もしかして動物の言葉が分かりますの!?」

「いや、動物の言葉は分からないが、こいつは動物じゃなくて、高位の魔物だから──」

「わんわんっ！（シャラップ、エルフ娘！　シャラップ！）」

　ドリ子様経由でお嬢様に犬じゃないってバレたらどうするの!?　俺のペットライフを崩壊させようとするんじゃない！

「すごいのですわ！　わたくしにも分かるようにはなりませんの!?」

「え、ど、どうかなー？　エルフじゃない人はちょっと分からないかな……」

「そうですの……。残念ですわ。クリスティーナとお話しできたら、きっと楽しいと思いましたのに……」

　やめといた方が良いぞ。あいつ、ドリ子様に踏みつけられて気持ちいいとか、そういうことしか言ってないから。

「わふ……（まったく、ドラゴンには変態しかいないのか）」

「ちゅー（ぬし様だけは言うてはいかんと思うのじゃ）」

「にゃー（ロウタさんはもっと自分自身を見つめるべきですねー。種族とか）」

「わんっ（犬ですが？　モフモフな毛並みが愛らしいペットの犬ですが？　つぶらな瞳とか可愛かわいいだろう？）」

「ち、ちゅー（に、濁っておる。その目、濁っておるぞ）」

「にゃーん（全力で自分を騙だまそうとしてますねー）」

　毎度のやりとりをしながら、俺たちはヘカーテの先導に従って歩いて行く。

「それで、先ほどは聞きそびれましたけど、貴方たちが王都へまた来た理由は何ですの？　メアリやガンドルフ様がいないのは、この件とは関係ないからですの？」

「そうだったわねぇ」

　ヘカーテがかいつまんで事情を説明していく。

　エルフ娘たちが、奴隷として攫さらわれた姉たちを探していること。

　姉たちが捕まるときに兵が手にしていた首輪が、ドリ子様のペットに付けられていたものと同じものだということ。

　その共通点を頼りに、ドリ子様に話を聞きに王都へ来たこと。

　話を聞くまでもなく、諸悪の根源であろう商人が現れ、エルフの姉の場所を知っている可能性が高いこと。

　ドリ子様はヘカーテに質問を挟みつつ、おおよその事情を理解したようだ。

「でしたら、なおのことあの商人を捕らえるべきではありませんの？」

「逃げる前に座標アンカーを付けておいたから、いつでも追いつけるわぁ」

「はぁ、座標……」

　ヘカーテやナフラが使う空間魔法は、転移場所に座標を打ち込んでおかないと狙って跳べないらしい。

　ちなみに俺の体にも付いている。俺のプライベート返して。ご飯取らないで。

「でも、そろそろ良いかしらねぇ」

　ヘカーテが杖つえを振る。

　すると地面が白く輝き、ゼノビアちゃんが現れた。

「おのれ！　この私から逃げ切るとは！」

　ぶんぶんと左右をにらみつけ、ゼノビアちゃんが歯は嚙がみする。

　いや、それ絶対途中で道に迷っただけだろ。

　相手の姿が一瞬でも見えなくなったら即迷う。それがゼノビアクオリティ。

「はっ!?　ヘカーテ殿!?　いつの間に!?」

　呼び戻されたことにも気づいていなかったらしい。さすがは筋力に全振りした女。まるでブレる様子がないぜ。

　ていうか、対象の元へ跳ぶだけじゃなくて呼び戻すことも出来るのかよ。便利だな、空間魔法。

「エリザベスちゃんは、どうするぅ？　帰るならお家まで送っていってあげるけどぉ」

「いいえ、わたくしも行きますわ。首輪がどういったものか知らなかったとは言え、買い上げたわたくしにも責任はありますわ」

　何という凜り々りしいお答え。モーガン商事は安泰だな。あとはあの栄養以外最悪のペットメシさえなければ優良物件だ。メシがまずいという時点でマイナス一億点だけども。

「それじゃあ、合流できたことだしぃ、本命の場所へ向かいましょうか」

　再度、ヘカーテが空間魔法を発動し、俺たちは商人の逃げた場所へと向かった。
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「はぁ、はぁ……、撒まいたか……」

　恐ろしく足の速い追っ手だった。一流の間かん諜ちようである自分が追い詰められる寸前だった。

　なぜか途中でこちらを見失ったから良かったものの、あのまま追われていたらアジトまで逃げてくることは出来なかっただろう。

　シルクハットはとっくに脱げ、燕えん尾び服ふくはヨレヨレだ。薄くなった髪は、汗でベッタリと額に貼りついている。

　もはや豊かな商人の風貌はなく、どこにでもいる貧相な小男となっていた。表情までなくなった顔はあまりに無個性で、別の場所で会えば誰も商人だとは気づかないだろう。

「任務は失敗だ……」

　男が命からがらたどり着いた場所は、王都の港にほど近い大型倉庫だった。

「まさかあんな連中を味方に付けていたとは……。小娘と思って侮っていた……」

　暗殺は失敗だ。王家と関わりの深いファルクス辺境伯に打撃を与えるため、傘下に入ろうとしていたモーガン商事の勢力を落とすことが目的だったが、こうなってしまってはしばらく手を出すことは出来そうにない。

　逃亡を図り、次の機会まで潜伏するほかないだろう。

　倉庫の門を開け、中へと身を潜り込ませる。

　薄暗いそこにはたくさんの檻おりがあり、各地で捕らえた魔物たちが収まっていた。

　どの魔物も首輪を付けられ、意思のない瞳でうずくまっている。

「王家転覆の無数にある策の一つとは言え、証拠は残しておく訳にはいかない。暴走した魔物を街に放ち、騒ぎに乗じて船で逃げねば」

　任務は明らかに失敗だったが、損害の一つでも与えておかねば割に合わない。

　街中で魔物を放てば、相当な被害が出るだろう。

　中街の壁より内側には被害が出せずとも、王都の人口のほとんどは外壁周辺の下街に集まっている。

　完璧な防備を誇る王都でそれだけの事件が発生すれば、王家への信頼が揺らぐ一つの原因にはなり得る。

　首輪にひとたび命じれば、魔物たちは暴走し、檻を突き破って街へと飛び出していくだろう。窮余の一策としては充分だ。

「だが、その前に……」

　回収しておかなければならない荷物があった。

　檻の隙間を縫って、最奥へと男はたどり着く。

　檻にかぶせてあった布を剝ぎ取ると、そこには二人の女が横たわっていた。

「お前たちは稀き少しようだ。これから先いくらでも使い道がある」

　美しい銀髪のエルフ。辺境の森で暮らしていたエルフの村を襲って手に入れた、たった二名のエルフだ。

　売って逃亡資金にしても良いし、禁忌魔術や魔導兵器の触媒として使ってもいい。王家転覆の策にどのようにでも組み込める。ここで捨て置くには惜しい存在だった。

　それに、暗殺予定の令嬢を守った集団の中には、同じエルフが何人かいた。この娘たちの関係者なら、情報を聞き出される可能性もある。

　この場で処分するという選択肢を取れない以上、エルフたちは必ず連れ出さなくてはならなかった。

「起きろ」

「……っ」

　男が命令すると、二人はびくりと体を震わせ、のろのろと上体を起こした。

「私たちを……解放……しなさい……っ」

　疲れ果てているが、強い意志を持った瞳でエルフたちが睨にらみつけてくる。

「やはり知能の高い種族には、魔法の効きが悪いようだな……。上に術式の改善要求を出しておかねば」

　意識を封じることは出来ずとも、体は命令通りに動くのか、エルフたちは鍵を開けた檻の中から出てくる。

「急ぐぞ。ここを出たら魔物を暴走させる」

「そんなこと……許さない……っ」

「黙れ、ついてこい」

　喉を締め付けられるように苦しむエルフを引き連れて、男は倉庫の出口へ向かう。

　その出口が轟ごう音おんを立てて、大きく開け放たれた。
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「そこまでだ、悪漢！」

　転移するやいなや、商人の話し声を耳にしたゼノビアちゃんが倉庫へ突っ込んで行ってしまう。

　さすが脳筋。タイミングを見計らうとか、作戦を立てるとか、そもそも考えない。

「わふっ（って考えてる場合じゃない。魔物を暴走させるとか言ってたぞ。早く止めないと！）」

「ちゅー（別に暴れたら蹴散らしたら良いじゃろ。ぬし様なら簡単なのじゃ）」

　くそう、俺の周りには脳筋しかいないのか。ペットである俺は、平和的な解決を望むぞ。

　俺たちもゼノビアちゃんの後を追いかける。

「くっ、何な故ぜここに……!?　撒いたと思わせて、泳がされていたというのか……！　何者だ、貴様！」

「悪党に名乗る名はないが、あえて教えてやろう」

　ゼノビアちゃんは腰の剣をすらりと抜き放ち、商人に突きつける。

「ゼノビア・レオンハート！　それが貴様を討つ者の名だ！」

「なにぃっ!?　あ、あのゼノビア・レオンハートだとぅ!?」

　ＳＳ級ダブルエス冒険者！　千人斬り！　城塞砕き！　最多迷宮踏破者！　血染めの獅子心女王クリムゾン・レオンハート！

　商人の口から飛び出す、物騒な異名の数々。くそう、ゼノビアちゃんのくせに、厨ちゆう二に的でめっちゃ格かつ好こいいぞ。

「あのゼノビア・レオンハートが絡んでいたのか……！　ならば、ギルドもこのことを把握済み……。罠わなにかけて暗殺するはずが、私の方が罠にかかっていたわけだ……！」

　商人が恨めしげにドリ子様を睨みつける。

「ふ、ふふん。愚か者ですわね！」

　いや、勝ち誇ってるけど、ドリ子様、あなた何が起こってるか分かってないでしょ。

「たいした役者だ。この私がここまで見事に騙されるとは……」

　ゼノビアちゃんが名乗っただけなのに、相手が自分でドツボにハマっていく。

　厨二的ビッグネーム恐るべし。

「くそっ、もはやこれまでか……！」

　商人は懐からナイフを取り出すと、エルフのお姉ちゃんを引き寄せ、首に切っ先を押し当てる。

「そこをどけ！　近づけばこいつの首を搔き切って──」

「あら、いけない子ねぇ」

　ヘカーテが招くように杖を振るう。

　商人の足元が輝き、二人のエルフだけが一瞬にして俺たちの元へ転移させられた。

「「「姉様！」」」

　三人娘が姉たちを抱き留める。

「ウルル、エルル、オルル……」

「ああ、また会えるなんて……」

　衰弱しているようだが、怪け我がなどはないようだ。

　泣きじゃくる三人娘を弱々しくも抱きしめ返す。

「なっ!?　なにをした!?」

　人質を失い、前につんのめった商人が驚きよう愕がくの声を上げる。

「まさか、空間魔法!?　そんな大魔術を術式を練りもせずに発動したというのか!?　宮廷魔術師にすらそんな者はいないはずだ！　お前たちはいったい……!?」

　ヘカーテは質問に答えず微笑ほほえむばかりだ。

「ぐ、ぬう……」

　力の差を徹底的に見せつけた。自分が今度こそ追い詰められたことを自覚したのか、商人はナイフを取り落とし、がっくりと膝を突く。

「神妙にしろ。貴様らの悪行はすべてお上に吐いてもらう」

　ゼノビアちゃんが油断なく、商人へ近づいていく。

「……私にも意地がある。捕まることだけは避けねばならない……」

　肩を落としたまま、商人はブツブツと何かをつぶやいている。

　そしてふらりと体を起こした。

「まだ抵抗するか」

「抵抗などしない……。これは心中だ」

　商人の目に宿った暗い光に、ゼノビアちゃんが距離を詰めようとするが、それより早く商人は呪文のような言葉を発する。

　その瞬間、倉庫で大人しくしていた魔物たちの首輪の宝珠が砕けた。

「な、なにをした!?」

「私も死ぬが貴様らもただでは済ませない……。最低限の仕事だけは果たさせて貰もらうぞ！　数百の魔物の氾濫だ！　まとめて死ねい！」

　壊れたように笑い出した商人に呼応するように、檻の中の魔物たちが低くうなり体を起こす。

「ひ、ひっ!?」

　トラウマが呼び起こされたのか、ドリ子様が小さく悲鳴を上げる。

　こりゃいかん。ドリ子様の屋敷の再来だ。

　牙を剝むき出だしに、魔物たちが檻を突き破る。

　暴走した魔物は周囲にいる者すべてに襲いかかるだろう。

「はーっはっはぁ！　いかに貴様らとは言えこれだけの数をすぐには屠ほふれまい！　魔物をすべて倒すまでに、何人の民が犠牲になるかな!?」

　商人は己の破滅と引き換えに、一矢報いるつもりのようだ。

「き、貴様ぁっ!!　この外道が!!」

「いくらでも罵るがいい！　もはや私を殺しても無駄だ!!　この氾濫は誰にも止められない!!」

　勝ち誇る商人と、ギリギリと歯を食いしばるゼノビアちゃん。

「わふ……（えーと……）」

　ごめんね、二人とも。

　雰囲気出してるところ悪いんだけど。これ大丈夫だわ。

「にゃー（ここはロウタさんの出番じゃないですかねー）」

「ちゅー（あの男、阿あ呆ほうじゃのう。ぬし様がいる限り、その策は無意味じゃ）」

「わふ（やれやれ……）」

　俺は血走った眼の魔物たちを前に、大きく息を吸った。

　一斉に飛びかかってきた魔物たちに向かって、溜ためた空気を声として吐き出す。

「ガウロロロオオオオオオオオオオンッ!!（おっすっわっりぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!）」

　咆ほう哮こうが倉庫に響き渡り、魔物たちの怒号や商人の高笑いが搔かき消けされる。

　そして、壁の建材がパラパラと落ちる音が聞こえるほどの静寂が訪れたとき、その場には地面に這はいつくばった魔物たちがいた。

　全員、尻尾を丸めてうずくまり、ブルブルと震えながら服従の姿勢を取っている。

「わふっ（よし、上手うまく行った）」

　勇敢な魔ま狼ろう族たちでさえ一吠ほえで黙らせる咆哮だ。どの魔物も戦意を失いすっかり大人しくなった。

　俺の仕事はここまでだ。後はきっと任せて大丈夫だろう。

「な、何が、いったい何が起きた……？」

　商人が周囲で這いつくばる魔物たちを見回して呆ぼう然ぜんとしている。

「はぁっ！」

　そこへ懐へ潜り込んだゼノビアちゃんの拳が叩たたき込まれ、商人は宙を舞った。

「わふぅ（おお、見事なアッパーカット）」

　天井近くまで商人の体が飛んでいく。

　意識を彼方かなたに吹き飛ばされた商人が、地面にドサリと落ちてきた。

　白目を剝いて完全に気を失っている。今度こそこいつの企たくらみは潰せたようだ。

「わふっ（お前らはハウス！　あとで助けてやるから、大人しくするんだぞ）」

　俺の号令で、魔物たちが怯おびえながらも檻おりへと戻っていく。

「はっ、私たちはいったい何を……!?」

　なぜか魔物と一緒に土下座していたエルフ姉たちが正気に戻る。首輪の効果も完全に切れたのか、先ほどよりも元気そうだ。

　よしよしと頷うなずいていると、ゼノビアちゃんが俺に不審な視線を向けていた。

「ロウタ、やはり貴様は……」

「わふっ!?（はうあっ、しまった!?）」

　ゼノビアちゃんの前で力を使っちまった！

「…………。……いや、お前が怪しいなど最初から分かっているのだ。いまさら驚きはしない。今回はお前の手柄だ。それを軽んじるつもりもない。よくやったぞ。お前のおかげで、王都は守られた」

　ゼノビアちゃんが不器用に俺の頭を撫なでてくる。

「わ、わふふ!?（ぜ、ゼノビアちゃんが寛容を示すだと!?　そんな馬鹿な!?）」

　きしゃまーあやしいやつめーきるきるー。って言わないゼノビアちゃんなんてゼノビアちゃんじゃない。
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「貴様、また無礼なことを考えているだろう……！」

「わふるるる（い、いやいや、考えてないっすよ）」

「あくまでも見逃すのは今回だけだ。その力がお嬢様に向いたときは、覚悟しておけ」

「わんわんっ（するわけありませんがな）」

　俺のペットライフにはお嬢様がいないと何も始まらないのだ。これからも誠心誠意お仕えする所存ですよ。なお、働く気はない。

　ゼノビアちゃんはふっと笑って、俺の頭をもう一度撫でて、商人を捕らえに行ってしまった。

「あなた、本当にすごい犬でしたのね……」

　ドリ子様も最後までパニックにならずによくついて来れたな。メアリお嬢様とは違うタイプの大物になりそうだ。

　そして未いまだに俺を犬だと思い込んでいるフシアナアイが素晴らしいぞ。そのままのドリ子様でいて。

「あの子たちはどうなるのかしら。どこで捕まえられたのか記録が残っているとよいのですけれど。もし保護しなければいけないのであれば、私の屋敷で……」

　そこまで言って、ドリ子様は目を固く閉じて首を振った。

「……いえ、いけませんわね。望まない場所での暮らしを押しつけるのは、間違っているのですわ。それはわたくしが一度学んだことですもの」

　まぁ、あいつらも魔物だしな。今は俺の言うことを聞いて大人しくしてるけど、クリスティーナみたいな例外じゃなければ、人里で暮らすのは難しいだろう。

「今のわたくしに出来ることは、あの男の悪事を証言することですわね。落ち着いたら、わたくしの方から会いに行きますわ。メアリとはもう約束してありますの」

　おお、いつでも来ると良いぞ。歓迎するぜ。

　ドリ子様のところから逃げた魔物たちに、こっそり会わせてやるのも良いかもしれないな。

「あ、あの」

　ドリ子様と入れ替わるように、エルフ娘たちが五人勢せい揃ぞろいでやって来た。

「話は聞きました。あなたが私たちを助けてくれたと」

　いや、俺は大したことしてないけどな。最後にちょっと吠えただけで、実際働いたのはゼノビアちゃんとヘカーテだし。

「本当に、ありがとうございました」

　長女とおぼしきエルフが頭を下げると、続くようにエルフ娘たちが深く頭を下げる。

「わふわふっ（良いってことよ）」

　こうして丸く収まったことだしな。

「わふん（でも、お前らこれからどうするんだ？）」

　村はもうないらしいし、姉妹以外の村人はみんな散り散りになったって話だ。

「そうですね……、元の場所に村を再建しようにも、いつまたああいった者たちが襲ってくるか分かりませんし……」

「行く当てまったくなしだねー」

「姉様たちを助けることで手一杯でしたからねえ」

「盗賊生活を続けるしかないか……」

　いやいや、それは駄目だろ。人間がみんなお屋敷の人たちみたいに良い人ばかりだと思ったら大間違いだぞ。捕まったらそれこそ奴隷として売り飛ばされるかも知れない。

「あらぁ、だったら良い場所知ってるわよぉ」

　ヘカーテが三角帽子を指先でくるくる回しながら歩いてきた。

「誰も場所を知らなくて、自然が豊かで暮らしやすい場所なのよねぇ」

「そ、そんなところが……！」

「ルルアルス様！　ぜひ教えてください！」

「そうねぇ、じゃあ、森の王様にお願いしてみましょうか」

　ヘカーテがこっちを見てくる。

　俺かよ。俺は王様じゃないし、あの森はパパさんの領土なんだぜ。

　しかし、ヘカーテの言うとおり、魔狼族が守るあの森なら絶対安全だ。

　同じエルフのヘカーテも住んでるし、村を再建するには良い場所だろう。馬鹿みたいに広いし、何人来ても問題ない。

　何かあったときもすぐ助けにいけるしな。

「わふっ（俺は構わんぞ。捕まってた魔物たちも、行きたいなら連れて行くつもりだったし）」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

「王様すごい！」

「王様ありがとう！」

　エルフ娘たちが抱きついてくる。

　うへへ、くるしゅうない。くるしゅうないぞ。

「ちゅーちゅちゅー！（ええい、離れよメスども！　ぬし様はわしの夫じゃ！　愛妾めかけになりたければ列に並べい！）」

「ね、ネズミがしゃべっています……!?」

「ちゅー!!（ドラゴンなのじゃー!!）」

　俺の頭の上でぴょんぴょん跳ねるのやめてもらえませんかね。

「それじゃあ、みんなを転送しましょうか。ナフラ、手伝いなさいな」

「にゃーん（はいですー）」

　こうして、一晩の騒ぎは幕を閉じたのだった。

　あの商人が何を企んでいたのか知らないが、あとは偉い人の仕事だろう。ペットの俺には関わり合いのないことだ。

　倉庫から見える水平線に、太陽が顔を覗のぞかせていた。

　もう朝か。一晩中起きてたからいい加減眠い。今日は昼寝が気持ちよさそうだぜ。

　帰ってお嬢様にモフモフされながらたっぷり寝ようっと。
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　エルフたちが森に住み着いてしばらくが経たった。

　ヘカーテがパパさんに再建資金を融通してもらったりしたおかげで、村づくりは順調だそうだ。仲間も少しずつ呼び戻しているらしい。

　そのうちまた遊びに来てくれと誘われているので、土産を持って会いに行こう。

「わふー（いやー、あの背の高いエルフが末っ子だったのが一番の驚きだったな）」

　長女の名前がアルルで次女がイルルと聞かされて、まさか生まれの順で名前が決まっているのだろうかと思って聞いてみたら、エルフ基準じゃなくてもめっちゃ子供だった。

　他人に侮られないように、あんなしゃべり方をしていたらしい。ああいうのも合法ロリって言うのだろうか。

「わふわふ（さてさて、今日も元気で朝ご飯が楽しみですぞ）」

　おっさんのところへ朝食をもらいにてふてふ歩く。

「お、来たな」

　今日の朝ごはんは、野菜のテリーヌだ。

　テリーヌっていうのはあれだ。乱暴に言うと洋風煮に凝こごりだ。

　煮凝りとは作り方が全然違うし、本来は箱型陶器テリーヌに入れて具材を焼き上げたものを指すんだが、これは火はほとんど使わないで作るそうだ。

　長方形の箱型に茹ゆでてあったキャベツを敷き、その上にミニコーンやアスパラガス、ズッキーニといった野菜を一段積み、その上から鶏とりガラベースで出汁フオンを取ったゼラチン液を薄く流し込む。

　野菜・ゼラチン・野菜・ゼラチンの順番で、敷き詰めを何度も繰り返し、最後にまたキャベツで包み込むように蓋をする。

　そして冷暗所で冷やし、ゼラチンが固まったのを確認して、箱型から抜き出す。

　このままだと四角くて大きなロールキャベツにしか見えないが、これを切り分けると、具材の野菜が色とりどりの模様となって現れ、見た目にも美しいテリーヌが完成するのだ。

　って、ジェイムズのおっさんが、俺が食ってる横で解説してた。

「ガフガフッ（野菜うめえ！　野菜うめえ！　そして甘え！）」

「シャクシャク（ふむ、しっかりと火は通っているのに、シャキシャキとした食感は微み塵じんも崩れておらぬ。人族の料理、侮りがたしなのじゃ）」

　レンと一緒に皿の料理に舌鼓を打つ。

　野菜の隙間を埋めるゼリーも、尋常じゃない旨うま味みが凝縮されている。

　野菜だけだと物足りなく感じるところを、濃厚な出だ汁しが舌の上で溶け出して、まるでこってりと煮込んだスープを飲んでいるような味わいだ。

「ガッフガッフ（これには野菜が苦手な俺も大喜びですよ）」

　前世じゃ偏食の極みだったが、今は何だって食える。おっさんの料理だったら何が素材でも全部平らげちゃうぜ。

「…………」

　ガツガツと飯をむさぼる俺たちを、おっさんは見下ろして──ネズミ形態のレンは見つかると大変なことになるので俺の毛皮に隠れているが──うむと頷うなずいた。

「食ったな？」

「わんわん！（おう、めっちゃ美味うまかったぜ、おっさん！）」

　尻尾をブンブンと振って、おっさんにごちそうさまを言う。

「よーしよし、この野菜の尊さが分かったところで質問だ」

　おっさんの細身だがたくましい腕が伸びてきて、俺の頭をがっとわしづかみにした。

「ロウタ。俺の目を見て、しっかり答えるんだ」

「わふっ!?（ふぁ!?　なんで怒ってるの!?）」

　相変わらず、有無を言わせぬ迫力だ。

　俺も成長して顔の凶悪さに磨きがかかってるんだが、おっさんに怯ひるむところはまったくない。

　少しばかり図ずう体たいがデカくなったところで、怒ってるおっさんには勝てる気がまるでしないぜ。

　料理人、超怖ええ……。

「わ、わふっわふっ！（な、ななな、なんですか。戸棚荒らしの件ですかっ。それとも貯蔵庫からまだ熟成中の肉をひとかたまり持っていったこと!?　あれはワイが獲とったもんでもあるから正当な取り分のはずやで！　あと、生ナマのまんまだからワイは喰くってないんやで！　エルフの村の護衛とか連れてきた魔物の世話とかで、いつも頑張ってくれてるお礼にガロたちに上げたんやで！　骨まで残さず喰いきっとったで！　せやから怒るのはあいつらにして！　なんならナフラとレンも付けるから！）」

「ちゅー（おぬし、本当に最低じゃな……）」

　背中からレンの呆あきれた声が聞こえるが無視する。

　こっちは必死なのだ。

　おっさんの圧力を浴びたことがないから、レンはそんなことが言えるのだ。

　まさにまな板の上の鯉こい。俺に人間並みの汗腺があったら、全身から冷や汗を流してるところだ。

　おっさん、最近は俺を見ながら、

『お前もずいぶん育ったなぁ。食いでがありそうだなぁ……』

　とかつぶやいてるんだぜ!?

　あれは完全に食材を見る目だった！

　ああ、お嬢様。ある日俺が突然消えて、夕食に食べたことのない肉料理が出されたら、それはきっと俺です。大事に食べてね。

　いやまぁ、流石さすがのおっさんもそんなことしないだろうけど。

　……しないよね？　当家の愛されペットである俺を料理するなんてことないよね？

　慈悲を乞う目をおっさんに向ける。

「お前、畑のことは何も知らないな？」

　しかし、答えはまったく予想外のものだった。

　おっさんは俺に顔を寄せて、意味不明の質問をしてくる。

「わふ？（はい？　畑？）」

　畑ってなんの話だ。それは本当に何も知らんぞ。

　俺の盗み食いテリトリーは、調理場と貯蔵庫くらいのもんだからな。

　そもそも畑がどこにあるかも知らない。

「その態度で分かった。やっぱり犯人はお前じゃねえ」

「わふわふ？（どうしたん、おっさん？　畑って何があったん？）」

　腕を組んで考え込むおっさんの前で、俺はお座りをしながら首をかしげる。

「よし、もしかしたらお前の鼻が役に立つかもしれん。ちょっとついて来い」

「くーん？（なんぞなんぞ？）」

　歩き出したおっさんの後を、俺はよく分からないままついていく。

　今は特に何の予定もないしな。

　あるとすればメシ後の朝寝ぐらいのもんだが、おっさんの威圧で目が覚めてしまった。

　お嬢様は午前のお勉強中だから、遊び相手もいない。

　家庭教師が厳しい人らしく、勉強中の俺との接触を禁止しているため、会えるのは勉強が終わった休憩時間からだろう。

　まだそれまで三時間はある。

　いつもなら朝寝としゃれこみ、ゼノビアちゃんがこっそり撫なでに来るのを楽しむところなんだが（低確率で試し切りの相手にされる）、今日はおっさんに連れ回されることになりそうだ。

　近頃はいつも夜中に屋敷を抜け出しているから、昼間は眠くてしょうがないんだよなぁ。

「ちゅー（おぬしはいつだって寝とるだけじゃろうが。この穀ごく潰つぶしめ）」

「わふっ（おまえもな。穀潰し二号）」

　ちなみに穀潰し三号はゼノビアちゃんだ。

　いつも屋敷を見回って警護をしているつもりだろうが、残念、当家に危害を加えるような者はいません。

　強いて言えば、犬のふりをしている魔ま狼ろう王とネズミのふりをしているドラゴンがいるくらいかな。

「ちゅー（ふむふむ、我らは穀潰し、つまり似たもの夫婦というわけじゃな）」

「わん（違います）」

　速攻で否定する。

　しかもそれだとゼノビアちゃんとも夫婦になるぞ。

　嫁よめビアちゃんか……アリやな。

「ちゅー（くっ、相も変わらずツレないぬし様じゃ……。まぁ、そこがまた良いんじゃが）」

　隙あらば言げん質ちを取ろうとしてくるのやめて。ほんとやめて。

　生返事で肯定でもした日には、即合体を要求されそうだ。

「ほら、行くぞ」

　おっさんが裏門を開けてくれたので、そこを通って道沿いに進む。

　二股になっている分かれ道を右に曲がり、少し坂になっている道を歩き続けると、数分で開けた場所へとたどり着いた。

「わんっ（おお、畑だ……！）」

　思っていたよりも広い。

　丁寧に盛られた畝うねごとに、違う野菜が植えられており、数も種類も豊富にある。

　屋敷の人間の食事に使うなら充分以上だろう。

　さっきのテリーヌの新鮮な野菜も、ここで作られたものだったのか。

　おっさんはこれを一人で管理してるのだろうか。すごいなぁ。

「へっ。どうでえ。なかなかのもんだろ？」

「わんわん！（めっちゃすげえ！　おっさんすげえ！）」

　尻尾をブンブン振って、俺はおっさんを褒ほめ称たたえた。

「ヒヒーン（おや、オオカミさんじゃないか。ここへ来るなんて珍しいねえ）」

「わふ？（え？　誰だ？）」

　馬のいななき声と、それに伴う言葉が聞こえて、俺はそちらの方を振り向いた。

　木造の平屋が畑のすぐそばに立っている。

　部屋が均等に区分けされ、そこから二頭の馬が顔を出している。

　これは馬が暮らす厩きゆう舎しやか。さすがファルクス家の厩舎、馬の家ですら立派だ。

　しかし、この馬たちはなぜ俺のことを知っているのだろう。

「ヒヒン（おやおや、いつも後ろに乗せてあげているのに私たちが誰か分からないかい？）」

「わふー？（んー？　……ああ！　分かった！）」

　そこにいたのは、いつも湖まで向かう馬車を引いてくれている馬たちだった。

　湖に着いても大人しく待機しているから、話せると思ってなかった。俺の体は普通の動物の言葉も理解できるんだな。

「わふわふ（いつでも話しかけてくれれば良かったのに）」

「ブルル（仕事中は話さないようにしているからねえ）」

　おお、さすがファルクス家の馬、プロ意識が高い。

　彼らの住む厩舎はかなり広めで、仕切りで分けられた部屋はいくつもあったが、今いるのはこの二頭だけだ。

「ブルル（話をするのはこれが初めてだねえ。名乗っておこう。私はイルーシブ。こっちは家内のグレースだ）」

「ヒヒン（こんにちは、大きなオオカミさん）」

　隣にいた馬が、小さくいなないた。

　ふたりは夫婦だったのか。

　茶色い方がイルーシブ。灰色がかっているのがグレースだな。

　おっけ、覚えた。

「わんわん（俺はロウタ。こっちの小さいのはレン。よろしくな。あとオオカミじゃなくて犬だから。そこのところよろしく）」

　美しい毛並みの馬たちの前に座って、俺は自己紹介する。

「わん（いつも馬車を引いてくれてありがとな！　……俺が重たいせいで大変かもしれないけども）」

「ブルル（ははは、確かにお前さんは重たくなったねえ）」

「ヒヒン（私たちももうずいぶん年老いたから、最近は少ししんどいかもしれないねえ）」

「ブルル（なにを言うんだ婆さん。私はまだまだ現役だとも）」

「ヒヒン（おじいさんったら、私たちはもう二〇歳を過ぎた年寄りですよ。お役御免となる日も近いかもしれませんねえ）」

　馬って二〇歳でご老体なのか。大きい体の割には長生きしないんだな。

　そう言えば、俺はどれくらい生きられるのかね。

　魔狼の寿命ってどんなもんなんだろ。今度ガロに聞いてみよう。

「ちゅー（馬というのはずいぶん寿命が短いんじゃのう。わしの五十分の一も生きとらぬのか）」

　俺の頭にちょこんと乗ったレンが、小さな前足を組んで、イルーシブ夫妻を哀れんでいる。

「わん（さすが、大おお年どし増まは格が違った）」

「ちゅー！（だだ、誰が大年増じゃ！　まだまだ若いのじゃ！　うら若き乙女なのじゃ！）」

「わふ（ははは、ぬかしおる。千年喪女が）」

「ちゅー！（やかましいのじゃ！　その名で呼ぶでない！）」

「ぎゃん！（いてえっ！　嚙かむなよ！）」

「ちゅーちゅー！（おぬしが渋らずに、すぐさま娶めとれば解決する話じゃろうが！　娶れ！　そして孕はらませい！）」

「わんわん！（いやだっつーの！　生後三ヶ月の子犬に何言ってんだお前は！）」

「ちゅー！（愛があれば年の差など関係ないのじゃ！）」

「わんわん！（種族の差があるでしょー!!）」

「ちゅー！（だからおぬし好みの人族に化けてやったではないか！）」

「わんわん！（若ペドすぎるわ！　そしてどっちにしろ種族がちげえ！）」

　恋愛や結婚に労力を割くくらいなら、みんなにちやほやされるための可愛かわいいポーズでも考えるわい。

「おーい！　ロウター！　こっちだぞー！」

　いかんいかん、話に夢中になりすぎた。

　いつの間にかおっさんが遠いところにいる。

「わふっ（じゃあな、お二人さん。また遊びに来るわ！　長生きしろよ！）」

　にこやかに見送ってくれるイルーシブとグレースに別れを告げ、俺はおっさんのところへ急いだ。
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「くーん……（こりゃひでえ……）」

　一列の畝が、まるまる荒らされていた。

　盛られていた土は崩れ、野菜が植えられていたであろう場所には、空虚な穴ぼこが点々と続いている。

「ここにはな。俺が丹精込めて育てていたニンジンが植えられていたんだ……」

　ニンジンか。

　偏食生活をしていた生前は、あんまり野菜って好きじゃなかったんだが、おっさんが作る料理のおかげで、今は野菜大好きだ。

　もう、もりもり食える。

　煮込んだニンジンなんて溶けそうなほど柔らかくて、砂糖で出来てるんじゃないかってくらい味が濃くて甘いんだ。

「疑って悪かったな。お前じゃねえとは分かってたんだが、確信が欲しかった」

「わふっ（ええんやで。自分の畑がこんなことになったら、怒って当然だわ）」

　毎日の水やり。葉についた虫取り。雑草抜きに、肥料やり。

　病気にかかったニンジンや小さいものを間引いたりもしなければならない。

　農作業は大変な仕事だ。

　それくらいは素人の俺にだって分かる。

　コックをやりながら、畑仕事までこなしてるおっさんには尊敬の念しかない。

　盗みと言えば、盗賊エルフたちを思い出すが、あいつらはもうそんなことやってないしな。悪党からしか盗まないというルールも課してたみたいだし。

　それに今は森で再建中の村で平和に暮らしているはずだ。当面の食料もパパさんの援助金でまかなえているはず。盗みを働く理由がない。

「で、だ」

「わふっ？（はい？）」

　おっさんがニヤリとした。

「このニンジンを盗んだやつを俺は知りたい。もちろんお前の飯にも関わってくることだ。協力してくれるな？」

「わふっ？（えっ？）」

「協力、して、くれる、よな？」

　一言発するごとに顔が近づいてくる。

　笑顔が近い。そして怖い。

「わ、わふっ！（ま、任せとけい！）」

　とっさにそう答えることしか、俺にはできなかった。

　おかしいぞ！

　食っちゃ寝するだけの駄犬ライフに戻ったはずなのに！

　また多忙に侵食される予感がする！




　　　†　　　†　　　†




「それじゃあ、任せたぞー」

　と言い置いて、ジェイムズのおっさんは帰ってしまった。

　残されたのは無残に荒らされた畑と、犬（偽）とネズミ（偽）。

　働きたくはないが、実際おっさんの野菜がなくなるのは困る。

　野菜の魅力を知ってしまった今、野菜なしの食生活など考えられない。

　ほどほどに頑張って野菜泥棒を捕まえようではないか。

「ちゅー（しかし、ぬし様よ。犯人を探すと言ってもどうする気じゃ）」

「わん（そりゃおめー。調査といったら聞き込みよ）」

　事件を解決するのは、探偵の推理ではなく地道な聞き込みだ。

　相棒系刑事ドラマでもやっていた。間違いない。

　ちなみに誰に聞き込みをかけるかは、もう決めている。

　すぐ近くに目撃者がいるじゃないか。

「わんわん（おーい！　ご夫妻！）」

「ヒヒーン（おや、ロウタじゃないか。もう戻ってきたのかい？）」

　俺は厩舎へと駆け戻り、イルーシブ夫妻に事のいきさつを説明した。

　ニンジン畑が荒らされていたこと、そしてその調査をおっさんに任されたことだ。

「ブルル（ふむ、畑が荒らされているのは知っているよ。今朝ジェイムズさんが大声で叫んでいたからね）」

　な、なんじゃこりゃああああ!?　と叫ぶおっさんの姿が容易に想像できた。

「ちゅー（それはいつ頃のことじゃ？）」

「ヒヒン（明け方のことですねえ。私たちもその大声で目が覚めましたから。少なくとも私たちが夜に寝入るまでは、ここには誰もきていなかったと思いますねえ）」

　だとすると、犯行が行われたのは夜か。

「ちゅー（ないとは思うが、おぬしら夫婦がやったわけではないな？）」

「ヒヒン（まさか。私たちがそんなことする訳がありません。ご飯はしっかり頂いていますしねえ）」

「ブルル（ニンジンは確かに私たちも食べているが、それは間引きした瘦せたものだけだよ。いや、それでも充分に美味うまいんだが）」

「ヒヒン（ファルクス家の由緒正しい馬が、わざわざ盗み食いなんてしませんよ。お行儀の悪い）」

　ＯＫ。やめよう。その言葉は俺に刺さる。

　すみません。ファルクス家の由緒正しいペットが、盗み食いしまくってて、すみません。

　だって腹減ってしょうがないんだもん。

　育ち盛りのこの体には、一日三食プラスおやつ程度では足りないのだ。

　ナフラたちは横から食いまくってくるしさー。

　レンはまだ可愛いものだが、ナフラはあの小さい体のどこに入っているのだろうと思うほどよく食べる。

　全くもって謎だ。元死体のホムンクルスという謎設定を持っているだけはある。

「ちゅー（うむ。念のためとは言え、疑うようなことを言ってすまなかったのじゃ）」

　身の潔白を話すご夫妻に、レンは丁寧に詫わびた。

　レンって傲ごう然ぜんとはしてるけど、傲ごう慢まんではないんだよな。

　過ちは認めるし、誰が相手であっても基本的に優しい。

　これでひきこ喪女ペドラゴンでさえなければ、嫁の貰もらい手てもあっただろうに。

　その変態性が良いところをすべて潰している。可哀かわい想そうに。

「わふっ（聞き込みは失敗か。じゃあ、次は現場に戻って検証だな）」

　このスーパーウルフボディが活躍するときが来たぜ。
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　くんかくんか。

　あ、くんかくんか。

　くずれた畝に、鼻先を寄せて匂いを探る。

「ちゅー（どうじゃ？　なにか分かったか？）」

　レンが頭の上から俺の顔をのぞき込んで聞いてくる。

「わふっ（おう、分かった！）」

「ちゅー！（さすがぬし様じゃ！　して、何が分かった？）」

「わふっ（何も分からないということが分かった！）」

「ちゅー（……嚙むのじゃ？）」

「わ、わんわん（ちょ、待て待て！　冗談だよ！　つーか、匂いなんか辿たどらなくても、ほれ）」

　注意深く畝の周りを見ると、足跡が点々としている。

　Ｕの字に刻まれた足跡、これは蹄ひづめの跡だ。

　だが、明らかにイルーシブ夫妻のものより大きい。

「ちゅー（野生の馬が入りこんだのじゃろうか？）」

「わん（多分そうだと思うな）」

　ガロたちが狩るのは、森を荒らしたりする魔物だけだし、野生の馬が森のなかに棲すんでいても不思議はないかもしれない。

「わん（とにかく足跡を辿ってみよう）」

　足跡の主は、ニンジン畑を食い荒らしたあと、道は使わずに直接森へ向かっている。

　しかし、足跡から察するに、図ずう体たいはかなり大きいはずなんだが、その割には蹄の跡が妙に浅いんだよな。

　これだけ大きい馬なら、もっと深く足跡が付きそうなもんだが……。

　俺は足跡を追って、森の中へ踏み入った。

　深い森の中は太陽が昇った状態でも、やはり薄暗い。

　足跡は奥へと続き、俺はそれに沿って進み続ける。

「わふ（ふむ……）」

　森の中の少し開けた空間で、俺は足を止めた。

　暗い森の中で、ここにだけ光が差し込んでいる。

「ちゅー（どうしたのじゃ、ぬし様よ。なぜ止まる？）」

「わん（足跡が途絶えた）」

「ちゅー（途絶えた？）」

「わん（ああ、影も形もない）」

　そう、忽こつ然ぜんと足跡が消えている。

　匂いも同様だ。

　ここから、存在が消失したように犯人の痕跡は消えていた。

「わん（なんかこうゾワっとするな）」

　名探偵になったつもりが、気がついたらホラー映画の住人になっていたような、そんな言いしれない恐怖が、毛並みをざわつかせる。

　オバケだ。これはオバケの気配がする。

　このファンタジー世界だと、そういうのが普通にいそうなのがさらに怖い。

「わふっ（レンよ）」

「ちゅー（なんじゃ）」

「わふっ（帰る）」

「ちゅー（何な故ぜに？）」

「わふっ（ふっ、分からないのか？　怖いからに決まっているだろう）」

　俺こういうの駄目なんだ。

　グロも耐性ないけど、見えない系の雰囲気ホラーも嫌いなんだ。

「ちゅー（自信満々に言うことか。……はぁ、情けないのう。魔ま狼ろう王ともあろうものが、正体が分からぬというだけで、尻尾を巻いて逃げるなど。それでもおぬしはわしを負かした益荒男ますらおか）」

「わん（あ、じゃあ、レンさんはここに残っててよ。犯人がまた来るかもしれないから）」

「ちゅー!?（な、なに!?）」

「わん（怖くないなら大丈夫だろ？　情けない子犬の俺は帰る。帰って寝る）」

「ちゅ、ちゅー！（か、か弱い乙女をここにひとり残していく気か！　許さんぞ！　一人ぼっちは流石のわしもちょっと怖いのじゃ！）」

「わんわん！（か弱いドラゴンなんていねーよ!!　あとお前は乙女じゃなくて、喪女！　千年級の熟成された喪女なの！）」

「ちゅーちゅー！（うるさいのじゃ！　その喪女っていうのやめい！　凄すさまじく不愉快な響きなのじゃ！）」

　ギャンギャンとやり合いながら俺たちは逃げ帰るように帰宅し、夜にもう一度ナフラを交えて犯人探しをするという結論に落ち着いた。

　べ、別に夜中のホラーが怖くて頭数増やしたわけじゃないんだからね！
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「にゃー（お化け？）」

「わん（おう）」

「ちゅー（そうじゃ）」

　深夜、合流したナフラに畑のことを説明する。

　荒らされたニンジン畑。そこに残った蹄の跡。

　そして、森に続く足跡が突如として消えてしまったこと。

　俺たちが感じた恐怖を交えながら語って聞かせると、ナフラはクスクスと笑い出した。

「にゃー（やだー。ロウタさんったらお化けなんて信じてるんですかー？　そんなものいるわけないじゃないですか。プスー）」

「わん（むかっ）」

「ちゅー（むかっ）」

　口に前足を当てて三日月笑いをするナフラの顔が、非常に腹立たしい。

「わん（お前だってお化けみたいなもんじゃないか。元死体だし）」

「ちゅー（なんじゃそれは、初耳じゃぞ）」

「にゃふにゃー（猫の死体を器に錬成されたホムンクルスですってば。ナフラは碩せき学がくの粋すいを集めてご主人様が造った高性能な使い魔ですよ。お化けなんて非科学的な存在と一緒にしないでくださいませ）」

「ち、ちゅー（す、すごいのじゃ！）」

　えっへんと胸を張るナフラを、レンがぴょんぴょんと飛び跳ねながら褒めたたえる。

　今まで散々魔法使うところとか見てきたと思うんだけど、レンはナフラのことを何だと思ってたんだろう。ただの大食らいで大酒飲みの駄猫かな。確かに間違ってない。

「わん（とにかく、今晩は畑の見張りだ。行くぞ）」

　畑へ向かって、俺はてってこ歩く。

　レンとナフラは俺の背中でリラックスモードだ。

「わん（おい、お前ら、自分で歩けよ）」

「にゃーん（いやー、ロウタさんの背中は、座り心地最高ですねえ）」

「ちゅー（大した重さでもないのに、文句を言うでないわ。美女二人を乗せて何が不満じゃ）」

　ケモノなとこだよ。

　もっかい言うけど、ケモノなとこだよ。

　美女かどうかの前に、オスメスの区別がまずつかんわ。

　あとナフラ、また風呂に入ってないだろ。微妙に獣臭いぞ。

　お嬢様のベッドに戻ったときに、臭いとか思われたらどうしてくれる。

　いつものようにキャンキャンとやり合いながら、俺たちは畑までやってきた。

　すでにイルーシブ夫妻はご就寝のようだ。
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　鉱石灯に淡く照らされた厩きゆう舎しやは静かなものだった。

　邪魔しないよう、静かに厩舎を通り過ぎて、畑の近くの草むらに身を潜める。

「わん（では、ナフラくん）」

「にゃー（はい？）」

「わん（見張りは任せた。俺は寝る）」

「ちゅー（ならばわしもそうしよう。何か見えたら知らせるのじゃぞ）」

「に、にゃにゃー!?（え、ええー!?　ずるいですよー！）」

　お前、昼間は俺以上に食っちゃ寝状態じゃねえか。

　こっちはお嬢様のお相手をしたり、おっさんの雑用を手伝ったり、ツインテールのメイドのトアちゃんの洗濯物干しを手伝ったりで忙しいんだよ。

　慢性的な睡眠不足はこういうところで解消しておかねば。

「にゃー（ううっ、みんな使い魔使いが荒いんですから……）」

　使い魔使いってなんだ。新しいな。

「にゃー！（あっ。ロウタさんロウタさんっ！）」

「わふっ!?（えっ、もう来たの!?）」

　寝入ろうとした頭を持ち上げる。

「にゃー！（見て見て、変な虫ー）」

「わんわん！（いきなり睡眠の邪魔すんじゃねー！）」

　ナフラが前足で挟んで捕まえたカブトムシの親戚みたいなのを見せつけてくる。

　ぺいっと振り払い、もう一度就寝体勢へ。

「ちゅー！（ぬし様！　ぬし様よ！）」

「わふ（なんだよもー。変な虫は間に合ってるよもー）」

「ちゅー！（そうではない！　出たぞ！　盗ぬす人つとじゃ！）」

　レンが頭の上で指し示す方向には、揺らめきながら近づいてくる篝かがり火びがあった。

「わふっ……（松明たいまつか。ってことは泥棒は人間だったのかよ）」

　近くに村はないはずだから、わざわざこんなところまで遠征してきたらしい。

　当家の野菜を盗もうとは、ふてえ野郎だ。

　いっちょ、ここは恐怖のウルフフェイスで驚かせてやろう。

　俺は無言のままダッシュで揺れる炎へ近づいていく。

「ガウガウ！（おらおら！　この畑はウチのもんじゃ！　誰に断って立ち入っとるんじゃい！　いてまうぞ！　こらいてまうぞ！）」

　松明の明かりがはっきり見えたところで、威勢よく吠ほえ立てる。

「ガウガウガウガウ！（おらおらー！　驚いて声も出んのかー！）」

　まぁ、驚くだろうな。

　俺もこんなでかいオオカミがいきなり現れたら、失神する自信あるわ。

　もちろん失禁もするわ。

「…………」

　と、あまりに松明の持ち手が静かなことに気づく。

　まさか立ったまま気絶してしまったのだろうか。

　炎に注意が行っていたので、相手の全体像を捉えられていなかった。

　目を凝らして、よーく相手を観察する。

「わふ……？（んん……？）」

　そこにいたのは、人ではなかった。

　馬だ。一頭の馬がそこにいた。

　ただし、ただの馬ではない。

　たてがみや尻尾は炎のように燃え盛り、眼めは血のように赤々と輝いている。

　高い位置から長方形の瞳孔が俺を見下ろしてきて、目があったと思った瞬間、ごおうっと炎のたてがみが激しく吹き上がった。

　炎の勢いは凄まじく、焼かれるように馬の皮膚が透けていく。

　皮の下にあったのは筋肉ではなく、むき出しの骸骨だった。

　その恐ろしい姿は、どう見ても──

「きゃ、きゃいぃぃぃぃぃぃぃぃんっ!!（お、お化けぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!）」

　俺は思わず背中に乗っていたナフラを咥くわえて盾にする。

「にゃあぁぁぁぁぁぁぁっ!!（い、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　ナフラは咥えられた瞬間、とっさに前足でつかんだレンを盾にする。

「ちゅうぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!（ちょ、やめんかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　盾に出来るものは他になく、レンは燃える骸骨馬に突きつけられて絶叫を上げる。

　そしてその様子を見た馬は固まり、一瞬の後、半狂乱で二足立ちになった。

「ばひひいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃんっ!!（お、お化けどこおおおおおおおおおおっ!?　お化け怖あああああああああああああああいっ!!）」

「「「わんにゃーちゅうぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!（お前のことじゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」」」

　四匹の獣の絶叫が、深夜の畑に響き渡った。
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「ばひひいぃぃぃぃんっ!!　ばひひいぃぃぃぃんっ!!（お、お化けどこぉぉぉぉぉっ!?　お化けどこぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?）」

　時々中身がシースルーになる炎の馬は、いななきながら二足で立ち、あぶくを吹いて錯乱している。

「「「………………」」」

　一方、俺たちは冷めた目で馬を見守り続けた。

　あれだわ。相手が全力で怖がっているのを見ると、逆にこっちはものすごく冷静になれるのな。

　こいつがモノホンのお化けだったとしても、もう全然怖くないわ。絶対弱いもんこいつ。悪さなんて出来るようには見えない。

　そのまま、見物すること数十秒。ようやく馬の混乱が収まった。

「ブ、ブルル……（……あのぅ、お化けは……？）」

　しらけた空気を感じ取ったのか、馬は炎の勢いを弱めて不安げに聞いてくる。

「わん（いや、お化けはお前のことだけども）」

「ば、ばひひひいぃぃぃんっ!!（お、オオカミぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?）」

「わん！（今ごろ!?）」

　いいからもう落ち着いてくれ。

「ヒヒーン（食べないで！　食べないでくださいー！）」

　いや、食べないから。

　当家の犬はしっかり調理した肉しか食べないから。

　あ、でも馬刺しって美味うまいよな……。

　甘めのこってりとした醬しよう油ゆとおろしたてのショウガでさ。

　しっかり肉の脂を舌で味わったあと、辛めの焼酎をロックでぐいーっと……。

「……じゅるり（あ、いかん、ヨダレが）」

「ばひひいぃぃぃぃぃぃんっ!!（い、いやぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　やっぱり食べる気なんだぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

「わんわん（あー、すまんすまん。食べないから、安心しろって）」

　ふたたび錯乱を始めた馬をなだめる。

「ちゅー（なあ、ぬし様よ。これが犯人なんじゃろ？　もうわしが喰くろうて終しまいにせんか？　元の姿に戻れば一ひと吞のみじゃぞ？）」

「わん（物騒なことを言うな。疑わしきは罰せずだ。たった今食わないって約束したところだし、まずは話を聞かないとな）」

　そもそもジェイムズのおっさんは、犯人を知りたいと言ってただけだ。

　捕まえろとも、懲らしめろとも言われてない。

　この馬も見た目はおっかないが、言葉が通じるんだ。落ち着いて話を聞けば、事情も説明してくれるだろう。

　まずこの混乱っぷりが鎮まってからの話だが。

　俺たちは、暴れる馬が落ち着くのを待った。

　これだけ怖がっているのに、なんで逃げないんだろうと不思議に思いつつも待った。

　辛抱強く待った。

　レンは俺の頭で丸くなり、ナフラは毛づくろいを始めた。

　そしてふたたび数十秒。

「ヒ、ヒヒン（あ、あの……。ご、ごめんなさい。ボク、びっくりしちゃって……）」

　今度こそ落ち着いた馬が、おどおどと話しかけてきた。

「わん（ああ、別に襲ったりしないから、警戒しないでくれ）」

「ヒヒン（でも、さっきオオカミさんがじゅるりって……。そのネズミさんも、ボクのこと食べちゃうって……）」

「ちゅー（ネズミではない。太古いにしえのドラゴンよ）」

　立ち上がったレンが、胸を張って自慢する。

「バヒ、バヒヒーン!?（ど、ドラゴン!?　ドラゴン怖い!!）」

　あーもー。

　せっかく話ができそうだったのに、邪魔するんじゃないよ。

　俺は頭を振って、上に乗っていたレンを放り投げる。

　向かう先は、尻尾の付け根に座っていたナフラのところだ。

「にゃっ（いらっしゃいませー）」

　ナフラが手早く受け止める。

　こいつ確かネズミ恐怖症だったはずだが、レンにはすっかり慣れたらしい。

　ネズミよりドラゴンのほうがよっぽど恐ろしいと思うんだが。

「ちゅー！（ぬしら！　最近わしへの扱いがぞんざいじゃぞ！）」

　心配するな。最近ではなく、最初からお前の扱いは雑だ。

　前足でキャッチされたレンが、チューチューと抗議してくるが無視する。

　相手にしていては話が進まない。

「わんわん（俺はロウタ。オオカミじゃなくて犬だ。あっちの猫はナフラ。そこのレンヲヴルムくんは自分をドラゴンだと思いこんでいるネズミだ）」

「ちゅちゅー!?（はぁ!?　なんじゃ、思い込んどるって!?　ドラゴンじゃし！　わし、本物のドラゴンじゃし！）」

「わふ（ちょっと頭が可哀かわい想そうな子なんだ。許してやってくれ）」

「ヒヒン（ははぁ、頭が……）」

　馬は気の毒そうな目をレンに向けた。

「ちゅー！（聞けーっ！）」

「にゃー（レン様、落ち着いて。どーどー）」

　憤慨するレンが、ナフラの前足に挟まれたまま暴れている。

　実際にドラゴンの姿を見せれば証明できるのだろうが、ここは屋敷が近い。

　騒ぎになるようなことは、レンに前もって控えるように言ってある。

　もしバレたらおっさんの料理が二度と食えなくなるんだぞ、と脅してやったら効果は覿てき面めんだった。

　よってドラゴン化は不可能。そこでおとなしく待っているがいい。

「ヒヒン（ネズミさん、可哀想です……）」

「ちゅー!?（わしが可哀想!?）」

　馬に哀れみの視線を向けられたレンが、ひどくショックを受けた顔をした。

「ちゅー……（わ、わし、ドラゴンじゃもん……。本物じゃもん……。可哀想ではないのじゃ……）」

「にゃーん（しー。お話の邪魔しちゃ駄目ですよ、レン様。チーズ食べます？）」

「ちゅー……（ぐすっ……食べる……）」

　ナフラがどこからか取り出したチーズの欠片かけらをかじりながら、レンがあやされている。

　鼻をグスグスやっているところを見ると半泣きのようだ。

　本当にメンタル弱いな、この太古の喪女ゴン。

　話を引ひっ搔かき回まわすやつが静かになったところで、俺は馬へ向き直る。

「わん（それでお前はなんなんだ？　ただの馬には見えないけども）」

「ヒヒン（えっ、ボク、馬なんですかっ!?）」

「わふっ!?（そこから!?）」

　まさかの存在説明から必要なパターンだったとは。

　自分の正体も知らない馬とはいったい……。

　あ、よく考えたら俺もそうだったわ。

　自分を犬だと思いこんでた魔ま狼ろう王だったわ。

　ひとのこと言えなかったわ。

「ヒヒン（そうか。ボク、馬だったんですね……。どうりでニンジンが美お味いしいと思いました……）」

　ああ、やっぱこいつが畑を荒らした犯人だったのか。

　しかし、どうにも話を聞いていると、悪意のある魔物には思えないな。

　かつて戦った邪悪なゴブリンや怒れるイノシシとは全くの別物だ。

　図ずう体たいは並の馬よりも大きいが、中身は子供のような幼さを感じる。

「ヒヒン（ご、ごめんなさい。ボク何も覚えてなくて……）」

「わん？（覚えてないとな。記憶喪失ってやつか？）」

　自分が馬だってことも忘れるって凄いな。

　こいつから感じる妙な幼さは、記憶が無いからかもしれない。

「ヒヒン（お腹なかが空すいて森をさまよっていたら、すごくいい匂いがしてきて……。ロウタさんたちのものだと思わなかったんですっ。ごめんなさいっ）」

「わん（いや、俺のものではないけども。ここを管理してる人が迷惑してたからもう勝手に食べちゃ駄目だぞ）」

　悪いやつじゃないのは分かったが、この記憶喪失の馬型モンスターどうしよう。

　おっさんに会わせて謝らせようかとも思ったが、こんなどう見ても魔物な馬と引き合わせたら、おっさんが腰を抜かしてしまう。

　……いや、抜かすかな？

　こいつは食いでがありそうだ、とか喜びそうな気もする。

　やっぱおっさんが一番怖い。

　それはともかく、俺の平穏な生活を守るためにも、この森は魔物一匹いない平和な場所とお屋敷のみんなには思っていてもらわねばならない。

　ただ単にこいつを森へ追い返せばいいって話じゃないよなぁ。

「ちゅー（だから始末してしまえば、それが一番早いと……）」

「わん（だからやめいて）」

　相変わらず、レンは悪事に対して罰がでかすぎる。

　身内には優しいが、敵には冷酷。そこら辺はやっぱりドラゴンなのだろう。

　だからといって、ニンジン食ったからお前も食われろは流石さすがにやりすぎだ。

　レンには一度、ペット道をしかと教え込まねばならんかもしれん。

「わん（レン、ナフラ、こいつがなんて種類の魔物か分かるか？）」

「ちゅー（知らん。燃える馬じゃ）」

「にゃー（んー、死霊系なのは間違いないですけど、細かな種族まではちょっと分からないですねー。ご主人様なら多分知ってると思うんですけど）」

「わん（あ、それだわ。ヘカーテに相談しようぜ）」

　あの万能の魔女を忘れていた。

　俺たちの正体や事情を知っている唯一の人間だし、頼めば力になってくれるはず。

「にゃー（やー、それがその、ご主人様は非常に忙しくしておりまして……）」

「わん（えっ、そうなの？）」

　エルフとかあの悪商人の件で、ギルドに呼び出されたりしてるんだろうか。

　ナフラは歯切れの悪い様子で答える。

「にゃー（ここ最近、ちょっと工房にこもりっきりでして。念話もなるべくしてくるなとのお達しですねー）」

「わん（むむう。忙しいなら仕方ないな……）」

　そう言えば王都に行って以来、一度も顔を合わせていない。

　また暇ができたら遊びに誘うか。友達だしな。お嬢様も喜ぶし。

　しかし工房にこもりっきりとは、いったい何の仕事をやってるのか気になるところだ。

　気になる、が、今はこの馬の対処が先だ。

　しかもそれを俺たちだけでやらねばならないということが判明した。

「くーん（どうするべぇ……）」

　悩んでいると、どう、と音を立てて馬が倒れ込んだ。

「わ、わん（お、おい、どうした？）」

「ヒ、ヒヒン……（お腹が空きましたぁ……）」

　倒れるほど空腹だったのかよ。

　しかし、畑のものを食わせる訳にはいかないし、そこらに生えてる葉っぱじゃ駄目かな。

「ヒヒーン！（おーい、ロウタやー！）」

「ヒヒーン！（その子を連れて、こっちへ来なさいな！）」

　厩きゆう舎しやの方から、馬のいななき声が聞こえた。

　イルーシブ夫妻だ。さっきの騒ぎで起こしてしまったらしい。

「わんわん（ほれ、起きろ馬。同族……ではないかもだけど、ご夫妻が呼んでるぞ）」

「ヒン（はいー……）」

　イルーシブ夫妻には調査にも協力してもらってる。一応の解決にはなったことだし、報告しておこう。

　この燃えるシースルー駄馬の姿を見て、驚かないといいが。

　ふらふらと歩く馬を誘導しながら厩舎へと入ると、イルーシブさんが部屋から顔を出した。

「ブルル（この飼かい葉ばを食べさせておやりなさい）」

　壁に網縄でくくられていた牧草の塊を、イルーシブさんがくわえて渡してくる。

「わん（良いのか？　これはあんたたちの分だろ？）」

「ヒヒン（私たちはもう充分食べているから。それに明日になったらまた補充してもらえるわ）」

　俺は夫妻に礼を言って、網縄を燃える馬の前におろしてやる。

「わん（良かったな。えーと……、そういやお前、自分の名前も分からないのか？）」

「ヒヒン！（ご、ごはん！　ごはんー！）」

「わん（話を聞けよ）」

　馬は飼葉の塊に頭をツッコミ、もしゃもしゃと咀そ嚼しやくし始めた。

「モッシャモッシャ！（美味しい！　美味しい！　ありがとう！　おじさん！　おばさん！）」

「ブルル（うむ、まあなんだ。落ち着いて食べなさい）」

「ヒヒン（大丈夫よ、それは全部あなたのものだから、ゆっくり食べてちょうだい）」

　イルーシブさんはやや緊張した様子で、グレースさんは慈しみの視線を向けて、馬に声をかける。

　こっちは厩舎に尻尾の火が燃え移らないか、ヒヤヒヤしてるんだけども。

　この夫婦もたいがい豪胆というか、フシアナアイというか。ファルクス家の一員なだけはある。

「にゃ？（ロウタさん。何か言いました？）」

　食事に夢中の馬を眺めていると、毛づくろいの続きをしていたナフラが顔を上げた。

「わふ？（いや、何も言ってないけど？　レンは？）」

「ちゅー（知らんぞ。……この飼葉とかいうの不ま味ずいのう。わしの好みじゃないのじゃ）」

　ちゃっかり飼葉をかじっているレンが、葉を放り捨てる。

「わん（ナフラの聞き間違いなんじゃないか？）」

「にゃー（外からですかねー。誰かがしゃべってるような声が聞えるんですけど）」

　えっ、おっさんか？

　おっさんじゃなくても、屋敷の誰かだったらまずい。この怪しい馬を隠さないと。

「わん（ナフラ、レン。俺が時間を稼ぐから、なんとかその駄馬を隠せ）」

「にゃっ（えっえっ、隠すって言われても）」

「ちゅー（おぬしの空間魔法で跳ばせばいいじゃろ）」

「にゃーん（おお、さすがレン様、賢いです！）」

「ちゅー（そうじゃろそうじゃろ。わしは賢いのじゃ）」

　ふんぞり返るレンとそれを褒ほめ称たたえるナフラ。

　俺は不安を覚えながらも、時間を稼ぐために厩舎の外へ飛び出した。

「わふっ（おらー、誰かは知らんが、俺の可愛かわいいポーズでメロメロにしてやんぜー！）」

　おっさんでもメイドさんでもかかって来い。

　俺は前転して、ずざざーっと背中で滑りながら、腹見せポーズで悩殺体勢を取る。

「はっはっはっはっ……（ほらほら、かわいいやろ！　なでまくってええんやで！　ほらほら！　……って、あれ？）」

　俺の渾こん身しんの可愛いポーズに、反応がない。

　そもそも屋敷の方からは誰も来ていなかった。

　代わりに、頭からボロ布をまとった人物が、森から足を引きずるようにして歩いてきていた。

「見つけたぞ……ナイトメア……。主あるじの元を離れ、こんなところで何をやっている……」

　奈落の底から響いてくるような、陰気な声だった。

「わ、わふっ（どちら様!?　ナイトメアなんてやつ、ここにはいませんけど!?）」

「……出てこい、ナイトメア……」

　ボロ布をまとった人物は、俺を無視して、片手に持っていた物を持ち上げる。

　それは巨大な鎌だった。

　持ち手は長く、刃も長大だ。人間の首など稲穂のように刈り取れてしまうであろう、禍まが々まがしい形状をしていた。

　同時に頭のボロ布から、その人物の素顔がのぞく。

　──骸骨だった。

　肉の一欠片、皮の一枚も貼り付いていない、恐ろしい骸骨だった。

「きゃ、きゃいぃぃぃぃぃぃんっ!?（また違うの出たあぁぁぁぁぁぁぁっ!?）」

　恐怖のあまり、俺は腹見せポーズのまま失禁する。

　黄金色が放物線を描いて、ボロ布をまとった骸骨に降りかかった。

　じょばじょばと温かい液体がボロ布に染み込んでいく。

「わ、わふっ（あっあっ、ごめん）」

「……死ね」

　骸骨に躊ちゆう躇ちよはなかった。

　振り上げられた鎌が、無慈悲に振り下ろされ、あわれ真っ二つになった。

　鎌が。

　大きな刃がヒュンヒュンと回転しながら飛んでいく。

　俺の腹を引き裂くはずだった大鎌は、根本からポッキリとへし折れ、草むらの中へ消えていった。

「…………。……な……に……？」

　骸骨は呆ぼう然ぜんと折れた大鎌を見つめ、その間も俺の放尿はやつのボロ布を濡ぬらし続ける。

　知ってるか？

　大型犬のおしっこって超長いんだぜ。分単位で出続けるんだぜ。

　いわんや今の俺は仔こ牛うしより大きいビッグサイズのオオカミだ。

　その量ときたら蛇口を全開にしたホースのごとく。

　もうジョビジョバもジョビジョバだ。

　じんわりと温かい液体が、骸骨の着ている布へ染み込んでいく。

　ほのかに湯気を立たせるボロ布が骨に貼り付いて、骸骨の貧相な体型が浮き彫りになった。

　もし骨に神経が通っているなら、すさまじい不快感なんだろうな、と放尿の中、俺はもの思いにふけった。

「わふ……（その、なんか、ごめん）」

　いたたまれず、再度謝罪を口にしたところで、厩舎から笑いを吹き出す声がした。

「にゃふーっ！（ぶふーっ！　出会い頭におしっこ引っ掛けるとか！　ロウタさんの特殊性癖はどこまで行くんですかあははははは！）」

　ナフラが腹を抱えて笑い転げている。

「ちゅー（クハハ、豪気豪気。それでこそぬし様よ）」

　なぜかレンは上機嫌だ。

　我がことのように、自慢げに胸を張っている。

「ちゅー（そこの髑髏されこうべよ。我が夫が失礼をしたな）」

　レンは朗らかに笑って、気安く骸骨に話しかける。

　そして、その目がすぅっと細まった。

「ちゅー（……だが、その刃を振り上げた罪、万死に値する）」

　冷酷な声音でそう告げた瞬間、レンの小さな尻尾が一瞬で巨大化した。

　分厚い鱗うろこをまとい、鋼の鞭むちのように太く長く伸びた尻尾をしならせる。

　尾の部分だけを竜化させた、いやネズミ化を解いたんだ。

　大地から尻尾だけが生えたようにしか見えないほど、ネズミの体に対して尻尾が大きすぎる。

　尻尾の重さで本体が潰れたりしないんだろうか。

　そんなことを考えていたら、巨大な尻尾がしなってブレた。

「ちゅー（大罪を悔いて死ね）」

　止める暇すらない。

　空気の壁を突き破って放たれた竜の尾の一撃は、仰あお向むけになった俺の体の上を通り過ぎ、骸骨を横よこ薙なぎに打ち払った。

　断末魔すらなく、パンッという乾いた音を立てて、骸骨は粉となって夜空に散った。

　木こっ端ぱ微み塵じんならぬ、骨こっ端ぱ微塵だ。

　巨大質量をともなう音速の一撃は、骸骨に存在の一切を許さなかった。

　俺はそんなものが頭を通り過ぎていった恐怖で、おしっこが止まる。

　たまたまがひゅんってなった。

「ちゅー（ふん、凡俗が。我が夫に刃を向けようなど、このわしが許さぬわ）」

　鼻息荒く、レンが勝かち鬨どきを上げる。

　わ、わーい。

　レンの深い愛情を感じるなぁ。

　想おもわれてるなぁ。

　嬉うれしいなぁ。

　白目。

　俺は乾いた笑い声を上げることしか出来なかった。

「ちゅー（なぁ、ぬし様よ。そなたを傷つけようとするものは、わしが一切合切を滅ぼしてやるからのう）」

「わ、わふっ（お、おう。助かったんだぜ。あと夫婦じゃないからね？　さらっと既成事実を積み重ねようとするのやめようね）」

　メンタルは弱いが肉体的には最強種。

　やつを本気で怒らせるのはやばい。

　ヤンデレじみてて怖いので、おちょくるのはほどほどにしておこう。

「……無駄だ……」

　粉砕されたはずの骸骨の声がした。

「この身は死霊導師様のご加護を受けている……。かの御お方かたの魔力がある限り……、俺は復活し続けるのだ……」

　誰だよ死霊導師。

　また知らないやつの名前が出てきたな。

　いや、どこかで聞いたことがあるような気もするぞ。

　お嬢様が読んでた本かなんかだったか。

　情報の出どころはさておき、こいつはその死霊導師ってやつの手先で、残機無限の能力を持ってるってことか？

　実際ヤツの言葉通り、足元から骸骨の体が復元し始める。

　すごい修復速度だ。大鎌まで形を取り戻そうとしている。

　この治り方だと、あと数秒もすれば、もとの姿に戻ってしまうだろう。

「わんわんっ!?（どうする!?　どうするよ!?　無限回復とかチートじゃん！　こいつずるい！）」

「くくく……次は不覚は取らん。全員刈り殺してくれるわ……」

　骸骨が半分ほど修復した頭蓋をカタカタと揺らして嗤わらう。

「ちゅー（ふむ、そうか。ならばこうじゃ）」

　その骸骨を、容赦なく竜の尻尾が叩たたき潰つぶした。

　びたんっと音を立てて、骸骨が地面にぺちゃんこにされる。

「わ、わふ？（え、あの、ちょっと、レンさんや？）」

　空気を読まぬ一撃に、俺は戦慄する。

　いま、骸骨さんかっこよくキメてたところだったよね？

　口上を述べ終えるまで待ってやるという慈悲がお前にはないのか！

「む、無駄だ……」

　粉々になった骨がまた修復を始め、竜の尻尾が真上からそれを叩き潰す。

「む、無駄……」

　びたん。

「むだ……」

　びたん。

「む……」

　びたん。

「…………」

　びたん。

　びたんびたん。

　びたんびたんびたんびたん。

　びたんびたんびたんびたんびたんびたんびたんびたん。

　淡々と、釘くぎでも打つかのような単調さで、レンは骸骨を潰し続けた。

　何分経たったろうか。

　もはや骸骨のうめき声すら聞こえなくなった。

　レンが陥没した地面から尻尾を持ち上げる。

　そこには粉々になって土と混じり合い、もはやどれが骨なのかも分からない残骸が埋まっていた。

「ちゅー（ふん、造作もない）」

「わふ……（う、動かなくなったな……）」

「ちゅーちゅー（魔力の供給があるかぎり死なぬと言っても、離れたところからでは限度があるじゃろ。死なない相手は、死ぬまで殺し続ければいいのじゃ）」

　なんという脳筋理論。

　こいつ、おっかねえよ。

　普段の半泣きネズミの姿しか見てないから、レンの本性が恐ろしすぎる。

「わん（しかし、こいついったい何だったんだ？　ナイトメアっていうのはあの駄馬のことだろ？　あと死霊導師って誰だよ）」

　この森、魔物が多すぎるだろ。

　よく千年もの間、森の外へ魔物を漏らさなかったもんだよ。

　魔ま狼ろう族、優秀すぎる。

「わふ……（しかし、死霊導師か……）」

　明らかにボスっぽい響きだよな。

　そんな奴らがいたら、ガロたちが排除に向かいそうなもんだが。

　これは一度、話を聞きに行ったほうが良さそうだな。森のことはあいつらに聞くのが一番だ。

　畑泥棒を見つけるはずが、話が大きくなっていく気配を感じるなぁ。

「わん（いやいや、快適な駄犬生活のためだ。もう少し頑張るか……）」

　労働しないために労働するという矛盾に転げ回りたくなってくるが、気にすると病むので気にしない。

　社畜時代の経験が活いきた！

　活きて欲しくなかった！

「にゃー（ロウタさん知ってます？　そういうのって本末転倒っていうんですよ？）」

「わん！（言うなよ！　現実逃避させろよ！）」

　俺たちはいつものようにギャンギャンとやり合いながら、空間魔法で跳ばした駄馬を迎えに行くのだった。
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「わん！（というわけで！　こいつがご所望の畑泥棒です！）」

「ヒヒーン！（ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！）」

　翌朝、俺は駄馬ことナイトメアを、ジェームズのおっさんに引き渡していた。

「ああん？　こいつが犯人だってのか？」

　畑に陣取ったおっさんが、腕を組んで片眉を吊つり上あげる。

「ふわー。おっきなお馬さんですねー」

　お屋敷から畑までついてきてしまったお嬢様が、黒々としたボディのナイトメアを見上げる。

　燃える骸骨馬であるはずのナイトメアを見て、どうして二人が驚いていないのかというと、その理由は昨日の夜まで遡る。
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「わんわん（さて、死神っぽい骸骨も倒したことだし、あの駄馬を迎えに行くか）」

　結局この骸骨もよく分からん存在だったな。

　駄馬を探しに来たようだけど、明らかに仲間って感じじゃなかったが。馬と違ってめっちゃ凶悪そうだった。

　まぁ、何者だったのか質問しようにも、今や俺の黄金水と一緒くたになって、畑の近くで土に帰ってるんだが。

「わんわん（そういや、あの馬はどこへ飛ばしたんだ？）」

　無事だろうか。いきなり何の説明もなしに転送したから、向こうでパニクってそうだ。

　確かナイトメアだっけ。そう骸骨に呼ばれていた気がする。

　種族名なのか本人の名前なのか分からんが。

「にゃー（ナフラめが設定してる座標は、工房と温泉とロウタさんの三つなので、消去法で温泉ですねー）」

「わん（工房にいきなりあんなのが飛んできたら、ヘカーテがブチ切れるわ。ってか、まだ俺についたままなのかよ……）」

　すぐ合流できて便利だけどさ。

　プライバシー的なものが侵害されているのをどうにかしてください。

「にゃー（それでは転移しますよー）」

「わん（おー）」

「ちゅー（良きにはからえなのじゃ）」

　ナフラが空間魔法を使うと、景色が白み、畑から河原へと移り変わる。

　深い森の中を流れるせせらぎ。そのすぐ近くに掘られた温泉は、今もちゃんと湧き続けているようで、お湯の噴き出す音と湯気があたりに漂っていた。

「わんわん！（おーい、馬ー！　ナイトメアー！　どこだー！）」

「ヒヒーン！（はーい、ここですー）」

　と、返事が聞こえた方向を見ると、馬が温泉に浸つかっていた。

　横たわった状態で、のほほんと首だけを湯から出して、気持ちよさそうに目を細めている。

「ヒヒン（見てくださいロウタさん。すごいんですよ、この泉。すごく温かくて気持ちがいいんです）」

「わん（だろうね。俺たちが作ったものだからね）」

　こいつめ。俺たちが骸骨と戦っている間、ひとりゆっくりと温泉を堪たん能のうしてやがったのか。

　羨ましい。俺も入りたい。さっき変な体勢で漏らしたから毛が濡ぬれて冷たいのだ。

「わんわん（ところでおまえ、尻尾とか背中の火が消えちゃってるけど大丈夫なのか？）」

「ヒン？（え？）」

　駄馬は自分の背中を振り返り、ざばあと勢い良く立ち上がった。

「バヒヒヒヒーン!!（き、消えてるうううううう!?）」

「わんわん（落ち着け、またついたみたいだから）」

　馬が温泉から駆け上がると、鬣たてがみがふたたび火を灯す。

　それより、馬の腹に空いた穴からお湯がドボドボこぼれ落ちてる様子が、非常にグロいんだが……。

「バヒヒヒーン!!（ひ、火がついたあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?）」

　点火しても混乱するのかよ。

　自分の体を把握できてないのかよ。俺のご同類かよ。

　俺もまったく自分のことを把握できてないわ。むしろこのまま何も知らないでいたかったよ。

「バヒヒーン！（怖いよう！　怖いよう！）」

「ちゅー（こやつ、なにかおかしな病でも患わずらっとるんじゃなかろうか）」

「にゃー？（いやー、ただ怖がりなだけだと思いますよー？）」

「わん（怖がりなおばけって、どうなんだ？　存在意義的に考えて）」

　自分で自分に怖がってるし、記憶喪失にしてもほどがあるぞ。

「ヒヒン（ふ、ふう。怖かった）」

「わん（……そうか）」

　まともに相手をしてると疲れてくる。

　流そう。

「わん（ところでお前、ナイトメアって名前に聞き覚えはあるか？）」

「ヒヒン（いいえ？　なんですかそれ？）」

「わん（どうもお前の名前らしいぞ）」

「ヒヒン（えぇ……？　なんだか、すごく悪そうな名前ですね……。可愛かわいくなくていやです……）」

　げんなりとした様子で、ナイトメアは唇をブルルと鳴らした。

「わん（いや、おまえの見た目にぴったりの名前だと思うが）」

　だっておまえ、めっちゃ悪夢にうなされそうな姿してるもんよ。

　まさにナイトメアだよ。

　夢見が悪くなりそうで、帰ってから寝るのが怖いわ。

　今日はいつも以上にお嬢様とひっついて寝よう。

　クンカクンカしよう。クンカクンカ。

「にゃー（じゃあ、あなたはメアさんですねー）」

「ヒヒーン！（メア！　それならとっても可愛くて素敵です！）」

　ナフラが持ち前のコミュ力でさっそく仲良くなっている。

「ちゅー（それよりこやつの処遇じゃ。どうする気じゃ、ぬし様よ？　殺さぬし逃さぬと言うのなら、あの料理人の前に引っ立てるしかなかろう）」

「わん（そうしたいのは山々なんだが、このゾンビ馬をおっさんに見せるのはなぁ）」

　流石さすがにこれは豪胆なジェイムズのおっさんでも腰を抜かすだろう。

　どう見ても魔物だし、ゼノビアちゃんにぶった斬られちゃうよ。

「にゃー（レン様みたいに、ネズミとか人間みたいな別の生き物に変身できれば良いんですけどねー）」

「わん（そりゃ名案だが、そんな簡単にできるもんじゃないだろ？）」

　レンだって人間の姿を習得するのに苦労したって言ってたし、今から変化の魔術をこいつに覚えさせるってのは現実的じゃないよな。

「ちゅー（できるぞ？）」

「わふっ？（って、できるのかよ!?）」

「ちゅー（術式をわしが組んでやれば可能じゃ。変身する姿の想起とその維持は本人の魔力と意志次第じゃがな）」

　なんと便利キャラはここにもいた。

　じゃあ、早速レンに変化の魔法をかけてもらうか。その後おっさんの前に連れて行こう。

「わふわふ（と言うわけで、今からお前には変身してもらうから。覚悟は良いな？）」

「ヒヒン（わ、分かりました。よく分からないですけど頑張りますね）」

「ちゅー（よし、ではそのままそこに立って、楽にしておるのじゃ）」

　レンが俺の頭の上で、魔法の術式を組み立て始める。前足を突き出して、ごにょごにょと呪文のようなものを唱え始めると、メアの足元に魔法陣が浮かび上がった。

「ヒヒン……（それにしても、ボクいまとても幸せです。お腹なかいっぱいで、あったかくて、優しくしてもらって……）」

　レンの術式が完成するのを待っている間に、メアが己の幸せを嚙かみ締しめている。

　草食って温泉に浸かっただけで幸せになれるとは、安上がりなやつだなぁ。

「わ、わん！（って、おい!?　なんかおまえ、体が透けていってるぞ!?）」

　よく見ると、メアの体がだんだんと薄くなっている。

「ヒヒン!?（ええっ!?）」

　驚いている間にも、どんどんメアの体が薄く、少しずつ宙へと浮かんでいこうとしている。

「ひ、ヒヒン……（ぼ、ボク、消えちゃうんですか……？）」

「にゃー（あー、これはあれですかねー。この世に未練がなくなって、昇天する感じですかねー）」

　ナフラがのんきにそんなことを言う。

　だが、それは困る。

　こいつには野菜泥棒の犯人として、おっさんの前に立ってもらわねばならんのだ。

「ヒヒーン（みなさん、ありがとうございました。ボク、消えちゃうみたいです。短い間だったけど、ボクは幸せでした──）」

「わんわん！（待て待て！　許さんからな！　おっさんに引き渡す前に成仏されてたまるか！）」

　食うだけ食って逃げるとか、許しませんよ！

「わふわふ！（レン！　急げ！　今すぐこいつをお化けから別の生き物に変身させろ！）」

「ち、ちゅー!?（な、なにっ!?　そんないきなり言われてもじゃな……！　ええい、ままよ！）」

　レンが前足をかざすと複雑な魔法陣が一層光を強くし、消え行くメアを取り囲む。

「ちゅー！（ゆくぞ！　メアよ！　汝なんじの想おもう姿を想像せよ！　己で己に恐怖する姿ではなく、自分の理想の姿を思い描くのじゃ！）」

「ヒヒーン!?（えっ？　えっ？　理想ですか!?」

　うろたえるメアをよそに、レンの術式は完成し、メアの足元に展開した魔法陣がまばゆく閃せん光こうを放つ。

「えっと、怖くない姿がいいです！　炎が出てなくて、体が骨じゃなくて、きれいな毛並みの──」

　そして術式が発動した。
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　そして、現在に戻る。

「お前さんがやったのか？」

　じいいっと強い眼力で、ジェイムズのおっさんがメアを見つめる。

「ヒヒン（は、はい……。ごめんなさい……）」

「俺の野菜は美味うまかったか？」

「ヒ、ヒヒン！（は、はい！　すっごく！　瑞みず々みずしくて！　でもとっても味が濃くて！）」

　言葉が通じているわけではないだろうが、おっさんは満足げに頷うなずいた。

「ならよし。これからはお前の分の飯も用意してやる。勝手に盗み食いはもうやめるんだぞ」

「ヒヒーン！（はい、もう二度とやりません！）」

「よしよし、いい子だ」

　おっさんはいななくメアの鼻筋をすりすりとなでて、そのまま鷲わし摑づかみにする。

「ヒ、ヒヒン!?（えっ!?）」

「まぁ、それはそれとして。食った分は働いて返さんと、なぁ？」

　口を吊つり上あげるおっさんは、死神やナイトメアなんぞより、よっぽど恐ろしかった。
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「ぜはー……ぜはー……（ひーこらひーこら、ばひひんばひひん……）」

　重たい荷物を背中に乗せて歩き続ける。

　何という苦行。つらい、つらすぎる。

　これが畑泥棒に対する罰だというのか。

「わんわん！（ていうか！　俺が働くのかよ!?）」

　畑のニンジンを食ったのは俺じゃないぞ！

　あそこで荷物が来るのをのほほんと待ってる駄馬だぞ！

　茂みの向こうに見える遠くの道では、大きな黒馬がのんきに草を食っていた。

　ひとの苦労も知らず、もっしゃもっしゃと咀そ嚼しやく中だ。

「わふぅ……（にしても、重てーなぁこれ）」

　体の左右に吊り下げた筒は、金属製でかなり重たい。

　こんなものをかついで山道を歩かされるなんて、フェンリルボディじゃなかったらぶっ倒れてますよ。

「がはは、悪いなロウタ。井戸への悪路は流石に馬車じゃ入っていけないからな」

　俺と同じく肩に筒をかついだおっさんが、荒々しく俺の頭をなでる。

「くーんくーん！（まったく、ちょっと頭をなでれば喜ぶと思って！　俺はそんな安い犬じゃないんだからね！）」

「ちゅー（尻尾をそんなに振っていては説得力がないぞ、ぬし様や）」

　くっ、毎日のなでなでによって調教された体が勝手に反応してしまう！　悔しい！　もっとなでて！

「わふっ！（つーか、レン！　おまえもちょっとは働けよ！　なんでペットの俺より居候生活を満喫してるんだよ！）」

「ちゅー（か弱いおなごに何を期待しておる。力仕事は夫の役目じゃろう）」

　か弱いとか、昨日骸骨を木っ端微み塵じんに叩たたき潰つぶした奴が言うことですかね。

　あと夫じゃないから。しつこいようだけど、夫じゃないから。

「ふっ、ふんっ、だ、だらしがないなっ。それでも当家の犬かっ！」

　後ろから声をかけてきたのは、筒を何本も束ねて背中にしょったゼノビアちゃんだ。

「ファ、ファルクス家の守護を担う者ならば、こんなものの十や二十かついで見せろっ」

　挑発するように声をかけてくるが、どう見てもゼノビアちゃんの方が余裕がない。

「わんわん（いや、担ってないし。番犬じゃなくてペットだし）」

　ぷるぷると震えながら進むゼノビアちゃん。めっちゃ重たそうだ。

　全部で一トンくらいあるんじゃないんだろうか。

　相変わらずの物理法則を無視した腕力だけど、さすがのゴリビアちゃんでもこの量はつらそうである。

　おっさんもやめといた方が良いと止めてたんだが、ゼノビアちゃんが自信満々にお任せくださいとか言うので、なるべく触れないようにしていた。

　そのまま山道を降りること数分、俺たちはようやく開けた道にたどり着いた。

「あっ、お帰りなさい！」

　馬車の荷台で待っていたお嬢様が、ぱっと顔を上げる。

　足をぷらぷらさせながら待つ姿も可愛かわいらしかったが、やっぱりこの笑顔には勝てない。

「わふっ（ただいまー、お嬢様ー）」

　飛びついてきたお嬢様にスリスリする。

　重労働の疲れも癒えるってもんよ。

「にゃーん（お疲れ様ですー、ロウタさん）」

　箱座りするナフラが、目を細めながら声をかけてきた。

　こやつめ、俺が働いてる間ずっとサボっていたのか。

「にゃふーん？（何ですその目は？　ナフラめはこうしてお嬢様をお守りするという大義名分の元、お嬢様と遊んだりお昼寝したりしていただけですよ？）」

「わふー！（それをサボってるって言うんじゃい！）」

　くそう。それは本来俺の役目だというのに。

　なんだかここ最近働いてばかりの気がするぞ。

　人生楽ばかりが俺のモットーなのに。

「よく頑張ったな、ロウタ。ゼノビアさんも、ごくろうさん」

「な、なんのこれしき。たやすいことです」

　膝がガクガク震えてますよ、ゼノビアちゃん。

「わんわん（つーか、この筒は結局なんなの？）」

　頑丈な金属でできた筒の中身は、山の中にあった井戸から汲くみ上あげた水だ。

　わざわざこんなところまで取りに来なければならないほど、貴重な水なのだろうか。

　料理人のおっさんが水にまで気を使うのは、さもありなんって感じだが。

「ジェイムズさん、今日取りに来たお水は、何か特別なんですか？」

　俺の疑問をお嬢様が代わりに聞いてくれる。

「ああ、説明してませんでしたな。こいつは鉱水の一種です。ちょいと特別なね」

　おっさんが筒の一つを開けると、シュポンと音を立てて蓋が開いた。

「ひゃっ!?」

「わふっ!?（おわっ、びっくりした！）」

　お嬢様と一緒にビクッとなってしまった。

　おっさんはそんな俺たちをよそ目に、グラスに筒の水を注ぐ。

　俺はグラスに鼻を近づけて匂いを嗅いでみたり、中をのぞき込んでみたりする。

　見た目は何の変哲もない水だが……。

　いや、ちょっと泡が浮いてる。

　もしかしてこれ……？

「ふふふっ、ロウタ、グラス越しに見たら顔が面白いことになってますよ」

「わふん？（え、そう？　こんな感じ？）」

　角度を変えてお嬢様にキメ顔を披露するが、グラスでゆがんだその顔を見るたびにお嬢様はおなかを抱えて笑った。

　喜んでもらえて俺も嬉うれしい。持ちネタにしよう。

　そんなことをやっていたら、おっさんがグラスの水に色々足していた。

　リンゴを薄くスライスして投入すると、果肉に気泡がまとわりついた。

　ハチミツをさらにその上から垂らして、軽くかき混ぜるとお嬢様に差し出してくる。

「どうぞ、お嬢様」

「わぁ、いただきます！」

　こくこくと喉を鳴らしてお嬢様がリンゴとハチミツ入りの水を飲む。

「んんっ、シュワシュワします……！　美お味いしい……！」

「わふっわふっ！（お嬢様！　俺も俺も！）」

　お嬢様が手にこぼしてくれた水をペロペロと舐なめる。

「わふぅ！（うひょ、めっちゃ強炭酸！）」

　泡の粒が非常に大きく荒々しい。

　その力強い荒さが心地よい刺激を喉に与えてくる。

　加えてリンゴの爽やかさな酸味とハチミツの甘さが、サイダーのような風味に仕上げていた。

　めっちゃ美味いわこれ。

「ここで取れる水は珍しく炭酸を含んでいましてね。そのまま飲むにはやや苦いんですが、これが料理に色々と使えるんですよ。パンケーキはふっくらと仕上がるし、肉だって柔らかく出来るんですぜ」

　やっぱこれ思った通り炭酸水だったんだな。

　密閉性の高い金属の筒を使ってるのは、炭酸を逃さないためか。

「馬たちが年老いちまったんで、足が遠のいてたんだが、こいつが来てくれたおかげで、またここの水を使えそうだ」

　おっさんが道草をもしゃもしゃとやっているメアの首をポンポンと叩たたいた。

「ヒヒーン（お役に立てて、ボクも嬉しいです）」

「わふわふ（うむうむ、その調子で働いて恩を返すんだぞ）」

　俺は可愛がられることが役目だから、常に働いてるようなものだ。見習うように。

「わふー（しかし、デカい馬車だなぁ）」

　俺はメアがつながれた馬車を見上げる。

　大きな体格のメアがつながれていても、サイズ感がそれほど変わらないほどの大型馬車だ。

　お嬢様が乗るような優雅な客車ではなく、荷物を運ぶために考えられた無骨な造りをしている。

　雨に濡ぬれないよう幌ほろがかぶせてあって、装飾のようなものは全くついていない。

　完全に実用性重視の荷馬車だった。

　本来二頭立てで運用するだろうこの馬車を、メアは苦もなくここまで運んできた。

「昔はこれで街まで買い出しに出かけたりしたんだがなぁ。屋敷の馬たちがもう年なもんで使わなくなっちまったんだが、たまに整備しといてよかったぜ。まだまだ使えそうだ」

　おっさんは馬車の整備までできるのか。本当になんでもできる人だなぁ。

「それにしてもお前さん、随分とおとなしいなぁ。馬具も付けられ慣れてるようだったし、どこかで飼われてたのか？」

「ヒヒン（どうなんでしょう？　覚えてないので分からないです）」

　きょとんと答えるメアは草を食うのに夢中だ。

「まぁ、いいか。ガンドルフ──じゃなかった。旦那様に許可も頂いた。本当の飼い主がいるにせよ。当分はうちにいたら良いさ」

「ヒヒン（エ、エヘヘ。ありがとうございます）」

　額から鼻にかけてを搔かくようになでられて、メアが嬉しそうに鼻を鳴らした。

　そして草を食った。食い意地張りすぎである。

　そう言えばもう日が高い。腹が減ったなぁ。

　横を見れば、お嬢様もくぅと可愛くおなかを鳴らしている。

　ふたりで期待を込めた瞳でおっさんを見上げると、合点がいったように苦笑した。

「そんじゃあまあ、荷を積み込むのは後にして、休憩がてら昼食にしましょうか」

「わふー！（わーい！　昼メシ昼メシー！　待ってましたー！）」

　サンドイッチ、サンドイッチ。

　お出かけと言えば、おっさんのサンドイッチがセットなのだ。これは譲れない。

「皆様、こちらへどうぞ」

　俺たちが水を運んでいる間に、お嬢様お付きのミランダさんが食事の準備をしていてくれたようだ。

　木陰にマットを敷いて、サンドイッチの入ったバスケットも用意してある。

「わんわん！（食うぞー。働いてめっちゃ腹減ってるから食いまくるぞー）」

　ウキウキしながら木陰へ向かう。

「ヒヒーン（あっ、いいなー）」

　おまえ、今の今まで草食いまくってただろ！　まだ食う気か！

「にゃーん（ふふん、だめでーす。これは労働した者にだけ与えられるご褒美なのですよー）」

　そういうお前は、お嬢様の膝の上で昼寝してただけだがな！

「ちゅー（そうじゃそうじゃ、後輩らしく大人しくそこで見ておるが良い）」

　おまえも俺の上でごろごろしてただけだがな！

　なんでうちには俺より怠け者で食い意地の張った奴が集まるんだよ！

　俺が一番駄目なペットになりたいのに！

　俺の心の叫びは誰にも届かないのだった。
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　さてさてお待ちかねのランチタイムですよ。

　木陰に敷かれたマットの上に、みんなが集まって座っている。

　メイドのミランダさんやコックのジェイムズのおっさんは、お嬢様たちが食べ終わった後に頂くと言っていたが、みんなで食べたいというお嬢様のお願いにより、輪を組んでの昼食となった。

　お嬢様優しい。飯はみんなで食べた方がやっぱ美味うまいしな。

　もう我慢の限界ですわ。無駄に高性能な鼻が、さっきから漂ってくるサンドイッチの香りを捉えて、よだれが止まりません。

　期待のあまりブンブン振ってる尻尾が、さっきからゼノビアちゃんのほっぺたをペシペシしてるけど気にしない。

「貴様……」

　ゼノビアちゃんの額がビキビキになってるけど気にしない。

　今まさに開かれようとしているお昼ご飯の方が大事だから！

「取り分けますので、皆様お好きなものをお選びください」

　柳の枝を組んで作られた大きなバスケットから、ぎっしりと詰まったサンドイッチが顔を出した。

　ミランダさんがトングを持って、お皿にサンドイッチを取り分けていく。

「わふー！（うまそー！　いつもより量も種類も多いんじゃねぇの!?）」

　生地に野菜やナッツを練り込んだパンはどれも色鮮やかで、挟まれている具材も同じのを見つけるのが難しいくらい種類が豊富だ。

「おいおい、慌てなくても大丈夫だ。お嬢様方の分まで食っちまわないように、たっぷりと作ってきたんだからな」

　向かいに座ったおっさんが、前足をジタバタさせる俺に笑いかける。

　いつもにも増してたくさんのサンドイッチは、最近ますます食欲盛んな俺のためだったらしい。

「わふんっ（さすが、おっさん分かってるぅ！）」

　成長期のせいなのか、ほんと腹が減って仕方がないのよね。

　でも際限なく食べちゃうのは、おっさんの料理が美味すぎるせいだと思うんだ。

　金持ちのデブ犬を目指してる俺としては、縦じゃなくて横に大きくなって欲しいんだけども。今のところ食えば食うほどバランス良く大きくなっている。

　しなかやな四肢。鋭い牙。大きく鋭い目と耳。

　うーん、どう見てもオオカミ、と見せかけて魔ま狼ろう、の頂点である魔狼王。

　くそっ。こんな体に誰がした！　あのゆるふわ女神だよ知ってるよ！

　そろそろ犬として振る舞うのにも限界が来そうだ。

　早急に対策を練らねばなるまいて。

　まぁ、ヒントはすでに得ている。そのうち挑戦してみよう。

「わんわん（まぁ、それはそれとして、今は目の前のサンドイッチですよねー）」

「にゃーん（ですですー）」

「ちゅーちゅー（ほれ、わしの分も寄よ越こさぬか。そこのコックには見つからんようにな）」

　見つかったら駆除されちゃうからね。なんで変化する動物にネズミを選んでしまったのか。

　コックの大敵やで。

「ちゅー……（変化するには強い想像力が必要なのじゃ……。見慣れたものに変化するのが一番楽なのじゃが、わしが棲すんでおった洞窟には、コウモリかネズミぐらいしかおらんかったのでな……）」

　ぼっちドラゴンは友達がいないんだった。

「わふ……（その、なんかごめん……）」

「ちゅー！（謝られると、余計に悲しくなるからやめるのじゃ！）」

「わふわふ（長い間つらかったんだなぁ。もうちょっとお前に優しくしてやろうって思ったわ）」

「ちゅー（ならば、さっさとわしを娶めとって寂しさを埋めるのじゃ）」

「わふ（それは断る）」

　さておき、みんなに皿が行き渡ったようだ。

　実食と行こうではありませんか。

　色とりどりのサンドイッチの中で、俺が最初に目を付けたのは、極厚の卵焼きが挟まれたシンプルなものだ。

「わんっ（いただきまーす！）」

　思い切り口を開けてかぶりつく。

　サンドイッチに使われている薄いパン生地は軽く炙あぶられており、サクッとした歯触りを与えてくる。

　香ばしい香りを感じながらパンを抜けた先には、ボリューミーな卵焼きが待っていた。

「わふぅ……（ほわー、なにこれ、ふわふわー）」

　甘く味付けされた卵焼きはしっとりしつつも柔らかく、舌の上でほろほろと溶け崩れていく。

　さらにパンの間に塗られていたマスタードがピリリとしたアクセントになっていて、甘い辛いのコンボで無限に食べられそうだ。

「にゃふー（このお魚のサンドイッチもすごく美お味いしいですー）」

　ナフラが食べているのはサーモンとケイパーのサンドイッチか。

　燻くん煙えんの香り付けがされたサーモンに、ケイパーの酢漬けの酸味がよく合うのだ。

「にゃーん（レン様はどれ食べますー？　お魚のフライが入っているのとかどうですー？）」

　ナフラが自分の分を食べつつも、甲か斐い甲が斐いしくレンの世話をしている。

　おっさんに見つからないよう、こっそりと自分の食べているものを小さくちぎって、いつぞや生ハムを食べたときのように、浮遊魔法で俺のたてがみに隠れるレンに渡す。

　毛が汚れないように、こぼさず食べるんやで。

「ちゅー（ナフラよ、そろそろ魚以外のものを食したいのじゃが……）」

「にゃー（えー、じゃあ、このオイルサーディンとチーズの……）」

「ちゅー！（それも魚なのじゃーっ！）」

　うーん、出会った頃のネズミ嫌いはどこへ行ったのか。じゃれ合う二匹は本当に仲が良い。

　そして次のサンドイッチも、ナフラの好きなものが選ばれることとなったのだった。

「にゃふふー（お魚の塩っぽさがチーズのまろやかさと合っててすごく美味しいですー）」

「ちゅー……（いや、確かに美味いのじゃが、いい加減に他の系統のものをじゃな……）」

「にゃーん（えーと、じゃあ、やっぱり白身魚のフライが入ってるのが良いですか？）」

「ちゅー!!（わしの話を聞くのじゃーっ!!）」

　ナフラは魚系サンドイッチがお気に入りのようだが、やはり猫だからなのだろうか。

　ちなみに前世で聞いた話だが、猫は元々肉食で魚より肉が好きだそうで、猫が魚好きというイメージは後付けだそうな。

　大昔は肉を食う習慣がなくて、魚ぐらいしかタンパク源がなかったせいで、肉食の猫は仕方なく魚を食うしかなかったとかなんとか。

　でもよく考えたら、そもそもこいつは猫じゃなかった。猫型のホムンクルスのフラえもんだった。

　単純にこいつの好みだわ。

「ちゅー……！（駄猫め、さてはわしを侮っておるな。今一度ドラゴンの恐ろしさを見せてやろうか……！）」

「わふん（ええい、落ち着け、レン。俺の分けてやるから）」

　今にもたてがみから飛び出ようとしているレンをどうどうと抑える。

　こんなとこでドラゴンに戻られたらたまったものじゃない。

　あいつ意外と甘いの好きだからな。この厚焼き卵サンドは気に入るはずだ。

　かけらを咥くわえて空中に放り投げると、すぽっとふさふさのたてがみに収まった。

「ちゅーちゅー（ふむ、ご苦労なのじゃぬし様よ。それにしてもまったく、誇り高き竜族のわしが、こそこそと隠れて食事を摂とるなど、わしが寛大で良かったのう人族どもよ……ほわあああああ!?　これ美味い！　これ美味いのじゃ！　のう、ぬし様！　これ美味いのじゃ！）」

「わふわふ（そうかそうか、良かったな）」

　ぶつくさと文句を言っていたかと思えば、今度はサンドイッチの味に大はしゃぎしている。

　千年以上生きているくせに、心はまるで子供みたいな奴だ。

　人化したときの幼女スタイルもなるべくしてなった姿なのかも知れない。

「わん（さて、俺も次のやつを選ぶとするかな）」

　やはりここは肉へ行くべきではなかろうか。

　さっきから極厚のトンカツとおぼしき揚げ物が挟まっているサンドイッチが気になっているのだ。

　断面から見える、旨うま味みを残したまましっかり火を通している桃色の肉。

　食わねばなるまい。食わねばなるまいて。

「ひひーん！（ロウタさーん。お願いですー。ボクも食べたいですよう！）」

　離れたところで馬車に繫つながれたメアが、前足で地面をガリガリやって嘶いなないている。

「わふん（ったくしゃあねえなぁ。一個だけだぞ）」

　俺もまだまだ食い足りないんだから。

　にんじんとコーンを和あえたものを挟んだサンドイッチを咥えて、メアのところへ運んでやる。

　これなら草食のあいつも食べられるだろう。

　メアの正体は燃える骸骨ゾンビだから、厳密には馬とは違うんだろうけども。

　ニンジンが好きって言ってたし、気分だ気分。

「メアにも分けてあげるんですか？　ロウタは優しいですねぇ」

　でへへ、お嬢様に褒めてもらっちゃった。

　一緒についてきたお嬢様とテクテクとメアの前まで歩いて行く。

「わふっ（ほれ、食うが良い）」

「ヒヒン（く、口移しだなんてそんなっ。恥ずかしいですっ）」

　やかましいわ。馬に照れられてもなにも嬉うれしくない。

「わふっ（食わないと地面に落とすぞ）」

「ブルルっ（はわわ、いただきますいただきます！）」

　俺の咥えたサンドイッチにメアがかぶりつく。

　もっしゃもっしゃと顎を左右斜めに動かして咀そ嚼しやくしていたかと思うと、メアはカッと目を見開いた。

「ひひーん!!（お、美味しすぎますっ！　こ、こんな、こんな美味しいものが食べられるなんて……！　ボク、今すぐ成仏してもいい！）」

「わふん（するなするな。お前まだ全然働いてないからな、せめて食った分は働いて返せよ）」

「ふふっ、良かったですねぇ」

　お嬢様がメアの鼻をよしよしと撫なでている。

「おおっ、ぷにぷにしてて気持ちいいですっ」

　メアの鼻の感触が気に入ったのか、お嬢様は一心不乱に鼻先を触り始めた。

「ヒヒンっ！（ひぃん！　そ、そんな風に撫でられたら、気持ちよすぎてボクはっ、ボクはっ……！）」

「わふっ（いやだから、成仏するなよ、まじで）」

　そんなこんなで、昼食の時間は楽しく過ぎていった。

　ファルクス家に新しい仲間が増えて、また騒がしくなりそうだ。
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　フェルトベルクの森の東部。

　ファルクス辺境伯の領地でありながら、未いまだ人の手が入らぬ未開の場所に、その墓地はあった。
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　人が足を踏み入れたことのない土地のはずが、荒涼とした大地にはいくつもの墓標が不ふ揃ぞろいに並んでいる。

　一体いつからその墓地はあるのか、石で出来た数多の墓標は、今にも崩れそうなほど風化していた。

　紫がかった濃い瘴しよう気きが土を舐なめるように漂い、墓地の周囲には草木の一本も生えていない。

　周囲の木々への腐敗がいまだ進行中であるところを見ると、この墓地に瘴気が漂い始めてまだそれほどの時間は経たっていないようだ。

「我が使徒は未だ帰還せずですか……」

　そのつぶやきは、骨がこすれるように軋きしんでいた。

　声に合わせ、瘴気が濃度を増していく。

「逃げた馬を連れ帰る程度のことが、それほど難しいとは思いませんが……」

　気け怠だるげにつぶやくその人物は、墓地を見下ろす荒涼とした丘に佇たたずんでいた。

　干からびた老人のような声で、ひとり思索にふける。

　石の玉座に腰かけ、影のような闇色のローブに身を包んだ姿は、王と言うより邪教の司祭といった出いで立たちだった。

　身に付けた衣装も恐ろしいが、それを纏まとう者の姿は異形そのものだ。

　大柄な体格というには、明らかに人の範はん疇ちゆうを超えた体たい軀く。

　玉座に座ってなお、家屋よりも高い位置にある頭。

　右手に持つ錫しやく杖じようは柱のように長く、首に巻いた宝飾品は岩のごとき大きさだ。

　なにより、その巨人の身にはひとかけらの肉もついていなかった。

　皮膚も、筋肉も、臓器さえもない。ひび割れた陶器のような骨格が、ローブの下に覗のぞいていた。

　巨体を構成するその骨も、よく見ればただの骨ではない。

　無数の小さな人骨が集まり、一本の骨を模し、それがさらに集まって巨大な骨格を形作っている。

　死骸を集めて建造した骨の像。

　それが地下の玉座に座る巨人の正体だった。

　もし、千年前の大戦を知る者がいれば、かの存在を魔王軍五大魔将がひとり、死霊導師リッチーである、と苦悶の声で叫んだだろう。

「人間に我が使徒を破る者がいるとは思えませんが、何か問題が起きたのかも知れませんね……」

　自慢の使徒がまさか竜の尾に叩き潰されたとは思わぬリッチーは、疑問を浮かべたまま酒杯をつかんだ。

「やれやれ、思うようにはなかなか行かないものです。我ら魔王軍がかの勇者に封印されてより、千余年。ようやく封印にほころびが出来たは良いものの、目覚めたのは私だけとは……。勇者の封印は未だ強力な力を保ったままのようですな……」

　玉座に肘をつくと、音を立てて無数の骨がこすれる。

「はて、そう言えばかの勇者の名前は何でしたか……？　憎き怨敵の名を忘れるとはいけませんね。封印の影響か、どうにも記憶が不明瞭です」

　リッチーが目を覚ましたのは、ほんの数日前の話だ。

　近くで大規模な魔術が行使されたのか、この土地全体にかけられた封印が弱まった瞬間があった。

　その隙を突いて、魔術と不死性に優れたリッチーは封印を抜け出てきたのだが、無理に封印を破ったせいか、妙に意識がはっきりしなかった。

「ナイトメアが我が元を離れたのもそのせいでしょうか。創造主である私の顔も忘れているようでしたが……」

　ナイトメアはリッチーの顔を見るやいなや、『お化け怖ぁぁぁぁぁい!!』と錯乱しながら西へと走り去ってしまった。

「急ぎ使徒に追いかけさせましたが、まだ帰らぬ以上、追加で兵を送る必要がありますね。ナイトメアは私が丹精込めて造り上げた死霊軍馬。いずれご復活なさる魔王様に献上するためにも、逃がしてしまうわけにはいきません」

　リッチーは招くように左手をかざした。

　ローブの裾から漏れ出す瘴気がいくつかの墓地に集まり、濃度を濃くする。

　すると大地が盛り上がり、墓の下から何体もの骸骨たちが這はい出てきた。

「お呼びでしょうか、死霊導師様」

　石座の主あるじに骸骨たちはひざまずく。

「忠実なる我が使徒たちよ。西へと向かい、逃げたナイトメアを連れ戻してくるのです。杞き憂ゆうとは思いますが、すでに向かった同胞の身に何かあったのかもしれません。気をつけるのですよ」

「ははっ、お心遣い忝かたじけのうございます！　我ら一騎当千の死霊兵が脆ぜい弱じやくな人間どもなど蹴散らし、必ずや御ご前ぜんに軍馬を引き連れて参りましょう！」

　骸骨兵たちは古ふる強つわ者ものの忠誠心で応じ、主君の言葉を拝命する。

　その様子に、リッチーは満足げにうなずいた。

「ほほほ、人間など貴方あなたたちの相手にもならないでしょう。速やかに帰ってくることを期待していますよ」

「「「ははっ！」」」

　墓地から召喚した各々の装備を身に携え、強者の風格と死霊の恐ろしさを漂わせながら、骸骨兵たちは西へと出征した。

　これより起こるは、不死の軍勢による蹂じゆう躙りんだ。

　そう期待を寄せるに充分な勇壮さだった。
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　びたーん。びたーん。びたーん。びたーん。びたーん。

　真夜中の畑に、尻尾を叩たたきつける音が響く。

「がっ!?」

「馬鹿な!?」

「不死の!?」

「我らが!?」

「いとも!?」

「たやすく!?」

　それはまさしく蹂躙だった。

　居並ぶ骸骨たちが、容赦なくぺしゃんこにされていく。

「わふっ（やれやれ、来るとは思ってたが、こんな団体さんで来るとは……）」

　俺は地面に寝そべりながら、理不尽に叩き潰される骸骨たちを見物する。

　なんかモグラ叩きみたいだな。

　復活して立ち上がったと思ったら、また地面に叩き戻されている。そんな姿がコミカルな哀愁を誘う。

「ちゅー（やれやれ、じゃないわい。わしばかりを働かせおってからに……）」

　レンがぶつくさと言いながら、ネズミ化を解いた尻尾を骸骨に叩きつける。

「わんわん（働かざる者食うべからずって言うだろ。日頃の食っちゃ寝の恩を、この機会に返すのだ）」

「にゃー（堂々と自分のことは棚に上げるロウタさんの姿勢、すごいと思いますー）」

「わふっ（そうだろうそうだろう。ほら、ナフラくんも働きたまえ）」

「にゃーん（働いてますよう。逃げようとしてる骸骨さんを、ちゃんとレン様の前に転送してるじゃないですか）」

　ナフラが手招きすると、再生を繰り返しながらなんとかレンの尻尾から逃れた骸骨が、一瞬で連れ戻される。

　そして、情け容赦の無い尻尾の叩き降ろしが、骸骨を木っ端微み塵じんにした。

　ひでえコンボだ。壁ハメよりひどいものを見た。

「くぁぁっふ（おっさんの畑には被害が出ないようにするんだぞー）」

　俺は大きくあくびをして、前足に顎を乗せて伏せる。

　初めて骸骨に会ったときはおどろおどろしい姿に失禁もしたが、こうなってしまってはベルトコンベアーで流れてくる作業を眺めているより退屈だ。

　圧倒的ではないか我が軍はってなもんだ。

「ヒヒン（あわわ、こ、このヒトたちもボクを探しに来たんでしょうか？）」

　近くの厩きゆう舎しやから顔を出したメアが、ブルブルと震えている。

「わふん（さあ？　分かんねーけど、こいつらがこのまま進んだら、畑が踏み荒らされるし、その先にはお屋敷もあるし）」

　どっちにしろ、排除するのみである。

　俺の快適ペットライフを邪魔する者は、すべからく粉砕すべし。

　まぁ、粉砕してるのはレンなんだけど。

「ブルル（情けないぞ、メアや。ファルクス家の馬になったのなら、堂々としていなさい）」

「ヒヒン（じいさんや、メアは女の子ですよ。怖がっても仕方ないじゃありませんか）」

　レンの両隣に住むイルーシブ夫妻が、怯おびえるメアに鼻をすり寄せなだめている。

「ヒ、ヒヒン（こ、怖がりでごめんなさい……）」

「ヒヒン（大丈夫ですよ、メア。いざとなったら当家のオオカミさんが助けてくれます）」

「ヒヒーン！（本当ですかっ、ロウタさんが守ってくれるんですかっ？）」

「わふわふん（いや、そんな期待を込めた目で見られても。しがないペットにどうしろと。……ていうか、お前もメスなのかよ）」

「ヒ、ヒヒン（そ、そうみたいです。えへへ）」

　なぜ照れる。

　動物の雌雄とかまったく分からんし、限りなくどうでも良い情報だ。

　馬のボクっ娘ことか誰得だよ。

「ちゅー！（おい、そこの駄馬！　おぬし、今わしの亭主に色目を使ったじゃろう！　許さんぞ！）」

　尻尾をびたんびたんさせながら、レンがネズミの小さい指を突きつけてくる。

「わふん……（色目なんて使われてないし、よしんば使われていても、俺はケモナーじゃないから効果ないぞ）」

「ちゅー（そうじゃった。ぬし様はわし一筋じゃったな。夫の浮気を疑うなどあってはならんことじゃった。許せよ旦那様）」

「わん（うーん、おかしいな。言葉は通じているはずなのに会話にならない）」

「ちゅー（もはや会話すらいらぬ仲とは、ぬし様とわしはつうかあということじゃな！）」

　なにこの喪女、めげない。

　このしぶとさは、ある意味すごいと思う。

「わん（しかし、この骸骨、どこから来てるんだ？　森の中はガロたちが見回ってるし、何かあったらすぐ気づくと思うんだけどな）」

　ガロたち優秀な魔ま狼ろう族が見逃すとは考えにくい。放置している理由は何だろう。

　こいつらを片付けたら、ちょっと訊たずねに行ってみるか。

　いやんいやんと身をくねらせながら、尻尾で骸骨を叩き潰すレンを半はん眼がんで眺めながら、俺はそう決めるのだった。
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「ガウウ!!（申し訳ありません!!）」

「わ、わふっ？（お、おう？　ど、どうした？）」

　登場するやいなや、ガロがスライディング土下座をかましてきた。

　レンの尻尾で骸骨たちを地面にすり込んだあと、さてガロたちに話を聞こうと森へ入ったところで、向こうから俺たちのところへやってきた。

「ガウガウ……！（王よ、お許しください……！）」

　そしてこの謝罪である。

　部下の魔狼たちも、ガロと一緒にぺたりと地面に伏せ状態だ。

　尻尾を丸めて許しを請う姿がなんだか可愛かわいい。

　くそう、ペットの俺より可愛いムーブをするんじゃないっ。

「「「ガウガウ……（お許しください……！）」」」

　魔狼たちはビクビクと震えるばかりで、まるで要領を得ない。

「わんわん（いや、だから何がだ？　とにかく事情を説明してくれ。いきなり謝られてもさっぱり分からん）」

　伏せの姿勢をやめさせ、ガロたちの前に俺はお座りする。

「ガウ……（はい、実は……）」

　ガロは居住まいを正し、これまでの経緯を語って聞かせてくれた。

「ガウガウ（数日前より、また魔物の数が増え始めているのです）」

「わんわん（そうなん？　前に増えたときってーと、俺がお前らと初めて会ったときのことか）」

　あのときは確か、迷宮樹とかいう天然ダンジョンが発生して、そのせいで魔物が増えてたんだったか。

「ガウガウ（はい、すでに迷宮樹がいくつも見つかっており、その対処に追われて、こちらへ向かうこともままならず……）」

「わふん（あー、そりゃしょうがないな）」

　前のときも一つ迷宮が出来ただけで、魔物が森の外に出ちゃうくらいだったからな。それがいくつも発生したんなら、忙しくなるのは当然だろう。

　別に責めるようなことでもない。

　魔狼族はよく働いていると思うぞ。

「ガ、ガウゥ……！（か、寛大なお言葉、痛み入ります……！）」

「わんわん（てことは、さっきの骸骨たちも迷宮から出てきたのかね）」

　そいつらがメアを連れ帰ろうとしてたってことは、メアも迷宮出身のモンスターなのだろうか？

「ヒヒン？（そうなんですか？）」

　いや、知らんがな。

　本人が知らないのに、俺が分かるはずもない。

　厩舎から顔を出して首をかしげるメアは至ってのんきなものだ。

　こいつが死霊だってことを忘れそうになるな。

「ちゅー（して、どうするのじゃ、ぬし様よ）」

　尻尾を小さく戻したレンが、俺の背中を駆け上がって、頭にちょこんと座る。

「ちゅーちゅー（この森はぬし様の縄張りじゃろう。放っておく気かの？）」

「わふわふ（んー、なんかひっかかるところはあるんだが、とりあえずは迷宮をなんとかしにいくか）」

　確かあれは、普通の魔物だと中に入るだけで迷宮に取り込まれちゃうんだったよな。

　良い匂いがして逆らえないとか、ガロが前に言ってたけど、俺にはトイレの芳香剤の匂いにしか感じられないので問題ない。

　俺を誘惑したかったら、お嬢様くらい良い匂いさせてから来るがいい。

　お嬢様の香りと言ったら、春の桜のように甘く爽やかで、嗅いでいるだけで幸せになってしまうのだ。

　とっとと解決して、お嬢様の香りたっぷりのベッドに早く戻りたい。

「ガ、ガウ！（お、お力を貸していただけるのですか？）」

「わふん（そりゃもちろん。友達が困ってたら助けるだろ）」

　まぁ、前世で友達なんかいたことなかったから、実際にそうするのかは知らんけどな！

　友達ってそんな感じじゃないのかな！　想像だけど！　ははは！

　……はぁ、悲しい。前世を思い出すと悲しいことしかないのでやめよう。

「ガウッ!?（と、友達!?　そんな、恐れ多い……！　我ら魔狼族はロウタ様の忠実なる臣下にございます……！）」

　うーん、俺としてはもっと仲良くしたいんだが、こいつら人間界へ侵攻する願望をまだ持ってるからな。

　敬われなくなったら、魔狼族を抑えることも難しくなりそうだから、王様ごっこは続けておいた方が良いのかも知れない。

「わんっ（ま、それは今は置いとこう。夜が明ける前に終わらせるぞー）」

「ガウッ（ははっ！　案内いたします！）」
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「ガオオオオオン!!（口からビィィィィィィム!!）」

　究極破壊魔法こと、俺のゲロビームが迷宮を真上から貫いて崩壊させる。

「ガウッ！（お見事です、王よ！）」

　俺は崩壊する迷宮を背に、離れたところで様子を窺うかがっていたガロたちのところへ戻った。

「ちゅー（よくこの匂いに耐えられるのう。わしですら近づくのはつらいのじゃが。さすがはぬし様じゃ。その鋼のごとき意志の強さ、妻として鼻が高いぞ）」

　ガロの頭に席を変えたレンが、いつものようにのたまっているが、いつものようにスルーする。

「わふっ（ガロ、あと何個あるんだ？　ちゃちゃっと潰して回るからな。案内頼むぜ）」

「ガウッ！（ははっ、次なる迷宮はこちらにございます！）」

　走り出したガロたちの後について、夜の森を駆け抜ける。

「ガウッ！（王よ、こちらです！）」

　すぐにあの芳香剤のような匂いがして、迷宮の入り口を発見した。

　停止したガロたちを追い抜いて、迷宮の入り口に頭を突っ込む。

　そして大きく息を吸い、

「ガオオオオオン!!（口からビィィィィィィム!!）」

　ゲロビームで破壊に成功すれば、すぐにガロの後を追いかける。

　ガロの話だと、相当な数が発生してるらしいからな。流れ作業で終わらせていかねば。

「ろ、ロウタ様!?」

「わふっ？（おおっ？）」

　走っている途中で、銀髪のエルフとすれ違った。

　俺が助けたエルフ娘の長女だ。あいつらの村はこの近くにあるのだろうか。

　だとしたら、急いで迷宮を壊してやらないと、せっかく作った村が襲われては堪たまったものじゃないだろう。

「わんわん！（悪い！　忙しいから、また今度な！）」

　あいつらの様子を見に行くにしても、この問題を解決してからだ。

　もっとゆっくり昼間に会いに行きたい。助けて以降、エルフたちは俺をあがめるようになったので、プチハーレム気分を味わえるのだ。

　エロいことをする気はないが、ちやほやはされたい。そんなペット心理である。

　俺たちは走る速度をさらに上げ、迷宮を潰して回る。

「ガウッ！（こちらです！）」

「ガオオオオオオオオオン!!（口からビィィィィィィィィィィム!!）」

「ガウッ！（こちらです！）」

「ガオオオオオオオオオオオン!!（口からビィィィィィィィィィィィィム!!）」

「ガウッ！（こちらです！）」

「ガオオオオオオオオオオオオオオン!!（口からビィィィィィィィィィィィィィム!!）」

「ガウ──こちらで──）」

「ガオオ──（口から──）」

　俺たちは森中を駆け回り、一つ一つ丹念に迷宮を潰して回った。

「ぜひーぜひー（こ、こいつで最後か……）」

「ガウガウ（はい、今崩壊した迷宮が最後になります。お疲れ様です、王よ）」

　ガロの完了の知らせを聞いて、俺は仰あお向むけにひっくり返る。

「わふん……（あー、疲れたー……。叫びすぎてのどが痛い……）」

「ちゅー（あれだけの大魔法を連発して、疲れた程度とは、とてつもない魔力量じゃのう。普通なら一発撃つだけで、干からびて死んどるぞ）」

　感心したような呆あきれたような様子で、レンが俺の腹に飛び乗ってくる。

「わふわふー……（この体、こういうときには役に立つんだが、そもそもフェンリルじゃなかったら犬のフリするとか苦労せずに済んだんだよなぁ……。いや、そうするとお嬢様をゴブリンから守れなかったし、いや、初めにゼノビアちゃんに正体を疑われなければ、ゼノビアちゃんが護衛から離れて街に行くこともなかったはず……。うーん……）」

「ちゅー？（何をブツブツ言うておるのじゃ？）」

「わふ（なんでもねーですよ、と）」

　堂々巡りになるので、俺は考えるのをやめた。

　今はこのペットライフを守ることだけを考えるのだ。

　ぐーたら駄犬生活は、誰にも邪魔させんぞう。

　迷宮なんて、ゲロビーム一発で崩落よ。

　仕事を終えた俺たちは、いつもの剣先崖に集まる。

「ガウ（このたびは、我らの不始末をお救いくださり、誠にありがとうございました）」

「「「ガウガウガウ!!（王様、ありがとうございます!!）」」」

　迷宮がなくなったことで、方々に散っていた魔ま狼ろう族たちが帰ってきた。

　俺を前に、一同が整列して平伏する。

「わふっ（あー、いいから、そういうのいいから。楽にしてくれ）」

　こう言ったところで、魔狼たちの姿勢は変わらないのだが。

　今日はこいつらにねぎらいのプレゼントがあるから、もう少しそのまま待っててくれ。

「わふ（ナフラのやつ、おせーな。頼んでから結構経たったと思うんだが）」

「ちゅー（そう言えば、今夜はあやつがおらんな。ぬし様がなんぞ使いに出したのか？）」

「わん（おう、ちょうど良い時期だと思ってな）」

「ちゅー？（時期？　時期とはなんの時期じゃ？）」

　とレンが口を開いたところで、地面が白く輝き始めた。

　これはナフラの空間魔法だ。

「にゃーん（遅くなりましたー。量が多かったので集めるのに時間がかかっちゃって）」

　着地したナフラの周囲に、どかどかと重たい塊が落下してくる。

「ガウッ!?（こ、この匂いは!?）」

　円陣の先頭にいたガロが思わず立ち上がるほどの良い香り。

　蒸留酒を使って乾燥熟成させた、巨大イノシシの肉塊だ。

　狩りをしてから二ヶ月。解体した大量の肉は、おっさんの手によって旨うま味みたっぷりの熟成肉へと進化を遂げていたのだった。

　熟成が済む前にちょいちょい失敬はしていたのだが、今回はまとめて全部持ってきた。

　もっと熟成させても美お味いしいとおっさんは言ってたが、もう食べても良いくらいにはなっているらしいので、この機会にみんなで食べようと思ったのだ。

　もちろん、これらは魔狼族の取り分ということで、元々おっさんが別に分けていてくれた分だ。

　勝手にお屋敷用のやつを持ってきたわけじゃないぞ。

「わんわん！（みんな、いつも森やお屋敷を守ってくれてありがとうな！　まだ迷宮から溢あふれた魔物の討伐が残ってると思うが、これを食って英気を養ってくれ！）」

　おっさんの調理した料理もめっちゃ美味うまいと思うが、こういう生の肉の塊にかぶりつくのが魔狼族の好みのような気がする。

　その証拠に、みんないつの間にやら立ち上がり、よだれをだらだら垂らしながら尻尾を振っている。

「ガ、ガウッ！（ま、待て皆のもの！　まだ王のお許しが出ていない！）」

　ガロが必至で押しとどめているが、本人も尻尾の振りを止められていない。

　これ以上我慢させるのも酷だろう。

「わん！（食ってよし！）」

「「「ガウガウガウガウ!!（王様、ありがとうおおおおおおおおおおおおおっ!!）」」」

　ひえっ、ちょっと怖い。

　魔狼たちは牙を剝むいて、一斉に肉塊へ飛びついていく。

　ガブガブ。ガツガツ。ゴリゴリ。ゴックン。

　骨も筋もお構いなしに嚙かみ砕くだいていく。

　みんなワイルドだなぁ。都会育ちの僕は、おっさんの料理以外のどを通らないよ。

「にゃーん！（おいしいですぅ！）」

「ちゅちゅー！（ほほう。熟成というのは腐敗とはまったく違うのじゃのう。血の滴るような新鮮な肉とはまた違う味わいじゃ！）」

　繊細なのは俺だけのようだった。

　レンもナフラも、魔狼たちに混ざって肉にかぶりついている。

　臆病なメアにこの光景を見せたら、卒倒するんじゃなかろうか。

「にゃーん？（ロウタさん、食べないんですか？　とっても美味しいですよ？）」

「ちゅー？（なんじゃ、食い意地の張ったぬし様が珍しい）」

　食い意地はお前らにだけは言われたくない。

　言われたくはないが、そんなに美味そうに食べられると興味が出てくる。

「わふ……（う、うらやましくなんてないんだからねっ）」

　ツンデレしてみるが、ひとりだけ何も食べるものがないのが寂しくなってきた。

　この体のせいなのか、生肉に対して忌避感が全然わかない。むしろ良い香りに食欲がわいてきた。

「わ、わんわん！（や、やっぱ俺も食べてみたいっ。ちょっと分けてー！）」

　フェンリルボディの野生には勝てなかったよ。

「がっふがっふ（なんぞこれ、味が付いてないはずの生肉なのにくっそうめえ。脂が甘いし、ウイスキーっぽい香りがめっちゃ良い！）」

　お屋敷で食うときには、おっさんが調理したものを食べることになるし、素材そのままを味わう機会なんて、そうそうないかも知れない。

　この際だ。しっかり味わっておこう。

「ばりばりぼりぼり（骨、骨も美味い！　特に中の髄液がめっちゃ美味い！）」

　魔狼の強きよう靱じんな顎はイノシシの太い骨だってお構いなしだ。

　みんなで一心不乱に肉を頰ほお張ばり、余すところ一つなく完食した。

「わふー……（食った食った……。骨まで美味いってのは新発見だったな）」

　レンが叩たたき潰つぶした骸骨たちも、実は美味かったりするんだろうか……。

　なんて、ちょっと味を想像してしまった。

　じゅるり。
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「な、何事でしょう。今、寒気がしたような……？　死霊導師たる私が寒気を感じるなど、いったい何が……？」

　遠く離れた地で、部下の帰りを待つリッチーは、肉なき骨の体に寒気を覚えていた。

「な、なんだというのでしょう……？　この寒気は、まるで魔王様に謁見したときのような……」

　この感覚に覚えがあるのは、全魔物の支配者たる魔王の前に跪ひざまずいたときと同じ感覚だったからだ。

　捕食者を前にした哀れな小動物にでもなったような、まさしくあの時と同じ感覚だ。

「まさか、魔王様がもうご復活なされた……!?　いや、まさか、そんなはずはありません。勇者の封印は未いまだ健在。破られたのならすぐに分かるはずです。ならば、この寒気はいったい……」

　カタカタと震える腕を押さえ、リッチーは虚空を睨にらむ。

「派遣した兵たちもいまだ帰還せず……。西の地で、いったい何が起きているというのですか……!?」

　強大な存在を感じ、リッチーは強い焦燥感を感じた。

「この墓地は魔王軍の要所。私が動くわけにもいきません。派兵を増やすしかないようですね……。ナイトメアを連れ戻すのは後回しです。今度は帰還を第一に、情報を持ち帰ることを優先させなければ……」

　リッチーは震える手で、墓地から大量の兵を召喚し始める。

　その行為が無駄であると、無意識のうちに感じながら。
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「わふー（今日も良い天気だなぁ）」

　馬車から顔を出して、風を浴びる。

　夏が近くなってきたので、馬車の中にいると熱がこもるのだ。

　今日もお嬢様のお気に入りのスポット、聖なる湖へ涼みに行く途中だ。

　まぁ、この聖なる湖、エセらしいですが。ホーリーパワーないらしいですが。

　森の平和を守る真の守護者たちは、昨日の肉祭りで英気を養い、今日も頑張って暴れる魔物を退治しているのだろう。

　頑張れ魔狼族。俺のことは気にするな。森の平和は君たちに任せた。

　俺には、お嬢様と遊ぶという大事な使命があるのだ。

「ロウタっ、ロウタっ」

　後ろから俺の首に抱きついたお嬢様が、ぎゅーっと抱きしめてくる。

「わふわふ（やだ、お嬢様ったら、大胆。だが、俺は犬なので無問題。好きなだけモフると良いですぞ）」

「んんー、ロウタはフワモフですー」

　せやろ。フワフワモフモフやろ。

　お嬢様もめっちゃ良い匂いがするので、抱きしめて嬉うれしい抱きしめられて嬉しい。これぞウィンウィンの関係。正しきご主人様とペットの姿なのである。

「ヒヒーン（おふたりは、仲良しさんなんですね。ボク、うらやましいです）」

　馬車と併走するメアが俺に顔を近づけてくる。

「わんわん！（やらんぞ！　お嬢様は俺だけのご主人様なんだい。散れい散れーい！）」

「ヒヒーン（そ、そんなこと言ってないのにー）」

　メアがいななきながら窓から離れる。

　ふふん、お嬢様にモフられるのは俺だけで良いのだ。

　あっち行け、しっし。

「貴様、まさか私の馬を食おうとしたのか……？」

　ドスのきいた声で訊たずねてきたのは、メアにまたがるゼノビアちゃんだ。

「わふるるるる!?（はえっ!?　ご、誤解ですよ!?）」

　くそう。ゼノビアちゃんめ。まだ俺がなんか危害を加えると疑っているのか。

　やめてくださいよ。人畜無害なあんちくしょうですよぼかぁ。

　ていうか、『私の馬』ってなんだ。メアはファルクス家の預かりになってるだけで、ゼノビアちゃんの私物じゃないぞ。

「力強い足取り、従順な姿勢。細かい指示にもすぐ理解を示す。これほどの馬はそうそう見つからないだろう。貴様は素晴らしい名馬となるに違いない」

　ゼノビアちゃんは手綱から片手を離して、メアの首筋を優しく撫なでる。

「ヒヒン（えへへ、嬉しいです。良い人ですね、お姉さんっ）」

　そうね、基本的に良い人だよ。俺にだけはめっちゃ当たりきついけどな。

　ゼノビアちゃんも、いい加減、俺を魔物扱いするのはやめて貰もらいたいもんだぜ。

　むしろ、あなたが跨またがっているその馬こそ、魔物なんですけどねえ。

　変化の術が解けたら、グロテスクなゾンビ馬の登場ですよ。

　疑うたぐり深ぶかいゼノビアちゃんのくせに、なぜ気づかない。

　俺の時もそれくらいフシアナアイを発動しておくれよ。

「お、お嬢様っ、そろそろ湖に着きますのでお席にお戻りくださいっ」

　と、御者席から声をかけてきたのは、ロリメイドのトアちゃんだ。

　やや緊張した面持ちで、馬車の手綱を握っている。

「ブルル（おやおや、わしらの歩みが不安かい？）」

「ヒヒン（ふふ、ファルクス家の名に賭けて、決して揺らしはしませんのにねえ）」

「ブルル（はっはっは、まったくだ。お嬢ちゃんが赤ん坊の頃より前から、わしらはこの馬車を引いておったんだぞ）」

　二頭並んで馬車を引くイルーシブ夫妻が、微笑ほほえましそうに話している。

　この夫妻なら、たとえ御者がいなくとも、お屋敷と湖の往復くらい簡単にこなすだろう。

　しかし、トアちゃんが御者をやれるなんて意外だったな。

　洗濯もの落としたり、ドジをやってるイメージしかないんだが。

　まぁ、洗濯物落としてたのは、俺がびっくりさせたせいなんですけどね！

「だ、大丈夫かしら、あの子……」

　先輩メイドであるミランダさんが、御者席の様子をオロオロと窺うかがっている。

　トアちゃんの教育係も兼任してるっぽいし、気が気じゃないんだろうなぁ。

　まぁ、緊張してても手綱は握り慣れてるみたいだし、心配いらんだろうけど、忠告は聞いておこう。

「わっふ（ほらほら、ちゃんと席に座りましょうね、お嬢様）」

「むぐむぐ」

　お嬢様は俺の毛皮に顔を突っ込んだまま、首を動かす。

　俺はお嬢様を首に抱きつかせたまま、窓から顔を引っ込めた。

　そして、ほどなく馬車は無事に湖へ着いたのだった。
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「えいっ、えいっ」

「あわわ！　お嬢様、お戯たわむれを！」

「ほらほら、トアもやってください。えいっ、えいっ」

「お許しくださいー！」

　水着に着替えたお嬢様たちが、水を掛け合って遊んでいる。

　美少女たちが無邪気に遊ぶ姿、尊い。

「お、お嬢様、わ、私、泳げないんです！　深いところへ連れて行かないでくださいー！」

「大丈夫ですっ、わたしも泳げません！」

「何も大丈夫じゃないですよー！」

　いや、あれは遊んでいるというか、遊ばれている、だな。

　半べそかいたトアちゃんがお嬢様に引っ張り回されている。

　お屋敷の数少ない同年代だもんな。

　今までは研修中で大変だったせいで、お嬢様とほとんど接点がなかったトアちゃんだが、ようやく仕事に慣れてきたのか、お嬢様のお世話も仕事に入るようになったようだ。

[image: ]

　基本的なお付きのメイドはミランダさんのままみたいだけど、年が近い者の方が良いという気遣いなのかも知れないな。

　実際、お嬢様はすごく楽しそうで、いつもよりはしゃいでいるように見える。

　良きかな良きかな。

　俺は二人の邪魔をしないように、近くを泳ぐ。

　いえ、決してデバガメしてたわけではないです。見守っていただけです。イエスロリータノータッチです。

「おおっ？　足が着かないですっ！」

「ひ、ひええー!?」

　おおっと、俺の出番のようだ。

　犬かきですいすいとお嬢様たちの間に割って入り、二人の浮き輪代わりになる。

「わぁ、ありがとうです、ロウタっ」

「あ、ありがとう……！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔のお嬢様と、恐怖で鼻水を垂らしたトアちゃんが俺の体にしがみつく。

「わんわん（はいはい、危ないから浅瀬まで行きましょうねー）」

　俺のフェンリルボディは、二人がつかまったくらいじゃ沈みはしない。

　そのまま浅いところまで連れて行くと、ミランダさんがお冠で待ち構えていた。

「トア！　お嬢様をお守りするどころか、一緒になって溺れてどうするのですか！」

「す、すみません先輩っ！」

「ま、まぁまぁ。ミランダ殿。大事はなかったわけですし。ここは穏便に……」

　ゼノビアちゃんが珍しくなだめる側に回っている。

　さてはあれだな。ゼノビアちゃんも泳げないやつだな。

　ゼノビアちゃんの性格上、お嬢様が溺れかけたらすぐに飛び込んでくるはず。

　俺に任せっぱなしにしたということは、ゼノビアちゃんはカナヅチ。以上、証明終了。

「わふーん？（そうなんやろ、ゼノビアちゃーん？）」

「！　ふ、ふんっ」

　俺がにやーっとした視線を送ると、ゼノビアちゃんは焦って向こうを向いてしまった。　ふっ、これは図星だな。

「さぁ、お嬢様。あまり長く水に浸つかっているとお体を冷やします。上がって休憩いたしましょう」

　ミランダさんがお嬢様とトアちゃんの肩にタオルを掛けて、日なたに座らせる。

「今、温かいお茶をご用意しますので、お待ちください」

「ミランダ、トアを[image: ]らないでください。わたしのせいなんです……」

「いいえ、お嬢様。主人とはいえ、危険な行動を諫いさめるのもメイドの務め。トアにはファルクス家のメイドとして立派に成長して貰わねばなりません」

　いつもはお嬢様に甘々のミランダさんも、悪いことをしたときは毅き然ぜんとした態度だ。

「ですので、二人とも[image: ]ります。お茶を飲み終えたら覚悟しておいてくださいね」

　おっとぉ、お嬢様これは完全にやぶ蛇だったぁ。

「「はーい……」」

　にっこりと微笑むミランダさんに、そろってしゅーんとするお嬢様方。

　可哀かわい想そうだが、ここは二人の成長のために、涙をのんで見守ろう。

　下手につっついて俺も[image: ]られたら嫌だし（本音）。

　俺は女性陣から離れたところまで移動すると、水浸しになった体をブルブルと振って水気を払う。しぶきが飛んだらみんなが濡ぬれちゃうからね。

「ちゅー!?（な、なんじゃー!?）」

　体を振った勢いでレンが空高く飛んでいく。

「わふっ（オーライオーライ……、はいキャッチ）」

　たてがみで受け止めて、そのまま木陰で涼む馬たちのところへ向かう。

「ちゅー……（なにをするんじゃー……）」

「わふわふ（ちゃんと受け止めただろ。いつまでも寝てるお前が悪い）」

　ペットの俺より惰眠を貪ることは許されんのだ。

「わふん（よっ、お二人さん。お疲れさん。あと、いつも夜中に騒いで悪いな）」

　骸骨たちが夜になると攻めてくるのが悪いとはいえ、安眠妨害も甚だしいだろう。

「ブルル（なんのなんの、ファルクス家の馬たるもの、あの程度で動じはせんよ）」

「ヒヒン（メアの前で格好悪いところは見せられませんものねえ、じいさんや）」

「ブルル（お前はいつも一言多いんだ……まったく……）」

　熟年夫婦って感じだなぁ。仲が良いのは素直にうらやましいぜ。

「ちゅー（わしらもいずれはこういう関係になりたいもんじゃのう）」

「わふっ（友人としてなら大歓迎だぞ）」

「ちゅー！（イヤなのじゃ！　睦むつみ合うのじゃ！　わしは子だくさんの家族を所望するのじゃ！）」

　物理的に不可能だと思います。

「わん（メアはどうだ？　うちには慣れたか？）」

「もっしゃもっしゃ（え？　なんですもしゃ？　何か言いもしゃもしゃ？）」

　雑草を口にめいっぱい頰ほお張ばったメアが顔を上げる。

「わふ……（食うかしゃべるかどっちかにしろ……。てか、お前も大概食い意地張ってるよな……）」

　うちにいる穀ごく潰つぶしはこんな奴ばっかりか。

「わふ（その様子じゃ、うちで暮らすのは問題なさそうだな）」

　おっさんにも荷馬車役として重宝されてるし、ゼノビアちゃんにも気に入られてるみたいだし。

　当家の仲間としてしっかりと受け入れられている。

　……あれ？　もしかしてメアって俺より評価高くない？

「ヒヒーン（ボク、今とっても幸せです。ご飯は美お味いしいし、みんな優しくしてくれるし。昔のことは覚えてないですけど、きっと今が一番幸せだと思います！）」

「ブルル（うむうむ、お前の過去がどうであれ、今やもうファルクス家の一員だ。ずっとここにいなさい）」

「ヒヒン（ええ、私たちも娘が出来たみたいでとても嬉しいわ）」

「ヒ、ヒヒン（ぼ、ボク、ここにいても良いんですか）」

「ブルル（当たり前だろう）」

「ヒヒン（ええ、家族になりましょう）」

　夫妻の暖かなまなざしに、メアの目から涙がぽろぽろとこぼれた。

「ヒ、ヒヒン……（ぼ、ボク……ボクは……う、うう……。ボク、ボク……嬉うれしくて、とても嬉しくて……）」

「わふっ（へっ。泣かせるじゃねえの）」

　俺に指があったら鼻の下をこすってるところだぜ。

「ちゅー（おい、ぬし様よ）」

「わふっ（なんだよ。今良いところなのに邪魔するなよ）」

「ちゅー（いや、こやつの体が透けてきておるが、放っておいて良いのか？）」

「わふっ!?（えっ!?）」

　レンに言われてメアを見やると、確かに体が透けてきている。

「ヒヒン（ボク、本当に幸せです……。ああ、なんだか眠たくなってきて、心も体も軽く……）」

「わんわん！（こ、こいつ満足して成仏しようとしてるー!?　れ、レンー！　急げー！　間に合わなくなっても知らんぞー！）」

「ちゅー……（やれやれ、この調子じゃと、何か嬉しいことがあるたびに昇天しおるぞ、こやつ……）」

　変化の術重ねがけの強制成仏キャンセルで、事なきを得たのだった。
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　湖から帰ってきて、夕方になり、夕飯が済んで夜になった。

　昼間にたくさん遊んだせいか、お嬢様はぐっすりお休みだ。

　俺はベッドからこっそり忍び出る。

「むにゃ……ロウタぁ……駄目ですよう……」

　おっと、起こしちゃったか？

「噴水は食べられませんよう……うふふ……」

　なんだ寝言か。

　お嬢様、流石さすがの俺でも噴水は食べないっす。いくら何でも石をかじる趣味はない。同じ固いなら骨を食う。骨、美味し。

　はだけた布団をかけ直してやり、俺は静かに部屋を出る。

　迷宮は全部潰したから大丈夫だと思うが、念のため今日も畑の見回りだ。

　どうもあの骸骨たちは、迷宮とは別口の気がしてしょうがないんだよな。

　知能が高いというか、メアを取り戻そうとしてるのも誰かの命令っぽいし、迷宮からやってきたと言われると違和感がある。

　あと、気になってるのが、最初に来た骸骨が言ってた死霊導師って言葉。

　あれってたしか、お嬢様が読んでくれたおとぎ話に出てくるやつじゃなかったっけ。

　勇者に倒された魔王の手下、だったよな。めっちゃうろ覚えだけど、そんなことが書いてあったはず。

「わふ……（え、やばくない？　魔王の手下とか、手に負える相手じゃないと思うんですけど……）」

　俺の勘違いであって欲しい。

「ちゅー（ふん、魔王の手下なんぞ。ぬし様の足元にも及ばぬのじゃ。そんな取るに足らぬ相手など、ひと嚙かみで絶殺よ）」

　レンが毛皮から顔を出して、鼻息を荒くしている。

　まぁ、いざとなったらレンに倒して貰もらえば良いか。

　うちのメンタル最弱ネズミは、フィジカル最強ドラゴンだからな。やばくなったら押しつけよう。

　頑張れレン。俺のペットライフはお前の両肩にかかっているぞ。

「くんくん（ん？　なんだ、なんか良い匂いがする……？）」

　お屋敷を出ようとしたところで、ふと良い匂いが鼻をかすめた。

　これはお肉、お肉様の匂いだ。

　昨日食べた生肉とは違う、きちんと焼かれて調理された芳ほう醇じゆんな香りがする。

　そしてかすかに混ざる洋酒の甘い匂い。

　ピンときた。

「わふわふ！（こいつは、夜食の気配がするぜー！）」

「ちゅー（おい、ぬし様や。畑には行かなくて良いのか？）」

　む、畑か。

　確かに、あっちも放ってはおけないな。

　ならば、答えは一つ。

「わふっ（お前だけ先に行っててくれ）」

「ち、ちゅー!?（な、なに!?）」

「わふん（大丈夫大丈夫、ナフラも先に行ってるはずだから、怖くない怖くない）」

「ちゅー！（わしは夜中にひとりで厠かわやへ行けぬ幼子か！　そういう問題ではなく、ちょ、ぬし様、本当に、お、おい──）」

「わふー（行ってらっしゃーい）」

　窓を開けて、頭を振って、レンを外へ落とす。

「ちゅーちゅー！（ぬし様ー！　戻ったらひどいのじゃからのー！）」

　芝生に落ちたレンが叫んでいるが、気にしない。

　俺の思考はもうこの匂いの元をたどることで埋め尽くされている。

　迷宮の匂いなんかよりよっぽど逆らえない。

「わふー！（行くぜー！　お夜食に突撃じゃー！）」

　こんな時間にお酒飲んでる人なんて、心当たりはひとりしかいない。

「わふわふん！（パパさーん！　尿酸値高めのパパさーん！　ヘカーテにバラされたくなかったら、俺にもお夜食ちょうだいなー！）」

　ダッシュで階段を駆け上がって、パパさんの書斎の前でわんわん吠ほえる。

　ややあってドアから顔を出したのは──

「もう嗅ぎつけてきやがったのか。まったくおめぇは目ざといやつだなぁ。いや、鼻ざといか？」

　──苦笑するジェイムズのおっさんだった。

　珍しく私服で、黒いワイシャツが似合っている。首元のボタンがはだけててワイルドだぜ。

「わふ？（あれ？　おっさんもお夜食？）」

「まぁ、入れよ。珍しく男だけの集まりだ」

　おっさんに招き入れられると、書斎のソファーにパパさんが腰掛けている。

「おお、ロウタ。来ると思っていたよ」

　やや顔を赤らめたパパさんが、酒杯を掲げて俺を歓迎してくれる。

「旦那様、お代わりはどうです？」

「ああ、頂こう」

　おっさんは背の高い円柱状のグラスにたっぷり氷を入れると、琥こ珀はく色いろの酒を少し注そそぎ、マドラーで混ぜて酒をしっかり冷やした後、さらに上から水を足していく。

　シュワシュワと音を立てるそれは、この間取りに行った炭酸水だろう。

　最後にカットしたレモンを差し、もう一度マドラーで軽く混ぜる。

　なんか、格好が違うとコックよりもむしろバーテン、というか、ベテランホストみたいだな。大人の色気がすごい。

「わ、わふっ（って、それはハイボール的なやつじゃないですか！　わいにも！　わいにもおくれおっさん！）」

「なんだよ、お前も飲んべえかよ。ちょっと待て、深皿の方が飲みやすいだろ」

「わふん（やったぜ）」

　おっさんが俺にもハイボールを作ってくれる。

　皿に入れたせいで、見た目がスープみたいになってるが、俺は気にしない。飲めれば良かろうなのだ。

「どうぞ、旦那様」

「ああ、ありがとう。それからジェイムズ、この場では敬語はいらない。昔のように語らおうじゃないか」

「……まぁ、他の使用人もいませんし。……分かったぜ、ガンドルフ。じゃあ、今日は無礼講ということで」

　二人はグラスを合わせて、チンと鳴らす。

　ナイスミドルが二人。絵になるのう。

　俺は乾杯出来ないので、気にせず皿に顔を突っ込む。

　ゴクゴク。プハー。

「わふー（うまー。アルコールに角がないって言うか、まろやかな口当たりでのどごし爽やかだわぁ。完璧な配合比やでおっさん）」

　ハイボール一つ作るのにも腕が光っている。

「ほれ、つまみもちゃんと食えよ。胃に悪いからな」

　そう言って差し出された皿に載っているのは、薄くスライスされた赤身肉だ。

「わ、わふっ（こ、この鮮やかな色は、もしや……!?）」

「ローストビーフ、いやローストボアか？　熟成が済んだんでな。試しに作ってみたんだが、まずは俺たちだけで味見だ。他の奴らにゃ内緒だぞ」

　しーっとウインクするおっさんのイケメン具合よ。惚ほれてまうやろー。

「ほう、これは美味い。ソースがかかっていないが、味はしっかりしているな」

「肉を寝かして熱を通すときに、適温に温めた調味液に漬けてあるのさ。普通マリネは先にやるもんなんだが、肉は冷えていくときに汁を吸うからな。応用だ応用」

「がっふがっふ！（う、うめぇぇぇぇ!!　ていうか、何なのこの柔らかさ!?　赤身肉なのに口の中で溶けるんだけど!?）」

　おっさんは子供のように無邪気な笑顔で、俺たちに語って聞かせてくれる。

「へっへ、こいつにはお前らが今飲んでる炭酸水が使ってあるんだぜ」

「わふっ？（えっ、炭酸水って料理に使えるもんなんだ？）」

　そう言えばおっさんが前に何か言ってたような気もするが、食うのに夢中でちゃんと聞いてなかった。

　炭酸水が料理に……、前世はコンビニ飯で済ませていた俺には、理解の及ばない領域だ。

「焼く前に半時間ほど浸しておくとな、肉のタンパク質と酸性の炭酸水が反応して柔らかく仕上がるんだ。あと単純に水を染みこませると、焼くときに蒸発する分の水分を前もって補充しておけるから、瑞みず々みずしく仕上がるって寸法だ」

「ほう、料理のことはよく分からないが、流石さすがだなジェイムズ。料理にそこまで探究心と熱意を持って臨む料理人は、お前以外に見たことがない。王はまったくもったいないことをしたものだ」

　あー、おっさんってなんか問題を起こしてこのお屋敷に来たんだっけ？　元は王宮の料理長って言ってたな。どっかでそんなことを話していた気がする。

「へっ、どこにいたって、食ってくれる奴がいりゃあ、俺は料理人よ。宮廷なんぞ肩がこっちまうだけだったしな。今の方がよっぽど楽しくやれてるぜ」

「それは良かった。お前を誘った甲か斐いがあったというものだ」

「まぁ、お前が助けてくれなきゃ、そもそも料理人を続ける前に死んでたんだがな」

　首をちょんちょんと手刀で叩くと、おっさんとパパさんは爆笑した。

「わふ……（おいおい……）」

　全然笑い事じゃないよ。処刑されかけてるじゃん。

「処刑と言えば、昔、食材を盗んで大変な目に遭ったことがあったな」

「ああ、お前が丁でつ稚ちに行ってた大おお店だなの話か。あそこのオーナーがクソむかつくヤツでよ」

「そうだ、思い出してきたぞ。ジェイムズがあのデブめちょっとは瘦せろなどと言って、仕入れたばかりの肉をまるごと盗み出したんだったな」

「まぁ、すぐに見つかったんだけどな。あのとき、マリアンナ様が助けてくれなかったらどうなってたことやら」

　二人はかなり古い知り合いだったんだな。二人しか知らない昔話に花を咲かせている。

「あの騒ぎがなければ、私も妻と会うことはなかっただろうなぁ」

「懐かしい話だぜ。メアリお嬢様も年々マリアンナ様に似てきたよなぁ。ありゃあ、とんでもない美人になるぞ」

「……う、ううっ、メアリもいつか誰かの妻になる日が来るのだろうか……!?」

「おいおい、泣くなよ。まだまだ先の話だろ。飲め飲め。今日は一晩中付き合ってやるからよ」

　マリアンナって初めて出てきた名前だな。お嬢様のお母さんみたいだが、俺は会ったことがないし、話から察するにもう亡くなってるっぽいな。

　お嬢様の寂さみしがり屋やなところも、早くに母親を亡くしてるからなのかもしれないなぁ。

　明日はいつもよりもっとモフモフさせてあげよう。

　ペットの俺に出来ることはそれぐらいのもんよ。

「……む？　ジェイムズ、何か聞こえないか？」

「あん？」

　パパさんが鼻をすすりながら、顔を上げる。

「遠くで何かを叩たたきつけるような音が……ほら、また聞こえた……」

「俺には全然聞こえねえぞ。酔っ払って幻聴でも聞こえてるんじゃないだろうな？」

「う、ううむ。そこまで飲んでいるわけでは無いと思うが。確かに聞こえるんだがなぁ。びたーんびたーんと……」

　うん、パパさん、正解。

　畑のことを忘れてたわ。

　どうやら今日もおいでなすったらしい。

　飲み会はここまでのようだ。騒ぎになる前に終わらせないと。

　俺は首をかしげる二人を置いて、部屋を出る。

　尻尾でパタンとドアを閉じて、二階の窓から飛び降りた。

　そのまま助走を付けて屋敷の塀を跳び越え、一直線に畑へ向かう。

　地面を叩くレンの尻尾の音はだんだんと大きくなり、畑に着いたとき、俺は絶叫した。

「わ、わふぅぅぅぅぅっ!?（め、めっちゃいるうううううっ!?）」

　月に照らされる無数の骸骨。

　その数はもはや軍団だ。

「バヒヒヒヒヒーン!!（お化け怖い、お化け怖いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!）」

　お化けはお前もだけどな。

　怯おびえるメアの厩きゆう舎しやを通り過ぎて、骸骨と戦うレンたちのところへ向かう。

「ちゅー！（遅いぞぬし様！　何をやっていた!?）」

　すいません。男の集いを楽しんでいました。

「にゃー！（あっ、ロウタさん、口に食べかす付けてるー！　私たちに働かせて、自分だけお夜食なんてずるいー！）」

「わ、わふっ（こ、こっちに構ってる場合か！　前、前！）」

「にゃふ？（ほえ？）」

　きょとんとするナフラの背後に骸骨が迫っていた。

　錆さびた槍やりを振りかぶり、ナフラに突き刺す直前、間一髪で俺が間に合う。

　股の下にナフラを隠し、背中で骸骨たちの攻撃から守った。

　槍は俺の毛皮ではじかれ、ダメージを一切通さない。

「わふっ（痛くねえけど、怖えな、これ！）」

「にゃー（はわわ、ありがとうございます、ロウタさん）」

「ちゅー！（貴様らっ！　わしの亭主に何をしおるか！）」

　へし折れた武器が彼方かなたへ飛んでいき、次の瞬間レンの尻尾に骸骨が叩たたき潰つぶされる。

　しかし、数が数だ。どんどんこちらへ向かって突撃してくる。

「ちゅーっ!!（ええい、鬱陶しい!!）」

　縦の叩き潰しでは埒らちが明かないと判断したのか、レンは尻尾を横になぎ払う。

　骸骨たちは木っ端微み塵じんに砕けるが、しばらくするとまた復活し始めてしまうだろう。

　しかもこれだけの大軍だ。戦力的に大丈夫なのだろうか。

「ちゅーっ！（ふんっ、雑ざ魚こが何匹集まろうとも、雑魚は雑魚じゃ！）」

　レンが俺の頭に登ってきて、仁王立ちする。

「わふーっ（ひゅーっ、さすがレンさんだぜー！　頼もしすぎるぅ！）」

　よし行け、当家の暴力装置一号！

　ちなみに二号はゼノビアちゃんだ。

　今頃はお屋敷でスヤスヤだろうけど。

　元冒険者のくせに、魔物退治のときはいつも役に立たないのがゼノビアちゃんだから、仕方がない。来られても俺たちが魔物ってバレちゃうから来なくて正解なんだけども。

「ちゅー！（何を言うとる！　ぬし様も手伝わぬか！）」

「にゃーん（そうですよう。ほらあのすごい魔法でズバーッとなぎ払っちゃってくださいよう！）」

「わふっ！（あほ！　そんなことしたら畑とか森が消滅するだろうが！　お屋敷の人たちにここで戦ってることがバレちゃうだろ！）」

　それが原因で俺のペットライフが終わったらどうしてくれる。

「わふわふ！（レンを見ろ！　未だに変化を解かずに、尻尾だけで戦ってるだろう！　あれは騒ぎにならないよう、気を使ってだな──）」

「ちゅちゅー！（おお、忘れておった！　竜の姿に戻れば力は倍増じゃ！　いっそのことわしの焼滅魔法で焼き払ってくれようか！）」

　気を使ってたわけじゃなかった。ネズミでいる時間が長すぎて、自分がドラゴンということを忘れていただけだった。

「わおーん!!（うおー！　やめろー！　森が焼け野原になっちまうー!!）」

「ＧＡＲＯＲＯＲＯ！（ええい、止めるな、ぬし様よ！　こやつらまとめて焼き滅ぼしてくれるわ!!）」

「わんわん！（やめてー！　まじでやめてー！　俺のペットライフが終わっちゃうー！）」

　変化を解いた脳筋ドラゴンを必死に押しとどめていると、骸骨に黒い影が飛びついた。

　勢いよく押し倒して、頭を嚙かみ砕くだいたその者は──

「ガウッ！（遅くなりました、王よ！）」

　ガロを筆頭とする、魔ま狼ろう族だった。

「わん！（おお、みんな！　来てくれたのか！）」

「ガウッ！（当然にございます！　王のおられるところすべて馳はせ参さんじますぞ！　先日のような失態はもう二度と！）」

　骸骨の大軍に匹敵する魔狼族の群れが、次々と骸骨へ突進していく。

「わんわん！（気をつけろ！　こいつら、魔力が切れない限り、何度でも復活するんだ！　倒したと思って油断しないでくれ！）」

「ガウガウッ！（聞いたな皆の者！　王は確実な殲せん滅めつをお望みだ！　殺して殺して鏖おう殺さつせしめよ！）」

　……いや、そこまで物騒なことは言ってないけども……。

「「「ガウガウガウ!!（殺せ！　殺せ！　殺せ！）」」」

　雄お叫たけびを上げた魔狼たちが骸骨たちを押し返していく。

　うわあ、頼もしいわぁ。頼もしすぎておしっこ漏らしそうだわぁ。

　牙を剝むいて鼻筋にシワを寄せるオオカミってめっちゃ怖い。

　しかし、戦いに怯えている場合ではない。確認しなくてはならないことがある。

「わんわん！（なぁガロ！　迷宮樹はちゃんと全部潰したんだよな！）」

　斬りかかってくる骸骨の鎌を、俺の毛皮がはじき返し、その隙にガロが骸骨の首を嚙かみ砕く。

「ガウッ！（はいっ、間違いなく！　森の魔に溺れし魔物の数も減っております！）」

　じゃあ、やっぱりこいつら別口か。

　死霊導師ってやつが黒幕に違いない。

「わんわん！（よーし、みんな！　とにかくこいつらを倒しちゃうぞ！　お屋敷のみんなが気づく前にな！）」

「「「ガウッ！（ははっ！）」」」

　狩りの達人たる魔狼族たちの力添えもあって、時間はかかったが、なんとか骸骨たちを撃退できたのだった。
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「な、ナイトメア、貴様、何な故ぜ、死霊導師様の元へ戻らない……？」

　最後に残った骸骨が、体を崩壊させながら、厩舎から顔を覗のぞかせるメアに腕を伸ばす。

「ヒヒーン！（ひ、ひええ、死霊導師様って誰ですか！　こ、来ないでくださいー！）」

「ＧＡＲＯＲＯ！（ふんっ!!）」

　怯えるメアを遮るようにレンが立ち塞がり、骸骨を前足で叩き潰す。

「わふー（あー、そいつは生かしといて、情報聞き出そうと思ってたのに）」

「ＧＡＲＯＲＯ（忠誠心の高い兵に尋問など無駄じゃ。万が一聞き出せたとして、敵の情報の真偽を測る方法もない。自分の目で確かめるのが最良じゃ）」

　レンが賢いことゆってる。実際その通りなので、反論のしようもないが。

「わんわん（つーても、こいつらがどこから来てるかくらいは知りたかったな……）」

「ガウガウ（王、どうやらこの骸骨ども、東の地からやってきているようです）」

「わふん？（分かるのか？）」

「ガウ（はっ、我ら魔狼族の鼻ならば、匂いの痕跡を遡ってたどり着けるかと）」

　整列した魔狼族たちが、任せろとばかりにひと吠ほえする。

　みんなほんと頼りになるなぁ。またご褒美期待してて良いんだからね。

「ＧＡＲＯＲＯ！（ようし、行くぞぬし様！　諸悪の根源を滅ぼしてくれる！）」

　えー、めんどいー。と言いたいところだが、すでにパパさんが騒ぎを聞きつけてるし、今日は酔っ払ってたから良かったものの、明日も大軍で来られたら今度こそ見つかってしまう。

　やるなら今日中に決着をつけねばならないだろう。

「わふー……（しかし死霊導師か……。本に書いてたことが事実だとしたら、それって魔王の幹部のことなんだよな）」

　どう考えても勝てない気がするんだけど。

「ＧＡＲＯ（ふっ、魔王の手下ごとき、ぬし様の敵ではないのじゃ）」

「ガウガウ（竜の姫に同意します。ロウタ様に敵はおりません）」

　ううっ、キラキラとした信頼の視線が痛いっ。

　ここにいるのはただの子犬で、中身は元社畜ですよ。

　いったいどこからその信頼が湧いてくるのか。

　俺、お前らの前で良いところ見せたこととか、ない気がするんだけど。

　しかし、ここでなんとかしないと、どのみち俺のペットライフは終わってしまう。

「わふ……（はぁもう、やりたくないけど、やるしかないか……）」

　俺はただ平穏で怠惰な生活が送りたいだけなのに、どうしてこう次から次へと問題が降りかかってくるのか。

　大体あのゆるふわ女神が人の話を聞かないのが悪い。

　今度会ったら、絶対文句言ってやる。

「ガウ！（皆！　王のご出征だ！　隊たい伍ごを組め！）」

「「「ガウガウガウ！（王よ！　王よ！　我らを存分にお使いください！）」」」

　二列縦隊になった魔狼たちが、俺を先導するように森へ分け入っていく。

「ちゅー（飛んでいくと屋敷の連中に見つかるかもしれんな）」

　ネズミの姿になったレンが体を駆け上がって俺の頭に着席する。

「にゃー（じゃあ、ナフラめも失礼してー）」

　ナフラは俺の背中に飛び乗って、箱座りする。

「わふわふ（お前ら、自分で歩くという発想はないのか）」

「ちゅー（さっきまで暴れ回っておったんじゃ。少しは休ませんか。まぁ、ぬし様が戦わずにわしらの後ろで構えていたのは、敵を威圧して畑と馬たちを守るためなのは分かっておったがな）」

　いえ、普通に怖かったので下がってただけです。

　完全に過大評価です。

「ヒ、ヒヒン（み、みなさん）」

「わふ？（なんだ？）」

「ヒヒンヒヒン！（どうして……、どうしてボクを守ってくれるんですか？　あのお化けさんたちはボクのせいで、ここへやって来てるのに……！　それに、もしかしたらボク、あの人たちの仲間かも知れない！）」

　最後の骸骨の言葉が気になっているらしい。

　死霊導師の元へ『戻る』って言ってたもんな。仲間なのかは別にしても、メアがそいつのところから来たのは間違いなさそうだ。

「わん（いや、今は違うじゃん）」

「ヒン……？（え……？）」

「わんわん（お前は今、ファルクス家の馬なんだろ。だったら、あいつらの仲間じゃねーじゃん）」

「ちゅー（そうじゃ、駄馬とは言え、もはやおぬしはわしらの身内、見捨てはせんのじゃ）」

「にゃーん（右に同じですー）」

　レンとナフラが、俺に続いて何を今更といった顔をする。

「ヒヒン……（で、でも……）」

「わふん！（つーか、お前にはまだ畑泥棒の貸しがあるんだからな！　ちゃんと働いて返せよ！）」

　大事な労働力であるメアがいなくなったら、おっさんに何を言われるか。

　ゼノビアちゃんだって『お前が食ったんだろう』とか言って疑うんだ。間違いない。

　絶対、逃がさんぞ。

「ヒ、ヒヒン……（ボク、ここにいても良いんですか……？）」

　声をうわずらせるメアに、両隣からイルーシブ夫妻が鼻を寄せる。

「ブルル（当たり前じゃないか）」

「ヒヒン（私たち、もう家族でしょう）」

「ヒ、ヒヒン……（お、おじさん……おばさん……）」

　メアは涙を溜ためた瞳をぎゅっと閉じると、強く目を見開く。

「ヒヒン！（ロウタさん！　ボクも一緒に連れて行ってください！）」

「わふ？（おお？　いいけど、怖いんじゃないのか？）」

　俺以上にビビりのこいつが、そんなことを言い出すとは思ってなかった。

「ヒヒン！（ボクはボクが何者なのか知りたいです。そしてその上で皆さんと一緒にいたいです！　だから、死霊導師さんにこんなことはやめるように言います！）」

「わふ（ふーむ）」

　やめろと言ったところで相手が聞くとは思えんけど、メアが自分のことを知りたいって言うなら、断る理由はない。

　一回は逃げ出してきてるんだし、やばくなったら全力で逃げるか。

　逃げるなら、もちろん俺もついて行く所存だぜ。

「わふっ（んじゃあ、行くか）」

「ヒヒーン！（はい！）」

　先導するガロたちの後を追って、俺たちは森の東へ向けて出発した。
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　俺たちは骸骨たちの痕跡をたどり、夜の森を駆け抜ける。

「ガウッ！（王よ、匂いが強くなっております！　おそらくこの先に敵が！）」

「わんわん（おお、まじか。相手がヤバそうなら無理せず逃げるから、みんな準備しとけよ）」

「ガウガウ！（王陛下！　我ら魔ま狼ろう族に敵を前にして敗走する弱兵などおりませぬ！　どうぞご存分にお使いください！）」

　バルも来てたのか。

　ガロのお目付役っぽい老狼が併走してきて、俺に力強く答える。

「わふ……（いや、弱兵ならここに一匹いるんだけども……）」

　どうも、ロウタです。敗走したい弱兵です。

　俺のつぶやきは向かい風に流されて、魔狼たちの耳には届かない。

　いっそ届いてしまった方が良かったんじゃなかろうか。

　君たちが期待するほど、俺そんなに強くないと思うよ。

「ガウッ！（あそこです！　王よ！）」

　茂みを抜けて飛び出した先には、ただの草原があった。

「ガ、ガウ……？（な、なに……？）」

　本当にただの草原だ。誰もそこにはいなかった。

　敵が待ち構えていると思っていたのに、拍子抜けだ。

　匂いは確かにここが発生源なのか、魔狼族たちは鼻を地面に近づけ混乱した様子で匂いを嗅ぎ回っている。

「ちゅー（ううむ、この場所、何やら怪しいぞ）」

　レンが難しげにうなっている。

「わふっ（怪しいって何が。見た感じ、何もないみたいだけど）」

「ちゅちゅー（気配はすれども、姿は見えずと言ったところじゃ。幻術の類いか……？）」

　相手は魔王軍幹部だけあって、ただ者ではないようだ。

　敵が罠わなを張っている可能性もあるし、あまり長く居座るのは危険だろうか。

　一回ここを離れた方が良いかもしれない。

「あらぁ、遅かったわねぇ」

　唐突に声が聞こえ、みんなが一斉にそちらを向く。

「ガウ！（おのれ、なにやつ！）」

　草原の真ん中で、縁の広い三角帽子を押さえて立つ存在に、ガロが吠ほえ立てる。

「わふっ（いや、なにやつって、ヘカーテじゃん）」

　いつも唐突に現れるので、俺は慣れたものだ。

　あるときは当家の主治医、あるときは知的な森の魔女、しかしてその実体は！

　ただの飲んべえエルフのヘカーテ・ルルアルス、その人である。

「グルル（妖しい魔女め……。王のご命令さえなければ嚙かみ殺してやるものを……）」

「わふっ（やめいて。同じ森の仲間でしょ、仲良くしなさい。めっ）」

「きゅーん（は、はい……）」

　牙を剝むくガロを大人しくさせ、ヘカーテのところへ進む。

「わふっ（よお、ヘカーテ、最近見なかったけど忙しかったのか？）」

　工房にこもりっきりってナフラが言ってたけど、用事は済んだのだろうか。

「ロウタくんは相変わらずねえ。疑うという言葉を知らないのかしら？　本当に大物だわぁ」

　何を言っているのか分からない。

　久しぶりに会った友人に挨拶したのがそんなにおかしいのだろうか。

　嬉うれしそうに笑う魔女様の考えていることはよく分からない。

「わふわふ（お前がここにいるってことは、事情は把握済みってところか？）」

「ええ、そうねぇ。多分このあたりで困ることになると思ってたから、待ってたのよ」

　相変わらず未来でも見てきたかのような、全知っぷりである。

「ちゅー！（ええい、勿もつ体たいぶるでない！　我らは朝までに事を終えねばならぬのじゃ！　知っていることがあるなら教えぬか！）」

「せっかちねぇ。貴方あなたたちの目的の場所が見つからないのは、探してる場所が浅いから」

　浅い。浅いって何だ。地下深くにでもあるってことだろうか。

「正確には、結界による空間異相ねえ。普通に探したんじゃ絶対に見つからないわぁ。同じ場所だけど、異なる世界にいるって言えば分かりやすいかしらぁ」

「ちゅー（結界か……。わしはその手の魔法はあまり詳しくはないからのう。見破れんかったのはそういう訳じゃったか……）」

「にゅー（レン様、いつも力押しですもんねー。習得してる魔法、ほとんど攻撃魔法に偏ってそう）」

「ち、ちゅー！（な、なにおう！　変化の魔法とか使えとるじゃろうが！　あれも高等魔法なんじゃぞ！）」

「に、にゃーん！（ぼ、暴力反対ですー）」

　ネズミにいじめられる猫ってどうなんだと思いつつ、話が脱線する前に訊たずねる。

「わんわん（結界って言うのは分かった。それを破るにはどうすれば良いんだ？）」

「私が術式を解いて解除しても良いのだけど、時間はかかるわねえ」

「わふっ（そりゃ駄目だ。朝までに帰らないと）」

　お嬢様が寂しがるし。

「だったらぁ、力尽くで破るしかないわねぇ。結界を遥はるかに上回る魔力で押し流せば、相手を引きずり出せるわぁ。そう、この中でそれだけの魔法を撃てるのは……」

　その言葉に、みんなの視線が俺に集まる。

　俺ですよねー。

　ゲロビームの出番がやって来たようだ。
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「遅い……！　皆さん、何な故ぜ帰ってこないのです……！」

　死霊導師リッチーは焦じれていた。

　信じて送り出した骸骨兵が粉微み塵じんにされているとは知らず、石座の肘置きを骨の指先でカツカツと鳴らす。

「あれだけの数の兵が、まさか全滅したというのですか……？　そんな馬鹿な……。そのようなこと、勇者でもなければ不可能です」

　そこまで言ってある考えに至ったのか、リッチーははっとして顔を上げた。

「！　まさかもう、今代の勇者が覚醒している!?　いけません。これはもうナイトメアを探している場合ではない。この墓地が見つかる前に、場所を移さないと……」

　リッチーが根城にしている墓地は、彼の魔力の源であり、多くの骸骨兵が眠る地だ。

　結界によって空間をずらし、かつ地下に埋設することで誰からも見つからない仕組みになっている。

　この墓地にリッチーがいる限り、不死の軍団を無限に生み出し続けることが可能なのだ。

　この墓地は来たるべき人間界侵略のための兵を生み出す重要拠点。魔王様が復活するまで、絶対に死守せねばならない。

　一刻の猶予もなかった。勇者とおぼしき存在がここを嗅ぎつける前に移動させなければならない。

「い、急がなければ……！」

　錫しやく杖じようを掲げ、墓地転送の術式を発動しようとしたところで、どんよりとくすんだ空に亀裂が走った。

「な、なんと──」

　異界化したこの場所へ正式な手続きもなく侵入してくるなど、いったいどれほどの魔力を撃ち込んできたのか。

　それを知る前に、天上から降り注いだ光の柱がリッチーの巨体を貫いた。
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「ガルルルオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォンっ!!（お邪魔しまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっす!!）」

　ヘカーテの指示で、草原中央から真下へ向かってゲロビームを吐き出す。

　光の柱は草原を貫き、その下の土と岩盤を貫き、まだ下へと伸びていく。

　自分でやっといてあれなんだが、大丈夫なのか、これ。

　温泉とかならまだしも、溶岩とか吹き出さないよね？

　周りを見たら、草原に亀裂が走って光が覗のぞいている。

　地面も微妙に揺れ始めたし、このまま撃ち続けて良いものか。

　不安に思って、ヘカーテをチラリと見た瞬間、ガラスが砕けるような音とともに地面が砕けた。

「わ、わふぅぅぅぅぅぅっ!?（え、えええええええっ!?）」

　足場が崩れたと思った瞬間、浮遊感に俺はびっくりする。

　草原のすぐ下には土ではなく、空があった。

　紫色の雲が漂う空を俺たちは落下していく。

「が、ガウ!?（こ、これは!?）」

「バヒヒヒヒィィィィィィィン!?（ひ、ひええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?）」

「にゃあぁぁぁぁっ!?（お、落ちちゃいますぅぅぅぅぅぅっ!?）」

「ちゅうぅぅぅぅっ！（ぬ、ぬし様よ！　早くなんとかするのじゃぁぁぁぁぁっ！）」

「わふうぅぅぅぅっ！（むしろお前がなんとかしろよ、ドラゴンだろ！　飛べよおぉぉぉぉぉぉっ！）」

　異なる世界ってこういうことかよ。

　まさか空間ごと別の場所になってるとは思わなかった。

　突然空中に放り出された俺たちは、とっさの出来事に対応の仕方も思いつかず、真っ逆さまに落ちていく。

　地面はもうすぐそこだ。

　へその部分がきゅっとして、今にも失禁しそうである。

「はいはい、みんな大人しくしててねぇ」

　同じく落下するヘカーテが、スカートを押さえながら杖つえを振るう。

「わ、わふー……（お、おおお……）」

　全員の落下速度が急激に遅くなった。

　これは、浮遊魔法か。

「ちゅー……（た、助かったのじゃ……）」

「にゃーん（流石さすがご主人様ですー）」

「ぐ、グルル……（くっ、魔女に借りを作るとは、不覚……！）」

「バヒヒィィン！　バヒヒィィン！（落ちるの怖い！　落ちるの怖いぃぃぃぃぃぃ！）」

　いやもう着地してるから。

　地面に足が着いているのに、パニックになっているメアに突っ込む。

「わふ……（ここが敵の本拠地か……）」

　不気味な場所だ。

　地面には霧が漂い、空気がよどんでいる。

　そして不ふ揃ぞろいに立ち並ぶいくつもの墓。いったいどれだけの数があるのだろう。

「わぐぐ……（うえ……なんか臭いなぁ、ここ……）」

　ドブ川みたいな匂いがする。

　繊細な箱入りペットの俺には耐えられない悪臭だ。

「これは瘴しよう気きねぇ。常人なら肺が腐るところだけれど、貴方たちなら問題ないでしょう。単純にひどい死臭だから、あまり長居したい場所でもないけれど」

　マジかよ。やめてよ。匂いが移ったらお嬢様に臭いって言われちゃうじゃん。

「わふ！（よし、みんな！　ちゃっちゃと倒して帰ろうぜ！）」

「ガウガウガウ！（王のお望みのままに！）」

　見渡す限りの広い墓地で、仲間たちが威勢良く答える。

「……ちゅー（で？　その敵はどこじゃ？）」

「……わふ？（……あれ？）」

　誰もいないじゃん。

　どうなってるんだ。

「にゃー（そこにロウタさんが空けたっぽい穴がありますよー）」

　ナフラが前足で指す方向には、確かに大穴が空いていた。

　元々は小高い丘だったのだろうが、空から降り注いだビームにえぐられて、巨大なクレーターに変わってしまっている。

　俺たちは円を組んで穴の中をのぞき込む。

「もしかして、敵の大将が運悪くここにいたのかしらねぇ」

「わふわふ……（ははは、まさかそんな……）」

　馬鹿なことはないだろう。

　そんな運の悪いやつおらんでー。

　……いないよね？

　しかし、周囲に敵の気配はない。墓地は静かなものだ。

「ちゅちゅー！（ふはははははは！　敵に何もさせず勝つとは、やはりぬし様は最強なのじゃ！）」

「ガウ……！（さすがです、王よ！）」

「「「ガウガウガウ！（我らが王は最強なり！）」」」

　レンを筆頭に、魔ま狼ろう族が勝利の雄お叫たけびを上げる。

　みんな、勝かち鬨どきを上げてるとこ悪いんだが、そう甘くはなさそうだぞ。

　俺のビビリセンサー、いや、フェンリルとしての感覚が異変を感じ取っている。

　大穴の奥から、ビリビリとした気配を感じるのだ。

「喜ぶには、少ぉし早かったかも知れないわねぇ」

「わふ（あ、やっぱり？）」

　大穴の奥から、ガラガラと硬質の何かがうごめく音が聞こえてくる。

　それは駆け上るように大穴から飛び出してきて、一つの物体を形作った。

「ふ、ふふふ……やってくれましたね……。この私を一瞬とは言え、完全に消滅させるとは……」

　そこに発生したのは、あまりに巨大な骸骨。

　巨人から肉を剝ぎ取ったような、あまりに大きな髑髏されこうべが空に浮かんでいた。

「我が結界を破り、この墓地までやって来たのは見事……。しかしその成功もここまでです……」

　骨の指が錫しやく杖じようを握り、その上をローブが覆う。

　敵の再生は一瞬だった。

「我こそは死霊導師リッチー。不死の軍団を率いる腐脳の使徒！　魔王軍五大魔将たる私に狼ろう藉ぜきを働いて、ただで済むとは思わないことで──」

「ガルオン!!（初手ビーム!!）」

　光の柱がリッチーを飲み込み、消滅させる。

「わふっ（よしっ）」

　やったぜ。

「よ、よしではありません……！　な、名乗っている途中で攻撃を加えてくるとは……！　貴方あなたには正々堂々と戦うという誇りがないのですか……！」

　ないです。

　正々堂々とか犬にでも食わせろ。犬は俺だわ。食べるわ。もぐもぐ。

　それにしても、こいつしぶといな。勝てる気しないんだけど。

　完全に消滅させたはずが、先ほどと同じようにリッチーはすぐさま体を再生させる。

「私の防御障壁をたやすく貫通するこの威力……。まさか究極破壊魔法……!?　こんな強大な魔法を使えるとは、貴方はいったい何者です……!?」

「わんっ！（ペットです！）」

　やけくそになって怒鳴り返す。

「ぺ、ペット……？　何な故ぜペットがここに……？」

　俺が知りたい。

　お屋敷でぐーたらリッチワン生活がなんでこんなところで魔王軍と戦ってるんだよ。

「貴方の存在が何であれ、ここは我が領土！　我が領域！　何度攻撃を受けようとも、この地では私を倒すことなど不可能です！」

　不滅の肉体を見せびらかす両腕を広げ、リッチーは勝ち誇る。

「我が墓地に土足で踏み入ったこと、後悔しなさい！」

　リッチーが錫杖を掲げると、墓地の地面が盛り上がり、何体もの骸骨兵が這はい出てきた。

「わふっ!?（うお、こいつらここから生まれてたのか!?）」

　すごい数だ。

　畑へ攻めてきた骸骨より数が多いかも知れない。

　こいつら魔力が尽きない限り死なないんだろ？

　でもって、ここはこいつらの本拠地だから、無限の魔力で永遠に復活し続けると。

　……あれ、これ詰んでない？

「ガウガウ！（怯ひるむな！　陣を組め！　王をお守りするのだ！）」

　ガロの号令で魔狼たちは陣形を組み、見事なコンビネーションで敵を倒していくが、骸骨はすぐさま復活してしまう。

　俊敏な魔狼たちは骸骨の反撃を上手うまく避よけているが、やつらと違って俺たちは普通に疲れる。

　動きが鈍れば、いずれやられてしまうだろう。時間が経たてば経つほど、こちらが不利になる。

「ＧＡＲＯＲＯＲＯＯＯＮ!!（群がるでない！　鬱陶しいのじゃ！）」

　ドラゴンになったレンが、全身を振り回して骸骨たちを一気に粉砕する。しかし、数が多すぎて焼け石に水だ。

「ＧＡＲＯＯＯＯＯＯＯＯＮ！（まとめて燃え尽きよ！）」

　炎のブレスが周囲を焼き尽くすが、骸骨たちは燃え尽きて灰になっても復活を果たす。やはり時間稼ぎにしかならないようだ。

「にゃー!?（ひ、火の粉がー!?　レン様、もっとあっちで戦ってくださいー！）」

　戦闘能力は皆無のナフラが、飛んでくる火の粉と戦っている。

　なにをやっているんだ……。

「ほほ、結界を破られたときは、どうなることかと思いましたが、やはり貴方たちは勇者とは無関係のようですね……」

　俺と対たい峙じするリッチーが安心したようにつぶやく。

　勇者ってなんの話だ？

　勇者と言えば、やはりお嬢様の読んでくれたおとぎ話が出てくる。

　俺と同じ名前の英雄ロウタ。

　魔王の幹部であるこいつが、おとぎ話ではなく実在してたということは、他の幹部や魔王も実在してるってことか？

　だとすると、こいつが恐れる勇者もこの時代にいるということなのだろうか。

「わふ？（あれ、勇者いるんだよね？）」

　いるんだったら、勇者が来なさいよ！　お前の倒すべき敵がここにいるぞ！　なんでペットの俺が戦ってるんだよ!?

　職務怠慢も甚だしいぞ。

「勇者がいないのであれば、貴方たちなど敵ではありません。殺した後は死霊として蘇よみがえらせ、我が軍団に招き入れてあげましょう！」

　全力でお断りしたい。

　高笑いするリッチーに、俺はじりじりと後退する。

「ひ、ヒヒン！（ま、待ってください！）」

　下がる俺の前に出たのは、臆病なメアだった。

「おお、そこにいるのはナイトメアではないですか。姿が違うので気づきませんでしたよ。戻ってきたのですね」

「ヒヒン！（教えてください！　ボクは誰なんですか！　どうして何も思い出せないんですか！）」

　メアの訴えに、リッチーは動きを止めた。

　しばしの後、カタカタとその頭蓋を揺らし始める。

「ほほ、ほほほほほ。何を言い出すかと思えば、貴方が昔のことを思い出せないのは当然です。貴方は私が造った魔導死霊なのですから。聖女の遺灰と二角獣の骸むくろに呪いをかけて錬成した死霊軍馬。それが貴方です」

　予想していたとおり、メアは元々はこいつらの仲間だった。それもこいつに造られた死霊だったようだ。

「ひ、ヒヒン……？（ぼ、ボクは、何者でもない……？）」

「残念ながら完成した直後に、我々は勇者に封じられてしまいましたからね。貴方は何も覚えていないのではなく、何も知らないのですよ。まぁ、製造者たる私の顔くらいは覚えていると思いましたが、貴方が知っている唯一のことを忘れてしまうなんて、まったく造ってやった甲か斐いのない……」

　嘆くように、リッチーは額に手をやる。

「ヒヒン……（ボクは……ボクは……）」

　事実を知ったメアが、狼狽うろたえるように後ずさる。

「貴方には苦労をかけられましたが、こうして戻ってきたので良しとしましょう。それに、その臆病な性格は魔王様の軍馬には相応ふさわしくありません。今までの記憶は消去し、邪悪で凶暴な性格になる記憶を新たに植え付けてあげましょう」

「ヒ、ヒヒーン……！（いや……、いやです……！　ボクはみんなのこと、忘れたくない……！）」

「駄だ々だをこねるのはやめなさい。そこの者たちが欲しいのなら、ちゃんと始末したあと我が軍団に加えてあげますから」

　巨大な骨の手が、メアをとらえようと伸びてくる。

「ヒヒン……！（ボクは……！）」

　メアをつかむその腕を、俺の破壊魔法が消滅させた。

「……まだ諦めない気ですか」

　消滅した腕を一瞬で再生させたリッチーが、瞳のない眼がん窩かで俺を睨にらんでくる。

　うお、怒ってる。超怖い。失禁しそう。

　だが、言うことは言っとかないと、俺の気が済まない。

「わふわふ（諦めるとか諦めないじゃなくて、こいつはもう俺の身内なんで。勝手に連れて行かれたら困るんだわ）」

「先ほどの話を聞いていましたか？　その馬は元々魔王軍のもの。それも私が造った命を持たぬ道具です。魔物の貴方とも異なる存在ですよ？　そんな者が身内だと？」

「わん（おうよ）」

　ここにいる仲間は、みんな種族も考え方もバラバラだ。

　それでも俺たちは上手くやっている。

　メアの正体が今さら魔王の馬だと言われたところで、それがどうしたという話だ。

「貴方がナイトメアに固執する理由は何ですか？　強い戦力が欲しいのですか？　魔王様に成り代わり世界の支配者にでもなりたいと？」

「わふっ（はっ、小さい小さい。そんなちっぽけな願いで俺が満足するものか。いいか、よく聞け。俺の願いはな──）」

　言葉を切って、息を限界まで吸い込む。

「ガルルルオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン!!（毎日食っちゃ寝しつつ働かずに可愛かわいがられて生きることでそのためには我が家の貴重な労働力であるメアは絶対に必要でこいつには俺の代わりに一生こきつかって働いて貰もらうんじゃああああああああああああっ!!）」

　ふう、すっきり。

　光の奔流がリッチーを飲み込む。

　が、やはりすぐに再生が始まってしまう。

「ど、どっちが小さい願いなのですか!?　我が最高傑作を労働馬あつかいするために欲しいと!?　くだらない！　器の小ささに呆あきれ果はてます!!」

　やかましい。

　俺にとっては最も重要な願いだ。

　気持ちよくペットライフを送るには、もうメアがいなくなって貰っては困るのだ。

　ジェイムズのおっさんも、ゼノビアちゃんも、お嬢様も、イルーシブ夫妻も、お屋敷のみんなも、こいつがいなくなったら悲しむだろう。

　そんな空気の中では、俺は楽しいペットライフを送れない。

「わふわふ！（ちゅーわけで、メア！　勝手に諦めるんじゃねえぞ！　この骸骨どもをとっとと倒して帰る！　これは決定事項だからな！）」

「ひ、ヒヒン……（ろ、ロウタさん……）」

「威勢が良いのは結構ですが、お忘れですか。貴方の魔法では私を倒すことなど不可能だと……！」

　もう再生を終えたリッチーが襲いかかってくる。

「ガルオォォォォオォン！　ガルオォォォォオォン！（何度でも撃ってやらあ！　口からビーム！　口からビーム！）」

「ほほほ、無駄ですよ無駄。ここでは我が魔力は無限。いかに究極破壊魔法といえど、私を滅ぼすことは不可能です！」

　破壊と再生の拮きつ抗こうが崩れ、ついにリッチーの腕が俺を鷲わし摑づかみにしてくる。

「わぐ……（ぐえっ、ちょ、タンマ……！）」

　ダメージはないが、摑まれてしまって身動きが取れない。骨のくせに力が強いぞ。

　俺はリッチーに持ち上げられて、宙づりにされてしまった。

　どうしよう。この状態だと頭ぐらいしか動かせない。

　今から降参して許してもらえないだろうか。

「ロウタくん、お困りかしらぁ」

　真下からヘカーテの声が聞こえた。

　この状況にも焦っている様子が少しもない。

　一方の俺は焦りまくっている。すでにちょっと漏らしている。

「わふわふっ！（お困りお困り！　めっちゃお困り！　どう見ても大ピンチでしょ！）」

　なんか良い方法ないの？　こいつを倒せる素敵な作戦を今すぐプリーズ。

「そうねえ、それじゃあ、ヒントをあげるわぁ」

　ヘカーテはそう言うと、人差し指をピンと立てた。

「ロウタくん、昨日食べたイノシシは美お味いしかった？」

「わふっ？（はあ!?）」

　美味しかったよ。生肉だったけどめっちゃ美味かったよ。

　それが今の状況と何の関係があるというのか。

「残さず食べたかしら？」

「わふっ（食べたよ食べた！　食べました！　骨まで残さず全部美味しく──）」

　骨？

　そうだ。俺たちは骨も食べれる。

　そしてこいつらは骨で出来ている。

　イノシシの骨は美味かった。

　ならば骨で出来ているこいつらも美味いはず。

　完全な三段論法にティンときた。

「強い肉体を持つ魔ま狼ろう族の胃袋の中なら、魔力を遮断できるかもしれないわねぇ。魔力がなければ、再生も出来ないわよねぇ」

　みなまで言うな、ヘカーテよ。理解したぜ。

「貴方あなたたちいったい何を話しているのです。何を企たくらんでも無駄ですよ。今すぐ握りつぶして──」

　言い終えるより早く、俺は大きく口を開いて、リッチーの指に嚙かみついた。

「ぐっ!?」

　痛みがあったのか、それとも体に発生した違和感に気づいたのか、リッチーは俺から手を放した。

　地面に着地した俺は、咥くわえたものをばりばりと咀そ嚼しやくする。

「ぼりぼりばりぼり（この歯ごたえ、にじみ出る旨うま味み……こいつは……美味うまい!!）」

「なぁ!?　わ、私を食った、だと……!?」

　リッチーが驚いて自分の手を見る。

　その指先は再生していない。

　ヘカーテの指摘は大正解だったようだ。

「わんわんわん！（みんな！　こいつらの倒し方が分かったぞ！　簡単だ！　食う！　俺らがいつもやってることだ！　簡単だろう!?」

　みんなも戦いづめでお腹なかが空すいただろう。

　ここにいるのは敵じゃない。

　俺たちのメシだ。

　俺の言葉に、魔狼たちの目がギラリと光る。

「「「じゅるり（エサ？）」」」

　無感情だった骸骨たちが、初めて恐怖で後退した。

　そうだ、見ろ。このデカブツを。

　ごちそうの塊じゃないか。

　獲物を前にした俺たちがやることと言ったら、ただ一つだろう。

「く、来るんじゃありません……！　来るな……！」

　俺たちはじりじりと骸骨たちを追い詰め、包囲を狭めていく。

　そして、大きく口を開けた。

「わぉぉぉぉぉん!!（いただきまああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっす!!）」

「「「ガルルルルル!!（いただきまああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっす!!）」」」

「や、やめろおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　形勢は一気に逆転した。

　俺が率いる魔狼たちは一斉に骸骨の軍団へ飛びかかり、骨の体を貪っていく。

　ばきぼき。ごりごり。ごっくん。

　いやあ、魔力を含んだ骨って美味しいんですね。驚きです。

　この一見カビ臭い風味が慣れると病みつきになってきて堪たまりませんよ。

　などと食レポを挟みつつ、みんなの腹が膨らむ頃には、骸骨兵は全滅しており、魔力の源となっているリッチーも頭蓋骨の半分を残すだけになっていた。

「馬鹿な……。こ、このような巫ふ山ざ戯けた戦い方で、私が敗れるなど……！」

「わふっ（美味かったぞ。ごちそーさん）」

　俺が礼を言うと、リッチーは怒気をみなぎらせる。

　しかし力が出ないのか、魔力は霧散して、残った頭蓋骨も崩壊していく。

「わふわふ（聞いても無駄かもしれんけど、お前ら結局なんだったの？　おとぎ話の住人だと思ってたら、こうやって実在してるし、魔王とかもマジでいるのか？）」

　勇者がどうのこうのとかも言ってたし、あんまり地元で騒ぎとか起こして欲しくないんだけど。

　そういうことは、俺とは関係ないところでやっててください。

「ほ、ほほほ、貴方たちの目的はこのナイトメアでしょう？　そんなことを聞いて時間を無駄にして良いのですか？」

「わふ？（はぁ？　メアならここにいるし。心配せんでもちゃんと連れて帰るし）」

「ほほ、死霊兵はみな私の魔力で動いているのです。それはナイトメアとて同じこと……。私が滅びればナイトメアもまた消える定めなのですよ……！」

「ちゅー!?（なんじゃと……!?）」

「にゃー!?（そんな……!?）」

　後ろを振り返ると、メアの体が少しずつ消えかかっている。

「ほほほ、その顔を見れたので私は満足ですよ……！　では、先に逝っていますよ、ナイトメア……！」

　その言葉を最後に、リッチーは完全に崩れ去った。

　後に残ったのは重たい沈黙と、消えていくメアの姿だった。

「ヒヒン……（ボク、今度こそ消えちゃうんですね……）」

　寂しそうな、しかし満足げな声でメアはつぶやいた。

「ヒヒン……（皆さん、短い間でしたけど、お世話になりました……）」

　メアは頭を下げるように首を揺らした。

「ヒヒンヒヒン……（お屋敷の人たちにも可愛かわいがってもらえて……、イルーシブのおじさんとグレースのおばさんにも家族のように接してもらえて……、ボクにはお父さんもお母さんもいなかったけど、すごく暖かい気持ちになって……。きっとお父さんお母さんってこんな感じなんだろうなって……。……もう、ふたりには会えないけど、ボクが本当に幸せだったって伝えてくれますか……？）」

　もうメアの体はほとんど空気に透けてしまっている。

　涙をたたえた瞳で、メアは俺を見つめる。

　その願いに、俺は──

「わふ（え、やだ）」

　即答した。

「バヒン!?（え、ええー!?）」

「わふわふ（いや、なに勝手に消えようとしてんの。まだ畑泥棒の労働が残ってるって言っただろうが）」

「ヒヒン……（でも、ボク、もうすぐ消えちゃうって……）」

　それはそのまま放っておいたら、だろう。

　こいつの体を維持する魔力が別にあればいい話なんじゃないの？

「わふっ（と言うわけで、お願いします、大魔女ヘカーテ様！）」

「もう、言うと思ったわぁ」

　困った様子でため息をつくヘカーテだが、この感じは行けると見た。

「切れた魔力の経路を、ロウタくんに繫つなぎ直せば、問題ないはずよぉ。ロウタくんの保有する魔力量はこの墓地にも匹敵するでしょうから」

「わふっ（さっすがぁ！　ヘカーテ先生は頼りになるぜ！）」

　お礼にペロペロしましょうか？

　足くらいなら喜んで舐なめますよ？

　ふやけるまで余裕っすよ？

「さ、いくわよぉ」

　ヘカーテが杖つえを一振りすると、メアの崩壊が止まる。

「わふ（なんか吸い上げられているような、そうでもないような）」

　意識しないと分からない程度の魔力が、俺から引き抜かれているようだ。

　そして、時間を巻き戻すようにメアの体が元通りになっていく。

「ひ、ヒヒーン（ろ、ロウタさんの熱いものがボクの中に入ってきます……！）」

　そういう表現やめてくれます？

　可愛いロリボイスでも、外見が馬なのでまったく嬉うれしくない。

　完全に元通りになったメアが、喜びに高くいななく。

「ヒヒーン！（ロウタさん、ありがとうございます！　ボク、本当は消えたくなかった！　みんなともっと暮らしたかった！）」

「わん（おー、良かったな。これからも当家のために働くが良い）」

　そして、その分俺は休む。

　誰も損しない素敵な解決方法だ。

「それじゃあ、私はまだやることがあるから、貴方たちだけ先に帰すわねぇ」

　ヘカーテがそう言うと、地面が白く輝き始める。空間魔法だ。

「わふ？（ん？　まだなんかあるの？）」

「魔力災害、もう忘れたのぉ？」

「わふー……（あー……）」

　そうだった。俺たちが同じ場所で魔法連発すると、魔力が溜たまって、ほっとくとそこから新しい魔物が生まれたり災害が起きたりするんだっけ。

　特に今回はこの瘴しよう気きたっぷりのやばい場所のおまけ付きだ。放っておいたらまたギルドから調査員が来ちゃう。

　あんな面倒な騒ぎはもうごめんだ。

　そういう訳で、今回もヘカーテが封じてくれるらしい。

「わふわふ（なんか悪いな、ヘカーテ）」

「いいわよぉ。お礼ならガンドルフのお酒にして貰もらうから」

「わ、わふ（お、おう。お手柔らかに頼む）」

　すまん、パパさん。俺には止められない。

　俺のペットライフの存続のために、秘蔵の高級酒は諦めてくれ。

　いよいよ地面の輝きは強さを増し、俺たちとヘカーテを隔てる空間が白く見えなくなっていく。

「──……これで二つ目。残すはあと四つ……。これでメアリちゃんを──」

　ヘカーテが杖を掲げて何かをつぶやくのと、空間魔法で俺たちが転送されるのは同時だった。
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　翌朝、俺たちは森で解散し、お屋敷へと帰ってきた。

　のだが、

「ロウタ、くしゃいですー。どこで遊んできてたんですかー!?」

「あおーん（わーんっ。お嬢様ー、逃げないでー！　嫌わないでー！）」

　ヘカーテに空間魔法で転送して貰もらったあと、お屋敷へ入る前に噴水で体を洗ったのだが、匂いが落ちていなかったらしい。

　墓場の腐臭が毛皮にたっぷり染み付いたままだったようだ。

　朝、目を覚ますと俺がいないことに気づいたお嬢様は、帰ってきた俺の姿を見つけるといの一番に飛びついてきて、俺の胸に顔を埋うずめ、一瞬の硬直のあと、この騒ぎと相成った。

「くーんくーん！（た、体臭とかじゃないから！　洗えば取れる！　もっとちゃんと洗えば取れるから！　捨てないで、お嬢様ー！）」

「お風呂！　お風呂です！　お風呂に入って綺き麗れいになるまで、モフモフは禁止ですー！」

　よっぽど臭かったのか、お嬢様は廊下の角かどに隠れてこっちへ近づこうとしない。

　ふしゃーっと威嚇してくる。

　そんなお嬢様も可愛いよ。スリスリしたい。

　しかし、今それをやると本当に嫌われそうなので、大人しくお風呂に入ろう。

「わ、わふん……（さようならお嬢様、また会う日まで……）」

　鼻をつまんだメイドさんたちにドナドナと連れられて行き、俺はこれでもかと風呂で洗われたのであった。
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「わふー（よー、メア、ご夫妻、調子はどうだー）」

　すっかり綺麗な体になって、もう来るなよとメイドさんたちに風呂場から送り出された俺は、毛を乾かしがてら厩きゆう舎しやへ遊びに来ていた。

　夜中の乱戦も、近くにあった畑には被害は出ていないようだ。

　あ、おっさんが畑の様子見てる。

[image: ]

　なんかブツブツ言ってるけど、もしかしてあれ、野菜に話しかけてるのだろうか。

「ヒヒン（はい、ロウタさんの魔力のおかげか、前よりもずっと元気です！）」

　そうかそうか、使った魔力の分は労働力で返すんだぞ。

　こいつが来てくれてから、おっさんに雑用に駆り出されることも少なくなったしな。

　お昼寝タイム倍増で言うことなしだ。

「ブルル（ありがとうな、ロウタや）」

「ヒヒン（私たちに素敵な娘を連れてきてくれて、本当にありがとう。貴方あなたが来てからこのお屋敷には幸せが舞い込んでばかりだわ）」

　え、そうかな。

　どっちかって言うと、トラブルばかり舞い込んできてる気がするんだけど。

「ブルル（お嬢様はすっかりお元気になられたし、ジェイムズさんも仕事に張り合いが出たようだ。お屋敷全体が明るくなったのは間違いなくお前さんのおかげだよ）」

　えー、そんなこと言われちゃうと照れるー。

　むしろ救われてるのは俺の方なんだが、ペットとしての役割を果たせているようで何よりだ。

「──な、なんじゃこりゃああああああああああああっ!?」

　うおお、なんだ!?

　唐突に、おっさんの叫び声が畑に響き渡った。

「わふわふっ（おっさん、どったの？）」

　腰を抜かしたおっさんのところへ駆け寄る。

「や、や、野菜が……野菜が……！」

「わふ？（野菜が？）」

　おっさんの視線の先を見やる。

　そこには──

「わふうううん!?（で、でけええぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?）」

　巨大なニンジンが地中から顔を覗のぞかせていた。

　ニンジンだけじゃない。ある場所を中心に周囲の野菜がみんな巨大化している。

「ちゅー（これは食いでがありそうなサイズなのじゃ）」

　おっさんに見つからないよう、レンが俺の毛皮に隠れながらつぶやく。

「わふわふ（いやいや、そんなレベルじゃないだろ。なんなんだこのサイズ）」

　おっさんが両手で抱えきれないぐらいの大きさだ。何百キロあるんだろう。

「ちゅー（これは、あれじゃろうの）」

　あれってなんだ。

　レンには心当たりがあるのだろうか。

「ちゅちゅー（ぬし様、この辺で小便まいたじゃろう？）」

　初めて死神みたいな骸骨がやって来たとき、びっくりしておしっこ引っかけちゃったことがあったな。

　それをレンが粉々になるまで尻尾で叩たたき潰つぶしたんだ。

「ちゅー（それじゃそれ。フェンリルの尿に、死霊の骨粉が混ざって、畑には良い肥料となったのじゃろう）」

　えっ、俺のおしっこってそんな効果があるの？

　そんなもの食べて大丈夫なのだろうか？

「ちゅーちゅー……（術式を刻んだ正式なものでもなし、害はなかろう。むしろ、栄養が増しておるから、健康に良いことばかりなのじゃ。これはもう霊薬の域であろう。人族の都にでも持って行けば、いったいいくらの値がつくことか……）」

　まじかよ。知らない間にマジックアイテム生み出しちゃってたよ。

「ちゅー（かくいうわしの尿もそうじゃぞ。おぬしがわしの巣へ来たとき、持って帰った草があったじゃろう）」

　ああ、お嬢様を助けるために必要だった薬草な。

　竜りゆう零れい草そうとか言ったっけ。

　市場でもめったにお目にかかれない、貴重な霊薬になるとかなんとか。

　でも、レンの巣にはめっちゃ生えてたんだよな。

　洞窟の突き当たりには、輝く竜零草がびっしりと群生していた。

「ちゅー（そうそう、あれじゃ。あれは便所によく生える草でのう。あんなもん欲しがるとは変わった連中だと思ったものじゃ）」

　……え、便所？

　今、便所って言った!?

「わ、わんわん!!（お、お前、お嬢様になんてもの飲ませてんだー!!）」

「ちゅー（な、なにおう!?　そのおかげで、あの娘子は助かったんじゃろうが！　礼を言われても罵られるいわれはないのじゃ！　それに出したての竜の尿はあんな草とは比べもんにならん霊薬じゃぞ。なんなら今から直接飲ませに行ってやろうか！）」

「わんわん！（やめろ馬鹿ー！　っていうか、竜零草ってそういう意味かよ！）」

　竜が尿を零したところに生える草で竜零草。

　ははは、上手うまく名付けたものだ。名付けたやつにビームをお見舞いしたい。

「ヒヒーン！（ニンジン！　ニンジン！　すごーい！）」

　厩舎でメアが大喜びしている。

　これだけあれば、メアたちにも相当な量が回ってきそうだなぁ。

　しかし、おっさんはこの巨大化した野菜をどうするんだろう。

「く、くくく、こいつは俺への挑戦か？」

　あ、おっさんになんかスイッチが入った。

「新メニュー開発の相手として不足なし！　おまえら！　毒味は任せたぞ！」

　味見じゃなくて毒味かよ!?

　確かに怪しい食材だけど！

　まぁ、死霊まで食べた俺が腹を下すわけもないんで、美お味いしく頂きますとも。

　お嬢様に危ないもの食べさせるわけにもいかないしな。

　良かろう。かかってきなさい。

「ヒヒーン！（ボクも！　ボクも！　お願いしますー！）」

　このあと、めちゃくちゃ野菜料理食べた。








あとがき






　おはこんばんにちわん！　犬いぬ魔ま人じんです！

　三巻お買い上げ、ありがとうございます！　またお会いできて嬉うれしいです！

　早速ですが、今回は作中に出てくるご飯を、簡単なレシピとともに紹介したいと思います！　いや、あとがきのネタが尽きたとか、そういう訳ではなくてですね。ゴニョゴニョ。




　今回紹介するのは、酒場で出てきた『ガーリックトーストの背脂乗せ』です。

　トーストと書いていますが、これは正確にはブルスケッタというイタリア発祥の軽食です。薄く切ったパンに肉や野菜などの具材を乗せて食べるシンプルな料理なのですが、応用性が非常に高く、おつまみやパーティフードに最適です。

　作中で珍しいと思われたのは、背脂の塩漬けの部分ではないでしょうか？

　背脂の塩漬けと書いてありますが、これはラルドと呼ばれる豚の背脂を塩漬けまたは燻製にした加工食品です。イタリアのコロンナータ村で作られているものが有名ですね。

　皮ごとスパイスをしっかり擦り込んであり、脂身の生ハムといった味わいです。

　やや癖はありますが、皮に近い部分はコリコリとした食感で、身に近い方は舌の上でとろけるほど柔らかく、非常に美味です。そのまま食べても良いですが、パンやパスタに使うことで、熱で脂がトロトロになり、その美味うまさといったらもう、たまらんっ。

　スーパーの外国食品コーナーにも置いてあるところは多いので、探してみてください。

　では、材料と作り方を説明したいと思います。

　材料・フランスパン、オリーブオイル、ローストガーリック（香辛料コーナーに瓶であります）、ラルド（塊のものを切っても良いですが、かなり切りにくいので最初から薄くスライスしてあるパックを買うと便利です）。

　作り方・フランスパンを薄く切り、トースターで焦げ目が付かない程度に焼きます。焼いたパンにオリーブオイルをさっとかけます。ローストガーリックをもりもり振りかけます。薄切りのラルドを乗せます。完成です。

　え？　適当すぎる？　良いんです！　簡単で美味おいしいのが一番です！

　もう一手間加えるなら、ローズマリーとピンクペッパーをラルドの上に乗せると、見た目にも鮮やかで風味が広がるのでオススメです。この小細工をするだけで手の込んだ料理だと騙だませます。マジです。騙してやりましょう。（おい、調理師）

　ではでは、今日はこの辺りで、四巻でまたお会いしましょー！


二〇一八年五月　犬魔人　拝　





















　食客剣士という名のニート、ゼノビアの朝は早い




　早朝、日が昇り始める頃に私は目を覚ます。

「うむ、今日も良い天気だ」

　窓を開けると、朝の新鮮な空気が、冷たい風となって入り込んでくる。

「むむ、あいつめ。今日も朝帰りか」

　二階の部屋から見下ろすと、庭を悠々と歩く白い犬がいた。

　いや、犬と言うには、あれはあまりに大きすぎる。野生の狼でもあそこまで大きくはならないだろう。

　お嬢様が王都から連れて帰ってきたときは、片手で抱えられるほど小さな子犬だったのが、今や熊と変わらない大きさにまで成長した。

　絶対に普通の犬ではないし、それどころか魔物ではないかと私は疑っている。

　だが、冒険者としてそれなりに活動していた私ですら、一度もやつのような魔物に遭遇したことがない。それがあいつを魔物と疑いつつも断定できない理由の一つだ。

　しかし油断は出来ない。やつから感じる強者の覇気は圧倒的だ。

　お屋敷の方々のような一般の人間には分からないだろうが、私のように戦いを生業にする者ならば、やつの強さに必ず気づく。あいつはただ者ではない。

　のほほんとしている普段の姿などまやかしだ。今はまだ子供で大人しくしていても、いずれ本性を顕すかも知れない。そうなったときのために私はやつを警戒し続けるのだ。

　そう、屋敷にいるあいつから目を離さないのは、あくまで監視のためだ。

　柔らかい毛並みを触りたくなったり、お嬢様と遊んでいるところに混ざりたくなったり、吞気にご飯を食べているところを見て和んだり、そんなことは思っていないのだ。

　そう、私はやつの可愛さになど、絶対に屈したりはしない！

　決意を新たにしたところで、日課を開始する。

　指先一本で逆立ちし、腕立て伏せを千回。

　その後は素振りを一万回だ。

　これを可能な限り素早く行う。部屋の中で壁や天井に当てないよう剣を振るのは、閉所で戦う良い訓練になるのだ。

「……ふぅ、今日は一時間を切れたな。良い仕上がりだ」

　訓練を終えたら、汗を拭いて朝食だ。

　ご当主であるガンドルフ様、そのご令嬢であるメアリお嬢様と挨拶を交わし、席に着いた。

　メイドのミランダ殿が配膳してくれた朝食を、ありがたく頂く。

　私の皿に置かれたのは、焼きたてのクロワッサン。王都でもここまで薄い層が織り重なったクロワッサンは見たことがない。

　サクッと音を立てて頰張ると、中に包まれているチョコレートがじわりと溶け出して、口の中が幸せな甘みで一杯になる。

　さすがはファルクス家の調理を一手に担うジェイムズ殿だ。良い仕事をしている。

　木苺がちりばめられたヨーグルトも酸味が効いていて実に爽やかだ。クロワッサンで甘くなった口にこれが良く合う。

　絞りたてのフルーツジュースは丹念に濾されてあって、喉に引っかかる感触もなく水のように飲めてしまう。どういう配合比で果汁を混ぜ合わせているのか、飲んだ後は花のように香り高い芳香が鼻腔を抜けていった。

　冒険者になる前ですら考えられなかった素晴らしい朝食だ。

　無限に食べ続けられてしまいそうな組み合わせだが、腹六分を常としている私は、違うパンも勧めてくるミランダ殿に丁重に断りを入れる。

「戦士の心得というものかね？　常在戦場とは流石ゼノビア君だ」

「戦士はお腹いっぱい食べちゃ駄目なんですか？」

「それは腹に傷を負ったとき、胃の中身が臓腑に拡がって……、いえ、やめておきましょう。食事中にする話ではありません」

　純真な瞳で尊敬のまなざしを送ってくるお嬢様だが、貴族のご令嬢にこのような事は話すべきではないだろう。

「えー、聞きたいですよう」

　しかし、メアリお嬢様は少し普通のご令嬢とは変わっておられるので、私の血なまぐさい冒険者時代の話をよくせがまれる。

　話を聞いていただけるのは光栄なのだが、私の話など聞いていて面白いものなのだろうか。

「メアリ、ゼノビア君が困っているよ。またにしなさい」

「はーい。ミランダ、ご飯を食べたらロウタに会いに行っていいですか？」

「はい、お嬢様。午前の授業まではまだ少しあるので、大丈夫かと思います」

　むむ、これは護衛をせねばなるまい。お嬢様の安全のためだ。あいつが野生の本能を取り戻してお嬢様に襲いかかっては大変だからな。決して私が顔を見たいからではない。

　手早く食事を終えた──と言ってもその礼儀作法は丁寧だが──お嬢様の供をし、ロウタの様子を見に行く。

「あっ、ロウタ！　こんなところにいたんですね！」

　ちょうどやつも朝食を終えて、庭の木の下で仰向けになっているところを見つけた。

「……酷い寝姿だな。野性の欠片もない」

　それでもファルクス家の犬か。しゃきっとしろ。

　いや、これも無害なフリをしているのだ。騙されてはいかん。柔らかそうな腹毛に触ってみたいなんて思っていないぞ。

「ふふー。ロウタは可愛いですねえ」

「わふわふっ！」

　丸見えになった腹をお嬢様に撫でられ、ロウタは嬉しそうに体をくねらせる。

「おなかポンポコですねー。沢山食べましたか？」

「わんわんっ！」

「そうですかー。良かったですねぇ」

　言葉が通じているわけではなかろうが、お嬢様はとても嬉しそうだ。

　そうやってひとしきりロウタと戯れた後、お嬢様は授業の時間だと呼ばれて屋敷へと戻っていった。

「…………」

「わふ？」

　なんとなく一緒に戻り損ねてしまった私を見て、ロウタが『お前も触るか？』といった様子で腹を見せてくる。

「くっ……！　き、貴様、私がそんなことでほだされるとでも思っているのかっ……！」

「わふ？　わふわふー」

　私の一喝を気にした様子もなく、ロウタはゴロゴロと寝返りを打って私に近づいてきた。

　目の前まで近づいたフサフサの腹毛は、思わず触りたくなるほど柔らかそうで──違う！　触りたいなどと思っていない！

　そう、これは敵情視察だ。いずれこいつを斬ることになったときのために、その防御力を確かめておく必要がある。なにせこいつには私の愛剣を何本も折られているのだから。

　だからこいつの腹に触ることは何もおかしくはない！　おかしくはないのだ！

「よ、よし、触るぞ？」

「わふわふーん」

　恐る恐る、日の光で銀色に輝く腹毛に手を触れる。

「む、こ、これは……！」

　柔らかい！　まるで鶏の雛を触ったときのような柔らかさだ。

「これは……これは……」

　私の斬撃を容易く弾くのが信じられなくない。この柔らかさでいったいどうやって……どうやって……柔らかい……心地よい……柔らかい……やわ……らか……

「わふー？」

「はっ!?」

　不思議そうに首をかしげるロウタを見て我に返る。

「違う！　これは違うぞ！」

「わふ？」

『何が違うの？』という目で見られ、私は後ずさる。

「違うのだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　私はロウタの元から走り去る。

　これは敗走ではない。戦術的撤退なのだ。決してあの柔らかな腹毛の虜になったわけではないのだ！

　今日のところはこれくらいにして置いてやる！　明日こそはこうはいかないのだからなっ！

　しかし、再会は早かった。

　昼食のあと、お嬢様は当然のようにロウタと遊ぶと言い、付き添った私はしばらくの間、ロウタの小馬鹿にしたような視線にさらされることになったのだった。ぐぬぬ。

　そして、夢のように美味しい夕食を終え、入浴で疲れを癒し、武具の手入れをしてからベッドに入る。

「うむ、今日も有意義な一日だった」

　食客というのは素晴らしい職業だ。誇りを持ってこの職に殉じよう。




　心地よい眠りに落ちたゼノビアは知らない。

　食客とは、その名の通り客として養われる人のことであり、職業ではないということを。

　つまりはただの居候。ロウタの言葉で言うと、ゼノビア・レオンハートはニートである。

　こうしてニート剣士ゼノビアの一日は過ぎていくのだった。
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